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シンポジウム等報告書



別府ONSENアカデミア
シンポジウム動画等公開中！

別府市公式観光情報サイト『極楽地獄別府』内にて

講演の動画等を公開中です。ぜひご覧ください。

http://www.gokuraku-jigoku-beppu.com/entries/beppu-onsen-academia-2019-close
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名　称　　別府ONSENアカデミア

会　期　　2019年11月８日（金）～９日（土）

会　場　　別府国際コンベンションセンター　ビーコンプラザ　国際会議室

主　催　　別府ONSENアカデミア実行委員会

後　援　　環境省、大分県、日本航空株式会社

主催者あいさつ

別府ONSENアカデミア実行委員会　実行委員長

別府市長

長野　恭紘

開 会 式

主催者あいさつ

会場全景 会場前受付

温泉案内ブース 足湯無料

司会者
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対談者

株式会社ロフトワーク 代表取締役

林　千晶 氏

別府市長

長野　恭紘

　林氏は、別府市で起業・創業を目指す人材を対象に

学びの場を提供し、創造的な思考や経営力を持つ人

材の育成を目指すプログラム「Creative Workshop 

in Beppu」の企画運営をサポートした経験もあり、

2019年の6月6日～ 7日には、株式会社ロフトワーク

の社員約100名が別府で滞在し、スキルアップを目指

すキャンプ型合宿を実施しました。別府で展開しよう

としている事業や、外の目から見た別府の温泉や地域

の魅力について市長と語っていただきます。

林　まずは、簡単に自己紹介を。大学を卒業後、花王

でマーケティングを担当。その後、米国に留学し、

ジャーナリズムを研究。ニューヨークで共同通信社

に勤務したのち、2000年にロフトワークを共同で

設立。会社はプロジェクト型で新しいサービスや事

業を生み出すのが特徴。社内にデザイナーは1人も

おらず、プロジェクトごとに適した人材をアサイン

してチームを作る。年間300くらいのプロジェクト

が動いている。そのプロジェクトを2例ほど紹介。

　①Panasonic 100周年プロジェクト「100BANCH」。

次の100年をつくるプロジェクトを多数生み出すた

めの活動であり、拠点でもある。U35であれば誰

でも応募でき、今までに160ものプロジェクトが採

択され活動している。プロジェクト例としてバスハ

ウス。バスを改装した機能性が高い動く家で、超移

動社会の移住空間として実証実験を進めている。

　②安心して年齢を重ねられる社会をデザインするプ

ロジェクト。高齢社会の機会領域を探るデザインリ

サーチを実施。50代から先の第二の人生をどうデ

ザインするかを作る必要があるという提案を行っ

た。若い時の仕事、年を取ってからの活動、報酬体

系も世界に先駆けて作っていいのではないかと考え

ている。

長野　人はどこに行っても足りない。本当に足りな

い。市役所でもノウハウと知見のある人に退職後に

残ってもらいたい。全業種に言える事だ。

林　日本の価値観を変えなければいけない。別府から

始めるというのもいいのでは。

長野　やりましょう。

林　仕事だけでない活動を作っていくことが大切だと

思う。リタイアしたら何もすることがないとならな

いように5,60代～ 70代80代にかけてやっていき

たいものをつくっていく。

長野　政治家をやっているが仕事だと思っていない。

使命感だと思っている。自分自身が生涯をかけて取

り組んでいくようなもの、皆から必要とされる生き

甲斐というようなもの。

林　昨日、多様性の会議の中で出てきた70歳のお爺

さんの話。保育園を巡る環境が悪くなっているな

ら、自分が保育士になろうと国家試験を受けて、現

在ジジ先生として活躍。父母がとても頼ってきてく

れて本人もとても嬉しいと言っている。また、保育

士の方々は仕事が忙しく、なかなか結婚相手が見つ

けられないという問題もある。

長野　市の保育園で婚活を始めたきっかけは、あまり

に保育園の先生にきっかけが無いという事だった。

長野　次の話題として、林さんと別府とのつながりに

ついて話したい。

林　振り返ってみると、2009年の混浴温泉世界やク

リエイティブプラットフォーム大分、アニッシュ・

カプーアのスカイミラーといったものがあるが、実

は今年の6月に100人を超える社員でサマーキャン

プ合宿を実施し練り歩いた。別府はもの凄く特徴が

あって、昔と今、プライベートとパブリックの垣根

が無く、行ったり来たりする、しかも何かを足すと

いうよりは何か忘れてきたところから始まるような

対　　談

Lost…＆…Found

林　千晶 氏
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対　　談対　　談

不思議なところがある。

長野　別府に来ると、そういう不思議な事を言い始め

る。物理的に近いとか離れているとか感じさせない

場所。昔から温泉があって、それを中心にコミュニ

ティが形成されて、多くの人が訪れて裸になって風

呂に入って、また去ってまた機会があれば戻ってき

てという事を千何百年も前から繰り返している。今

や留学生が3,000人を超えて多様性の町になってい

る。別府の町はすぐ受け入れてくれる。

林　別府は時間を忘れるというか、不思議な町だ。

長野　今回、ワーケーションで来てもらった。これは

別府のためにあるような言葉だと思った。「暮らす

ように旅をする。旅するように生活する。」来た人

たちにとっても心に寄り添う原風景のような場所。

住んでいる人にとってもワクワクしながら住んでい

るような感じではないかと。関係人口という事が良

く言われるが、これから5Gの時代になると今日の

この空間は全国ちりぢりばらばらでも出来上がるよ

うになる。仕事の仕方もどこにいても変わらないの

で、満員電車に揺られるより温泉に浸かりながらの

方が良いアイディアが浮かぶのが当たり前だという

事を提案して、働き方改革も別府市は貢献できるの

ではないかと考えている。

林　次の話に関わるが、別府市は魅力的だが一方です

ごく勿体ないと思うことがある。別府を訪れる旅行

客が多様化してきている中で、旅館の宿泊は一泊二

食付きがメインというように、団体客向けのサービ

スのままのところが多い。個人で利用したいとおも

うところが少なく感じる。

長野　昔は男性中心の団体客相手だったが、今はほと

んどが個人客になってきている。ただ動向は変わっ

てきているが、作りは昔の団体客向けから脱却でき

ていないかもしれない。

西田陽一氏（別府市旅館ホテル組合連合会会長）　

おっしゃるとおり、別府温泉は団体型、湯布院は個

人型の色合いなのは間違いないが、今は大きく変

わってきていて1,500室以上のホテルラッシュで、

宿泊特化型の施設になってきている。既存の旅館も

少しずつ変わってきている。

林　ロフトワークは、4年前に岐阜県飛騨市に「飛騨

の森でクマは踊る」という会社を立ち上げた。飛

騨の歴史が残る町並みにFabCafeを作り、木工と

デジタルファブリケーションとで、伝統と革新を

融合するような会社。100万円する木工のキャット

タワーは海外から引き合いが多く、売り上げが1億

円、現在利益も出ている。最初は現地が遠い上に忙

しく、会社を作るつもりはなかったが、騙されたと

思って来て欲しいと言われて家族旅行で行って本当

に騙された。ポイントは家族旅行ではないかと考え

ている。家族を連れていきたくなる場所かどうかと

いうのは大切である。実は別府にも母を連れてきた

ことがある。何かを起こせるのではないかと思って

いて、先月もロケハンで来てみた。大学と組むのは

あるかなと思っている。我々はクリエイティブの会

社なので、たとえばAPU（立命館アジア太平洋大学）

に寄付講座でデザイン思考の授業をやるというのは

どうだろう。

長野　別府はAPUだけでなく別府大学や溝部学園な

どもあり、寄付講座は大歓迎。今、課題として別府

で働きたい、地元に残りたい希望があり、残るため

には仕事をどういう風にしていけばいいか、学生の

うちから関わっていただくところが増えれば、刺激

を受けたり、やりたい事にビジネスモデルに載せて

いけたり、色々な事が出来ると思う。そういうきっ

かけ作りが大変ありがたい。

林　APUの学生は特殊だと思っていて、町からすご

く距離がある。交わりづらくないのか？

福谷正信氏（立命館アジア太平洋大学名誉教授）　地

域から学ぶというのはフィールドスタディになって

おり、地域研究や社会企業研究に関心のある先生

が、自分のゼミなどで町の人とコラボするような事

はよくある。

林　就職するという事はあるのか？

福谷氏　それはまだまだである。地元で自営規模で起

業する中で、卒業生が基盤をおいているというのは

増えてきている。

林　一時的にワークショップで触れ合う事はできて

長野　恭紘
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も、就職するというイメージが出来ない。現在の別

府のビジネスとAPUの授業の間にギャップがある

のではないかと考えている。たとえば、そこを埋め

るような授業もできないか。ビジネスデベロップメ

ントをやれないかと思っている。

長野　これは今決まったので、APU、別府大学、溝

部学園のスリースターの間に自分が入るのでよろし

くお願いしたい。学生達に言っているのは、別府を

母校として世界中にいろんな経験をして色々な所に

行って、遠くに居ながらも別府を思い出して、何か

役に立ちたいという関係性というのがとても大事な

事である。学生達が別府に行くと何か面白い事が起

こるぞというイメージを常に発信できる町でありた

い。

林　もう一つ、別府の人達とやってみたいのは高齢者

と障害者と子供が一体となって、気持ちよく育って

いく村を作りたいと思っている。そういう事例がデ

ンマークにある。今までの行政は障害者だけ、高齢

者だけを集めていたが、別府は、過去と現在も私も

貴方も全部混ざっている中で、障害者も健常者も高

齢者も赤ちゃんも一緒に生活するという場所が作れ

るのではないかという構想がある。今度の2月にデ

ンマークに見に行こうと思っていて、その後別府を

もう一度見せてもらったら、何か運命的な出逢いが

あるのではないかと思っている。

長野　別府自体がそういうコミュニティを形成できて

いると思っているので、そこに対してもう一歩アク

ションを起こすとか、足りないものを越えていくと

か出来るのではないかと思っている。

林　来年、模範となるようなアイディアを固めてくる

ので、ぜひ相談に乗って欲しい。
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対　　談

安心して年齢を重ねられる社会をデザインするプロジェクト

25人のメンター

年間 約300のプロジェクトを実行

クリエイター

クライアント

エンジニア デザイナー

ディレクター

プロデューサパートナー

プロジェクト型で新しいサービスや事業を生み出す

1994-97

化粧品事業部

1999

ニューヨーク

経済部

2000-

クリエイティブ

カンパニー

2012-

ものづくりカフェ

2015-

林業

林千晶の自己紹介
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2009年 混浴温泉世界

別府との関わり

9/14/2017 創造性を科学する

�18

新しい働き方のモデル

誕生 仕事を始める 退職/引退

自身／家族／余暇の時間 有給の仕事

ボランティア

自身／家族／余暇の時間

趣味

死ぬ

サラリーマン - HARD STOP

自営業 - SOFT TRANSITION

主婦 - CONTINIOUS

誕生 仕事を始める 結婚 第一子誕生 第二子誕生 子どもの独立 配偶者の世話 配偶者の退職/引退 配偶者の死 死ぬ

有給の仕事 パートの仕事無給の仕事自身／家族／余暇の時間

自身／家族／余暇の時間

有給の仕事

誕生 仕事を始める 死ぬ

無給の仕事

自身／家族／余暇の時間

退職/引退

9/14/2017 創造性を科学する

�15

インタビュー

インタビュー対象者総数 170名 

- In-depthインタビュー 29名 

- グループインタビュー 2グループ 

- Ad-hocインタビュー 64組  
インタビュー対象者の選定項目 

- 性別 

- 年齢（ 54～ 101歳。平均年齢77歳） 

- 雇用形態（社員、自営業、個人事業主） 

- 職種（オフィス、工場、農場） 

- 家族構成（単身、夫婦/兄弟姉妹、子ども/孫/ひ孫、介助者 

退職前のキャリア：教師、教授、農家、公務員、看護師、工場労働者、工場経営者、路上清掃者、

製薬会社社員、プロダクトデザイナー、医療事務、主婦、自営業、木工職人、レストラン経営者、

兵士、靴屋、写真家、タクシー運転手

170名にインタビューを実施東京・吉野・成都（中国）の3地域
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対　　談

人は何を失い、何を発見しているのか？

Lost & Found
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別府との今後

D

企業

建築家

オフィス 

環境改善

商品 

開発
ユニー

クネス

新しい 

表現

職人
森林 

資源

70 
社の制作 

パートナー

20haの 

社有林

飛騨市 

97% 

の森林

建築 

学校

フィー

ルドワー

ク

木造 

木質

木材 

ニーズ
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シンポジウム

コーディネーター

株式会社バスクリン銭湯部部長

小松　歩 氏

パネリスト

東京都杉並区高円寺銭湯「小杉湯」三代目

平松　佑介 氏

別府八湯温泉道名人会代目

八木　みちる 氏

「小杉湯」番頭イラストレーター

塩谷　歩波 氏

　日本一の温泉の源泉数、湧出量を誇る別府市におい

ては、古くから温泉はコミュニティの中心にあり、現

在でも1階は浴場、2階には公民館が設置されている

施設も珍しくありません。

　人間関係が希薄になるといわれている現代におい

て、心身の回復や、人とのつながり、地域の交流の場、

モラルを守る基盤としての温泉の魅力を見直します。

また、東京の若者を中心に行われている銭湯の新しい

取り組みから学ぶ、これからのONSEN文化について

御講演いただきます。

小松　これからの銭湯・ONSEN文化というテーマ

でそれぞれの現場の最前線で活躍されている3名の

方々をパネリストにお迎えして、話していく。

　自己紹介をさせていただく。バスクリンの総務部所

属。公認の部活動の部長なので、普段は平社員であ

る。2008年学生時代に交通事故に遭い、湯治治療

を行った。卒業後住宅メーカーに就職したが、湯治

経験から温泉やお風呂で健康になるという事に興味

がありそういう仕事がしたいと思い、日本一周の温

泉めぐりを半年掛けて全国600箇所を巡り、品川の

銭湯、天神湯で働きながら温泉ライターとして活

動。2014年にバスクリンに就職して現在に至って

いる。別府には無職で日本一周をしていた時代に訪

れており、別府八湯を全部制覇しようとしたがあま

りにも八湯以外にも街中のいたるところに温泉があ

る事を知り、いったん出直そうと思って6年ぶりに

やってきた。

　バスクリンは津村順天堂として1893年に創業。浴

剤中将湯やバスクリンなどの入浴剤を発売してい

て、戦後になって他のシリーズとして日本の名湯シ

リーズ、大分の長湯温泉がベースになったきき湯な

どを発売している。今から13年前の2006年にツム

ラから分社化して、2010年に社名をバスクリンに

変更して現在に至っている。別府市との関わりとし

て、「人々の健康増進と地域社会の発展に寄与する」

という目的で包括連携協定を締結している。また、

別府市旅館ホテル組合連合会とも包括連携協定を結

んでおり、地域限定オリジナルの入浴剤である「日

本の名湯 別府」を発売している。最初は地域限定

だったが、今年の9月には全国発売している。

　昭和30年代を境に自宅の内風呂が増加していき、

一般家庭でバスクリンが普及していった。それ以前

は町の銭湯で使われていた。この約20年で銭湯の

数はおよそ4分の1に減少している。このような状

況の中、バスクリンは銭湯が原点であり、活動を通

じて銭湯の活気を取り戻したいという想いで、バス

クリン銭湯部を今から4年前に立ち上げた。活動目

これからの銭湯文化

コーディネーター

パネリスト
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的としては部活動なので社員の親睦と健康増進が先

頭に来る。活動としては①銭湯巡り（定例活動とし

て都内の銭湯巡り。社員のコミュニケーション活性

化）②銭湯コラム（銭湯メディア東京銭湯、大塚製

薬グループ社内報）③銭湯との共同企画（そしがや

温泉21との銭湯ふろまちライブラリーや小杉湯プ

レミアウムフライデー銭湯「プレフロ」）などであ

る。銭湯に興味を持ち、銭湯に足を運んでくれる人

を少しでも増やしたいという思いでやっている。　

八木　自己紹介。15年前に旅行で初めて別府を訪れ

たのをきっかけに、別府の人や土地、そして温泉

に魅了されて2013年に移住した。現在、コトリカ

フェ、Hit Song Barミラーボールを経営している。

またFlow手作り温泉化粧水キットを開発販売して

いる。温泉が大好き。別府八湯温泉道第126代永世

名人。九州温泉道第664代泉人。NPO法人 別府八

湯温泉道名人会の一員としてPR活動中。2014年に

美人温泉道という女性専用のグループを立ち上げ、

別府の温泉で心も体もキレイになろう！をテーマに

共同温泉に縁の無かった女性達と温泉を楽しんでい

る。大衆演劇も大好き。

　別府の取り組みと共同温泉の現状について、PR・

観光客誘致、実際に来別した観光客に向けた事例の

代表的なものを紹介したのち、本題の共同浴場の話

をする。

　対外的な取り組み事例を2つ紹介する。①遊べる温

泉都市構想「湯～園地」2017年7月にラクテンチ

で開催され、資金は主にクラウドファンディングで

調達。市民を中心とした約1,000人のボランティア

スタッフが参加した。外に向けてのPR事業だと思っ

たが、終わってみれば別府市民に向けたイベントだ

と強く感じた。ボランティアスタッフのおもてなし

が素晴らしく、別府市民である事を誇りに思った。

②別府温泉の恩返し事業。2016年4月の熊本・大

分地震の直後に観光客の激減を支えてくれた全国の

お客様に、元気になった別府から温泉を届ける事で

恩返しをしようというプロジェクトで、大変話題と

なった。

　来別した観光客に向けた取り組みを紹介する。①別

府市観光HP 温泉ハイスタンダード極楽地獄別府が

良く出来ており、行きたい温泉が見つけやすい。②

外国人向けHPでのTatto OK温泉情報は、外国人観

光客ウェルカムに加え、多様性を認める別府ならで

はの取り組み。③別府おんせんおみや 当選すると

自宅に温泉が届く。

　今回のシンポジウムのために、共同温泉の組合長さ

んにアンケートを実施して、現状について調査し

た。101か所の共同温泉のうち83施設にアンケー

トを実施し、61か所から回答を得た。組合員数平

均98人（8名から350名の幅）月額入浴料平均は

1,327円（700円～ 2,700円の幅）番台ありが20

か所、なしが38か所。番台がいるところでは全て

外来入浴可能。いないところでも19か所が外来入

浴可能。外来入浴料平均は109円（100円～ 200

円の幅）月平均入浴者数152人。この数字を見直す

事が共同温泉黒字化や売り上げアップに繋がる隙間

だと考えている。

　共同温泉の掃除の状況。平均で49,820円（1 ヶ月）

だが、組合員が無償で行っているところから、10

万円以上の費用を支払っているところまでまちまち

である。経営状況は厳しいと答えたところが45%、

厳しいと答えたのは20 ～ 49人の規模の施設が多

い。ただ一定数良好と答えた100 ～ 149人の規模

の施設でも、厳しいと答えた割合が大きい。組合費

収入で見ると、良好と答えたのは15万円以上の収

入がある施設が多く、厳しいと答えた施設は5万円

未満の収入の施設が多い。ただし、15万円以上の

収入があっても厳しいと答えた施設の割合の方が多

い。

　意見や困ったことを記入してもらったが、少子高齢

化による人不足、入浴者のマナー問題など人に関す

る事、老朽化による資金難、経営資金困窮による金

銭的な問題、給湯料金・水道料金値下げ、高齢者無

料入浴制度の廃止要望、温泉組合同士の提携を望む

声といった別府市の対応に関する事など、主に3種

類の意見をもらった。現状の厳しい状況を踏まえ、

東京の銭湯で行われている新しい取り組みをヒント

に、別府の共同浴場文化の未来に希望を持てる話を

していきたい。

平松　小杉湯は、東京の杉並区高円寺にあり、東京の

銭湯の代名詞的な宮作りの外観で、昭和8年創業で

今年で96年目。番台があり格子型の天井と富士山

の壁画が描かれた浴室のオーソドックスな銭湯。来

客数は平日400 ～ 500で土曜日600 ～ 700、日曜

日は800 ～ 1,000を越える。年齢構成はほぼ万遍

無い世代に来てもらっていて、男女構成比は男性:

女性=2:1であるが、ここ最近20代～ 30代の客が

増えている。いろいろなメディアに取り上げられて
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もらっており、自身は2010年の10月10日（娘の

誕生日と銭湯の日）に跡を継いだ。

　小杉湯の取り組みを紹介する。①企業プロモーショ

ンとしての活用。JT至福のひとときというコピー

を体験するようなお風呂の例。②老舗企業とのコラ

ボレーション。石鹸メーカー、今治タオル、消臭剤、

アイスの例。タオルなどは小杉湯で体験して気に

入った客が表参道に買いにいくような現象。体験の

強さ。③生産者との取り組み。ミカン農家から出荷

出来ないキズ物などをお風呂に入れて、生産者の思

い、考え方、人などを掲示する例。お風呂の中は携

帯を持ち込めないので、文字情報をすごく読んでく

れる。そして実際に販売もしている。④地元高円寺

のお店とのコラボ。お店の商品を食べてもらったり

する。⑤採用を取り組みとしてやっており、このあ

と紹介する塩谷氏や元広告代理店で年収1千万円も

らっていた人が半減で来てくれたり、アルバイトが

30人以上いてミュージシャンや役者や芸人だった

り将来夢を持っているような仲間が働いている。⑥

コミュニティとして銭湯ぐらしというプロジェクト

を2年前に行った。小杉湯の隣の風呂なしアパート

を銭湯付きアパートメントとして告知して、無料で

様々な業種のメンバーに住んでもらった。1年間の

銭湯のあるくらしにより、結果的に集まってくれた

のが凄く良いメンバーで、これからそのメンバーと

共に銭湯ぐらしを株式会社化してコーチングをした

り、銭湯再興プロジェクトとしてオンラインサロン

というオンライン上で総勢70名のコミュニティが

出来ている。銭湯文化をアップデートしようという

ベースでの繋がりがある。

　これから、銭湯の価値を再定義し新たな文化を創る

ために、銭湯のある暮らしを創っていきたい。その

ために小杉湯のとなりに新しい3階建ての建物「小

杉湯となり」を来年の3月に作る。銭湯が街のお風

呂であるように1階「台所」2階「居間」3階「書斎」

のような場所を設け銭湯のあるくらしを体験しても

らい、あらためて高円寺という場所の確認なり人を

繋げ集まる場所にし、外から来る人の観光案内所に

して、そこが交わるような交差点を作りたい。

塩谷　小杉湯の番頭でイラストレーターをさせても

らっている。銭湯を俯瞰するような画を描いてお

り、都内を中心に80軒以上の銭湯を描いている。

元々は早稲田大学の建築学科に入学し大学院を出た

あと設計事務所に就職し、身を粉にして働いていた

が病気になって休職した。うつ病になっていて家で

落ち込んでいた時に先輩から誘われて銭湯に出会っ

た。身体が固まっている時に白い明るいタイルのお

風呂に入るとそれだけで肩の力が抜ける。また目が

あったおばあちゃんと寒いねえと話をしたのがとて

も嬉しくて、誰とも喋る事が出来なかった中でそう

いった会話にとても癒された。銭湯の魅力を伝えた

くて、俯瞰の銭湯の画を描いてTwitterにあげたと

ころ好評で、小杉湯の画も描いてみないかと平松氏

から言われて描いた。その後設計の仕事の方は復職

はしたがそれでも体調が戻らず、銭湯にとても魅力

を感じて、平松氏に誘われ小杉湯に転職した。交互

浴の図解や銭湯図解というイラストエッセー集とし

て出版をして評判をいただいて2万5千部を超えた。

情熱大陸という番組でも取り上げていただいた。最

近ではJRと共同企画で高円寺の高架下の場所を拠

点にした芸術祭を実施した。ここでは高架下の風景

を長さ3mほどの絵巻物にして高架下の魅力を表現

する事を行っている。

小松　それぞれ特徴のある取り組みと自己紹介をして

いただいた。ここからディスカッションしたい。ま

ず平松氏にお聞きしたいが、小杉湯が非常に革新的

な取り組みをしている中、これからの銭湯文化につ

いて話していただきたい。　

平松　2年半前から銭湯経営に携わるようになり、既

存の業界との考え方とか価値観が違うと感じる事が

多々あり、その差分が今日のテーマとして参考にな

ると思う。3つあってハードとソフト、お金と時間、

非日常と日常というキーワードになる。

　1つ目のハードとソフトについて言えば、銭湯とい

うのは自宅にユニットバスが無い時代のビジネスモ

デルなので、家にお風呂が出来るとどんどん減って

いく斜陽産業ということになる。そのため多くの銭

湯経営者は自分たちの役割は終わってしまったと

いう風に捉えている。しかし実際には小杉には600

～ 800の人が訪れている。これはソフトの面、銭

湯に救われたと言ったり銭湯に恩返しをしたいとい

う特に若者がすごく多い。ハードの面ではなく人の

気持ちだったり心だったりがこれからの銭湯には

必要であるという事を経営者として実感している。

ちょっと塩谷から言ってもらう。

塩谷　自分が一番惹かれたのは、やはりソフトとして

の魅力である。体調を壊してしまった時に銭湯に出

会ってそこにいる人と話す事で、自分の体調や心が
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凄く素直になって自分らしさを取り戻す事が出来

た。インフラとして身体を綺麗にするという役割と

は全く違う側面である。これから自分の体験を伝え

ていかなければならない魅力だと思っている。銭湯

図解の中では、その場所でどのように感じる事が出

来るのか、何が出来てどんなに楽しい事なのか深く

掘り下げるようにしている。

平松　なのでハードとして町と人を支える銭湯から、

これからは人の心や気持ちソフトを支える銭湯に凄

く可能性があると実感している。

　2つ目がお金と時間。小杉湯はいま客が多く、大き

な要因として15年前の改装にある。父親が滞在時

間を長くしてもらおうと水風呂と待合室を作った。

この考え方は素晴らしいと思っている。一般的な商

売ではどれだけ短い時間に客に来てもらって回転率

を上げてお金を落としてもらうかというお金を軸と

した商売の考えかたとなるが、小杉湯では時間を軸

として、時間を落としてもらうためにいろんな事を

やった結果、客が増えてファンがついてお金を落と

してくれるという循環が生まれている。この流れが

すごく不足していて銭湯や共同浴場は日本の文化と

なったシェアリングエコノミーサービスで、お風呂

をシェアして番台でセルフサービスでお金を払い、

あとは人のサービスを介在しないので、200人来た

日も1,000人来た日もスタッフの数は変わらない。

ここがビジネス上でも大きな特徴だと思っている。

僕らの世代は所有の概念が強いが、今の若者はシェ

アがナチュラルで、他人とお風呂に入るという事

について全く抵抗が無い。価値観はSNSやインター

ネットで繋がれるので、リアルで友達で会う事はレ

ジャーになっており、その場所が居酒屋でもカラオ

ケでも温泉でも旅行でも銭湯でも一緒である。そう

いうふうに見た場合、銭湯は470円で入れて安いの

で、時間あたりの単価が安くてコスパがいいという

事になる。そういう捉え方をしていて、時間を落と

してもらうという事が一番大事になっていて、その

ためにはとにかく綺麗で気持ちいいお風呂を考えて

アップデートしていけるか、場所や客に愛情をこめ

て、居心地のいい毎日行きたくなると思ってもらえ

るお風呂を提供できるかだと思っている。小杉湯は

いろんな事をやっているが、本当に毎日アップデー

トしているのが大きな特徴である。

　3つ目が非日常から日常。塩谷から言ってもらう。

塩谷　銭湯の歴史をたどると、元々は毎日の身体を

清潔にする場所で今の家風呂と同じ役割だったが、

家風呂が普及してきて銭湯は非日常になってきた。

スーパー銭湯や温泉はそういう役割で、日常の銭湯

でなくなった銭湯は非日常のお風呂でもなくなって

いく。そうなるとどっちになるのか？何なのか？が

問題提起としてあり、銭湯はどちらでもなくて廃れ

るしかないと考える人もいたが、私は日常から非日

常になって、もう一度日常に戻ってくるんじゃない

かと考えている。というのも私たちの世代は日常も

すごく疲れていて、その日の疲れを今日落とさない

と明日やっていけないくらいになっている。日常の

中の非日常的なお風呂で身体を癒していく事がとて

も大切である。だからこそ銭湯は日常に求められて

いるお風呂になっている。綺麗で居心地のいいお風

呂がとても大切。

小松　取り組みに関して、本質のところをお話いただ

いた。いい時間になってきたが別府の八木さんから

も何か言ってほしい。

八木　別府の共同温泉が東京と一番違うのは、完全に

日常なところで、そこをどう逆に少子高齢化で人が

減っていったり経営していけなくなったりしている

状況で、若者が別府にいて関わっていく中で、共同

温泉によく行く子は別府に戻ってくる傾向にある。

就職して東京に行ってもまた別府に一周して戻って

きているので、若者を共同浴場に来させる、非日常

で楽しいというのを共同温泉に見いだしてあげると

いうのが大事ではないかと思っている。

平松　今、小杉湯に大学のゼミで取り上げたい、卒論

の研究テーマにしたい、銭湯で働きたいからどうし

たらいいか教えて欲しいというような若者がたくさ

ん来ている。それくらい若者がローカルのコミュニ

ティを作ってというところで関心が高くてモチベー

ションがある。さきほど別府市長と話していて共

会場全景
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同浴場を建てるとかしてAPUの学生に運営しても

らって、実際コミュニティに入りたいという人もい

るし、繋がりというのが価値となってそういう暮ら

しを小さいところから作っていく事が観光客にも市

民にも外国人にも伝わるというのを銭湯を通して見

てきている。

八木　あまりにも温泉が日常すぎて、別府の温泉凄い

よと言うのをちゃんと別府の人が認識してくれた

ら、共同温泉の文化、価値を自分たちの中に落とし

込んでもらえれば大事に出来るのではないかと思

う。もうちょっと市全体として共同温泉を大事にし

てもらいたいと思っている。

小松　まとめさせてもらいたい。八木さんのお話に

あった別府の課題（高齢化、若者離れ、客離れ）に

関して東京の銭湯や他の温泉地でも同じ悩みを抱え

ているので、現状の課題というのはこれからも取り

組んでいかなかればならない。小杉湯に関しては取

り組み＋大事にされている本質の部分をお話いただ

いたが、インバウンドに関する取り組みも一つテー

マになるのかなと思っていて、明日のシンポジウム

で新・湯治について話があるが、この取り組みは官

民一体となって新しい湯治の魅力を発信していこう

という中でインバウンドのテーマがあり、別府のラ

イバルの草津温泉が温泉を無形文化遺産にするとい

う動きが去年から始まっている。先月はラグビー

ワールドカップがあり、来年はオリンピックがある

という中で世界が向いていて、銭湯・温泉文化を世

界へ発信出来る時代の流れというのがある。テーマ

としては温泉地が一体となってこの文化を世界に発

信していこうという事なのだが、今日の学びで言う

と世界へ向けた外向きの取り組みも大切だが、まず

は内側を大切にする必要がある。小杉湯で言うとこ

ろの日々の掃除を大切にする、日常こそを大事にす

るという事が今日のヒントなのではないかと思う。
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Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

◆⽬的

⼈々の健康と地域社会の発展に寄与する。

◆内容

・温泉に関すること。

・健康に関すること。

・地域活性化に関すること。

・その他、この協定の⽬的に沿うこと。

・2017年11⽉29⽇締結

包括連携協定（別府市）

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

1893（明治26）年

「津村順天堂（現 株式会社ツムラ）」 創業

1897（明治30）年

⽇本初の⼊浴剤「浴剤中将湯」発売

1930（昭和5）年

芳⾹浴剤「バスクリン」発売

昭和30年代

⾼度成⻑期
内⾵呂が増加し、⼀般家庭でも「バスクリン」が普及

「株式会社バスクリン」沿⾰

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

包括連携協定（別府市）

◆⽬的

⼈々の健康と地域社会の発展に寄与する。

◆内容

・温泉に関すること。

・健康に関すること。

・地域活性化に関すること。

・その他、この協定の⽬的に沿うこと。

・2017年11⽉29⽇締結

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

当時 「中将湯」 雑誌広告 （出典︓ツムラ創業百年史）

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

プロフィール

⼩松 歩（こまつ あゆむ）

年齢︓３2歳
出⾝︓東京都
経歴︓2008年11⽉ ２週間の湯治

2010年 4⽉〜 新卒で住宅メーカー⼊社
2013年 4⽉〜 ⽇本⼀周温泉めぐり
2013年11⽉〜 天神湯勤務・温泉ライター
2014年 4⽉〜 バスクリン⼊社

現職︓バスクリン公認部活動 ★銭湯部 部⻑★
バスクリン総務部

（担当業務︓採⽤、研修、給与、労務管理）
Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

①⾃⼰紹介、取組紹介

②ディスカッション、意⾒交換

③まとめ

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

シンポジウムテーマ

これからの銭湯・ONSEN⽂化
別府ONSENアカデミア

シンポジウム
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シンポジウム

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

【活動⽬的（社内部活動規定に準ず）】

１︓銭湯やスパ施設を活⽤して、社員の相互親睦を深め、
社員のリラクゼーション、健康増進を図ることを⽬的とする。

２︓また銭湯などでの⼊浴を通じて、
⼊浴の知識･教養を⾼めることを⽬的とする。

３︓元々、銭湯は⼊浴剤が広まる事になった原点の場所。
近年、銭湯の廃業が続いているため、活動を通じて
銭湯の活気を取り戻すことにも⼀役買いたい。

「バスクリン銭湯部」

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

「バスクリン銭湯部」取り組み ②銭湯コラム

・銭湯メディア「東京銭湯-TOKYO SENTO-」で、スペシャルコラム。
・「⼤塚製薬グループ社内報」で銭湯部活動紹介コラム。

銭湯コラムで銭湯巡りの様⼦、銭湯やお⾵呂の魅⼒を配信。

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

「もともと、銭湯は⼊浴剤が広まる事になった原点の場所。

近年、銭湯の廃業が続いているため、活動を通じて

銭湯の活気を取り戻すことに⼀役買いたい」

という想いの下、発⾜しました。

部署の垣根を越えて20代メンバーを中⼼に、

銭湯やお⾵呂の新たな魅⼒、活⽤法について発信。

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

「バスクリン銭湯部」取り組み ①銭湯巡り

渋⾕ 改良湯

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

「バスクリン銭湯部」

株式会社バスクリン公認部活動として、２０代社員が

2015年4⽉に新たに⽴ち上げたプロジェクトです。

そこで、新たに⽴ち上げたのが、

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

「バスクリン銭湯部」取り組み ①銭湯巡り

定例活動として、都内の銭湯巡りを実施中。

神楽坂 熱海湯 ⼋丁堀 湊湯

品川 天神湯

⻄巣鴨 稲荷湯

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

この20年で銭湯の数は約４分の１に減少

「バスクリン銭湯部」

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

①銭湯巡り

②銭湯コラム

③銭湯共同企画

「バスクリン銭湯部」

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

1893（明治26）年

「津村順天堂（現 株式会社ツムラ）」 創業

1897（明治30）年

⽇本初の⼊浴剤「浴剤中将湯」発売

1930（昭和5）年

芳⾹浴剤「バスクリン」発売

昭和30年代

⾼度成⻑期
内⾵呂が増加し、⼀般家庭でも「バスクリン」が普及

「バスクリン銭湯部」

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

1893（明治26）年

「津村順天堂（現 株式会社ツムラ）」 創業

1897（明治30）年

⽇本初の⼊浴剤「浴剤中将湯」発売

1930（昭和5）年

芳⾹浴剤「バスクリン」発売

昭和30年代

⾼度成⻑期
内⾵呂が増加し、⼀般家庭でも「バスクリン」が普及

「バスクリン銭湯部」

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

⽇本の名湯 別府（全国販売）

・2019年9⽉発売「⽇本の名湯 ＜通のこだわり＞」に採⽤

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

⽇本の名湯 別府（地域限定販売）

・「別府市旅館ホテル組合連合会」との共同企画

・別府温泉の湯ざわり・成分・⾊・⾹り・情緒などを

現地で徹底調査

・「別府市旅館ホテル組合連合会」加盟店、⼟産物店で販売

・2018年7⽉発売
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コトリカフェ

NPO法人 別府八湯温泉道名人会

2014年8月NPO法人化

全国に約250名の会員

イベント参加

ななつ星お迎え

共同浴場管理運営

共同浴場掃除受託

プロフィール

八木みちる（やぎみちる）

年齢 46歳

出身 神奈川県大和市

2010年8月に大分市に移住

2013年1月別府市民になる

コトリカフェオーナー

美人温泉道 隊長

趣味は温泉巡りと大衆演劇

別府八湯温泉道 第126代永世名人（88湯×11巡）

九州温泉道第664代泉人

温泉が大好き

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

銭湯に興味を持ち、

銭湯に⾜を運んでくれる⼈を

少しでも増やしたい

Flow 手作り温泉化粧水キット開発販売

良質な温泉が湧く

別府ならではの商品

他の温泉地にも展開可能

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

杉並区銭湯「⼩杉湯」と「バスクリン銭湯部」の共同企画

プレミアムフライデー銭湯「プレフロ」

「バスクリン銭湯部」取り組み ③銭湯共同企画

Hit Song Barミラーボール

別府市元町10-5
元町モール2F

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

銭湯と図書館がコラボする
初のまちライブラリー。

お⾵呂も本も、⼈とのつながりを
⽣み出す⼒があり、この２つが合わさることで、
新たな街づくりの可能性を感じております。

⽇本の良き⼊浴⽂化の象徴、銭湯が減りつつある今、
銭湯の活性化に貢献できるアイデアだと考え、
『銭湯ふろまちライブラリー』開館にいたりました。

左⼿にはお⾵呂セット、
右⼿にはお気に⼊りの本を持って、
ぜひ銭湯「そしがや温泉21」に⾜をお運びください。

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

「バスクリン銭湯部」取り組み ③銭湯共同企画

世⽥⾕区銭湯「そしがや温泉21」と「バスクリン銭湯部」の共同企画

地域のコミュニティとしての銭湯に、図書館を。「銭湯ふろまちライブラリー」

×

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

「バスクリン銭湯部」取り組み ②銭湯コラム

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

「バスクリン銭湯部」取り組み ②銭湯コラム
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別府の取り組み ②来別した観光客に向けた取り組み

【外国人向けHPでの Tattoo OK温泉情報公開】

多様性を認める別府ならではの取り組み

③共同温泉の現状

アンケート項目

・組合員数と月額入浴料

・番台の有無

・組合員以外の入浴の可否

・お掃除の状況

・経営状況

・その他意見や困ったこと

別府の取り組み ②来別した観光客に向けた取り組み

【別府市観光HP 温泉ハイスタンダード極楽地獄別府】

行きたい温泉が見つけやすく記事も面白い

③共同温泉の現状

調査期間 2019年9月～10月

調査方法 郵送によるアンケート調査

対象施設 市有区営温泉 70か所

区有区営温泉 13か所 合計83施設

回収施設 61施設

回収率 72％

別府の取り組み ①県外に向けてのPR・観光客誘致活動

【別府温泉の恩返し】

別府に心を寄せてくれてありがとう

全国から２，８００件を超える応募
日本全国４７都道府県１４８か所
総移動距離２９，２２９ｋｍ
約８９，700リットル

③共同温泉の現状

市営温泉 18か所（内1か所休止中）

市有区営温泉 70か所

区有区営温泉 13か所（内1か所休止中）

【合計101施設 】

別府の取り組み ①県外に向けてのPR・観光客誘致活動

【湯～園地】

『旅人をねんごろにせよ』熊八スピリッツ

開催資金は主にクラウドファンディングで調達
3638人 33,966,585円のご支援をいただきました。

来場者は3日間で9165人
経済波及効果の推計1億8547万円と発表

別府の取り組み ②来別した観光客に向けた取り組み

【別府おんせんおみや】

実際に足を運んでくれたお客様へのお楽しみ企画

ちなみに

購入する場合の送料も

明記されています

別府の取り組みと

共同温泉の現状

①県外に向けた取り組み（PR・観光客誘致）

② 来別した観光客に向けた取り組み

③ 共同温泉の現状（アンケート調査結果）

大衆演劇が大好き

美人温泉道

2014年9月発足

現在約190名

別府の温泉で心も体も

キレイになろう！

別府温泉PR活動

取材協力

テレビ・イベント出演

ミスONSEN騎士団

まちづくりワークショップ協力

など
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③共同温泉の現状 ・経営状況（組合費収入金額別）

・良好と答えたのは15万円以上の収入がある施設が多い

・厳しいと答えたのは5万円未満の収入規模の施設が多い

・15万円以上の収入がある施設でも厳しいと答えた施設

の割合のほうが多い

組合費収入

回答

なし
制度なし

5万円未

満

5万～9.9

万円

10万～

14.9万円

15万～

19.9万円

20万円

以上

良好 0% 2% 2% 2% 3% 5% 5%

どちらともいえない 3% 0% 2% 13% 7% 5% 3%

厳しい 3% 2% 10% 8% 8% 7% 7%

無回答 3% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

～主な困りごと～

・少子高齢化による担い手不足

・組合員の高齢化による利用者減少

・若い世代の共同温泉離れ

・共同温泉同士、横のつながりがない

現在の厳しい状況を踏まえたうえで、別府ならではの

共同温泉文化を残していくためのヒントとなる話をし

たい

③共同温泉の現状 ・経営状況（組合員数別）

組合員数

制度

なし
~19人

20～

49人

50～

99人

100～

149人

150～

199人
200人～

良好 2% 0% 0% 5% 7% 3% 2%

どちらともいえない 0% 5% 7% 8% 3% 7% 2%

厳しい 2% 2% 13% 8% 12% 3% 3%

無回答 0% 2% 0% 0% 0% 0% 0%

・良好と答えたのは100～149人規模の施設が多い

・厳しいと答えたのは20～49人規模の施設が多い

・良好の割合が多い100～149人規模の施設でも、

厳しいと答えた割合のほうが大きい。

・20～49人規模の施設で良好と答えたところはない

③共同温泉の現状 ・意見や困ったこと（37施設）

・水道料金を安くしてほしい（2件）

・給湯料金が高いので見直ししてほしい（3件）

・別府市の高齢者入浴無料制度が経営を圧迫しているので廃

止してほしい（6件）

・清掃業務の一括委託・管理などの方法でコストを抑えたい

・市有区営温泉は自治会の指定管理にならないか

・他温泉組合と意見交換をしたい

・市は区営温泉をきちんとサポートしてくれない。不満や意見

を述べても取り組まず対外的なイベントや観光客ばかりに

目が向いている

・大切な温泉文化資源を守ろうという意欲を感じない

別府市対しての意見・望むこと

③共同温泉の現状 ・経営状況（全体）

2

27

20

11

無回答

厳しい

どちらともいえない

良好 18％

33％

45％

③共同温泉の現状 ・意見や困ったこと（37施設）

・建物の老朽化に伴う補修費困窮（5件）

・経営維持管理費困窮（6件）

・外来入浴代金を値上げしたい

（100円→200円～300円に）

・無賃入浴（外来入浴者・高齢者・留学生）（4件）

・経営が苦しいので値上げを検討している

・これからの組合泉は魅力アップを図り、地元住民

だけでなく広域的に組合員を確保し利用者増と収

入アップを図る必要がある

金銭的な問題

③共同温泉の現状 ・お掃除の状況

全体のお掃除費用平均 49,820円（一か月）

4

8

24

25

無回答

その他

地域の人

業者委託 50170円

38,219円

58,333円

69,800円

③共同温泉の現状 ・意見や困ったこと（37施設）

・組合役員や組合員の高齢化・後継者不足（7件）

・組合員の減少（6件）

・少子高齢化による活気減

・若い世代の入浴者が少ない。

PRするも増加せず悩ましい

・外来入浴者の入浴マナーが悪い

・番台が居ないときの防犯・急病人の救護が心配

少子高齢化・共同温泉離れ

③共同温泉の現状 ・外来入浴の可否と月平均入浴者数

1

20

39

未回答

不可

可

月平均入浴者数 152人

平均入浴料 109円（100円～200円）

③共同温泉の現状 ・番台の有無

2

38

20

無回答

いない

いる
常時いる 10

時々いる 9

無回答 1

番台がいるところは全て外来入浴可能

いない施設の内 外来入浴可 19

外来入浴不可 19

③共同温泉の現状 ・組合員数別月額平均入浴料

平均月額入浴料 1327円（700円～2700円）

1725

1216

1400

989

925

20～49人

50～99人

100～149人

150～199人

200人～

③共同温泉の現状 ・組合員数

平均組合員数 98名（8名～350名と幅あり）

3

2

5

12

13

13

8

4

回答なし

組合員制度なし

19人以下

20～49人

50～99人

100～149人

150～199人

200人～
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シンポジウム

2016年10⽉10⽇

▼年齢構成⽐

20代〜30代︓30％

40代〜50代︓30％

60代〜70代︓30％

⼦供、外国⼈︓10％

▼男⼥構成⽐

男性︓⼥性＝2︓１

平⽇︓400名〜500名

⼟曜⽇︓600名〜700名

⽇曜⽇︓800名〜1000名

昭和8年創業

⼩杉湯

⼩杉湯三代⽬

平松佑介
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⽼舗企業 × ⼩杉湯

⽣産者×⼩杉湯

企業プロモーション × ⼩杉湯⼩杉湯での取組み
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シンポジウム

菅原理之

⾵呂無しアパート

塩⾕歩波

採⽤ × ⼩杉湯

コミュニティ × ⼩杉湯

アルバイト（30⼈）

⾼円寺×⼩杉湯

コラボレーションしている⽣産者さん

徳島県勝浦町（⽯川さん）

沖縄県名護市（渡具知さん他）

⼭形県飯豊町（稲⽥さん）

⻑野県須坂市（岩城さん）

埼⽟県越⽣町（⼭⼝さん）

⼭梨県勝沼町（⼩野さん）

愛媛県⼋幡浜市（宮本さん）

新潟県新潟市（渡邉さん）

広島県呉市（三宅さん）
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これから

建物名は「⼩杉湯となり」

銭湯が「街のお⾵呂」であるように、

1階に「台所」、2階に「居間」、3階に「書斎」

のような場所を設け「銭湯のあるくらし」を

体験できる場所をつくります。

銭湯再興プロジェクトメンバー

銭湯文化を再興しようという志ベースでつながる
総勢70名の個性豊かなメンバーが所属するコミュニティ

クリエイター

銭湯経営者 運営サポート

学生

PR

エンジニア

編集者・ライター

⼩杉湯のとなりに

新しい建物が

⽣まれます。

オンラインサロン

銭湯のある暮らしをつくる

銭湯再興プロジェクト

銭湯の価値を再定義し新たな⽂化を創る

銭湯ぐらし：法人化

銭湯ぐらしのメンバーと、銭湯の新しい可能性を

事業として展開していきたい

銭湯付きアパートメント
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シンポジウム
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″

出典︓毎⽇新聞WEB版

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

ご清聴ありがとうございました

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

出典︓環境省ホームページ

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

“⽇々の⼩さいアップデートを繰り返すこと″

「⽇常こそ⼤切に」

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

世界へ向けた「外向き」の

取り組みも⼤切ですが、

まずは「内側」を⼤切にしませんか

Copyright © 2010 BATHCLIN CORPORATION

「銭湯・温泉⽂化」を

世界へ発信できる時代の流れ
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温泉会議

全国の温泉地の首長等による温泉に関するディスカッション

コーディネーター

東海大学海洋学部 教授

斉藤　雅樹 氏

パネリスト

音更町十勝川温泉観光協会事務局次長

窪　浩政 氏

仙北市長

門脇　光浩 氏

田沢湖・角館観光協会会長 鶴の湯温泉会長

佐藤　和志 氏

乳頭温泉組合長（代理） 黒湯温泉会長

池田　泰久 氏

熱海市副市長

金井　慎一郎 氏

道後温泉旅館協同組合事務局長

越智　英幸 氏

嬉野温泉観光協会会長

池田　榮一 氏

黒川温泉観光旅館協同組合事務局長

北山　元 氏

別府市旅館ホテル組合連合会会長

西田　陽一 氏

別府市長

長野　恭紘

環境省温泉地保護利用推進室長

山本　麻衣 氏

コーディネーター

パネリスト
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　全国の有名温泉地の首長、観光・温泉関係者による

温泉地における諸課題と取り組みなどについて議論を

します。

　ラグビーワールドカップ2019や東京オリンピッ

ク・パラリンピック2020といったメガスポーツイベ

ントが開催される中、急増するインバウンド訪日客へ

の対応や今後の温泉地のあるべき姿等について、率直

な意見を交わします。

斉藤　議題の1として、温泉地におけるインバウンド

の受け入れのあり方についてディスカッションした

い。インバウンドの受け入れの状況については、ラ

グビーワールドカップが大変盛り上がった。来年は

東京オリンピック・パラリンピックで2025年には

大阪万博がある。そんな中温泉地がインバウンドの

受け入れがどうあるべきなのかという中、ワールド

カップで多くの外国人を受け入れ、その経験をした

別府市の事例を基に議論を深めていきたい。この

テーマに関連して別府市旅館ホテル組合連合会会長 

西田会長に事例を交えて報告をお願いしたい。

西田　国内のインバウンドの状況とラグビーワールド

カップの別府市の事例をお話する。国が2003年に

Visit Japan戦略を始めてから訪日外国人旅行者の

数は2013年以降飛躍的に伸び始め、昨年は3,119

万人。来年のオリンピック・パラリンピックでは

4,000万人を目標としている。国・地域別内訳で

はアジアだけで全体の85%を占めている状況で、

2020年以降の国の方針は2030年には6,000万人

の受け入れを目標としている。このうち地方への外

国人の延べ宿泊者の増加、リピーターの増加に力を

入れようとしている。新たな目標に向けて取り組み

を進めるために、国立公園を世界水準のナショナル

パークにするといった視点で全国の温泉地も関連の

ある対応となっている。リピーターに関しては都市

部から回数を重ねることで周辺のエリアに広がりが

出ている。訪日の目的、関心事項として温泉入浴は

高い割合を示しており、温泉地への期待がうかがえ

る。

　タトゥーへの対応は2015年の観光庁のアンケート

結果が公表されている。国としてはタトゥーに関し

ては各受け入れ施設に委ねられている。別府市の対

応だが別府市旅館ホテル組合連合会ではラグビー

ワールドカップの開催にあたり、タトゥーのある外

国人の入浴に関して今年の一月の時点である程度の

施設から対応可能との回答を得た。翌二月の段階で

は外国人のみの許可では日本人のタトゥー客排除の

差別に繋がるため、全ての宿泊客を対象にする事で

3 ～ 6月にかけて再検討のために日本人宿泊客にア

ンケートを実施し、その結果3割が反対となり、最

終的にワールドカップ期間中限定のタトゥー受け入

れは見送りとし、各施設の判断に委ねるという結果

となった。大会期間中の受け入れ状況と街の様子だ

が、10/2 ～ 10/20に大分県で5試合が開催され、

外国人はアジア＋ヨーロッパ＋オーストラリアなど

大勢が訪れた。特にイングランド、ウェールズ、フ

ランス、オーストラリアのファンが1週間～ 1 ヶ月

訪日して、別府に2泊～ 3泊した客が多かった。試

合の前を楽しむために別府を2 ～ 3時間でどんな過

ごし方が出来るかの案内が多く、別府路地裏散策や

鶴見岳のロープウェイの山頂の案内など歩くのが大

好きな印象がある。居酒屋や日本酒を楽しんでいた

印象があるが、特にビールだけは切らすなという事

を言われていて、外国人の飲む量は半端なかった。

　大会期間中、11施設で外国人に緊急アンケートを

実施した。9割を超える人から温泉に入りたいと回

答があり、日本でタトゥーがあると入浴できない

施設があるということも9割が知っていて、日本の

ルールを尊重するという意見が多かった。タトゥー

があると入浴できない場合にどんなサービスがある

と良いかについては、入浴可能な施設の案内や入れ

る時間設定が欲しいという意見があった。市営温

泉でタトゥーで入れる事は1/4が知っているという

事であり、周知方法を工夫する事が必要かもしれな

い。ちなみに別府市では外国人向けに温泉入浴マ

ナー、多言語表記、タトゥー入浴可否を含めた温泉

施設マップを提供している。昨年からはホームペー

ジでも紹介し、随時更新している。

会場全景
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　大会期間中の外国人の対応状況と外国人観光客受け

入れの状況としては、ラグビーの国際統括団体が、

日本ではタトゥーが敬遠されており長袖で隠した方

が良いと説明し、オールブラックスをはじめ各国代

表チームも日本のやり方や文化を受け入れる必要が

あるとし、タトゥーを隠す配慮をした。こうした動

きがSNS等で拡散され、日本を訪れるラグビーファ

ンの意識にも少なからず影響があった。

　国内各地における状況は、大会開催期間中限定でタ

トゥー入浴可能としたり、カバーシール提供により

対応した事例があるが、全国旅館ホテル生活衛生同

業組合連合会は「対応に苦慮」「統一見解がないた

め各施設の判断に委ねざるを得ない」という状況で

あった。

　インバウンド受け入れの状況を別府市の事例を通じ

て説明したが、来年のオリンピック・パラリンピッ

クや2025年の大阪万博開催という大きなイベント

を控え、インバウンド観光客需要が引き続き増えて

いく中、温泉地としてバラバラで取り組みを進めて

いくのではなく、外国人の関心の高い温泉を使って

どのようにお客様をおもてなししていくか、考えて

いくことが必要である。

斉藤　ただいまの報告を含め、温泉地におけるインバ

ウンドの受け入れのあり方についてご意見を伺いた

い。まず、ラグビーワールドカップを画面等を通じ

てご覧になったと思うが、タトゥーの受け入れにつ

いて各温泉地の状況を伺いたい。まず、道後温泉の

越智事務局長から。

越智　道後温泉は外湯が3つあり、その中でタトゥー

は伝統文化というカテゴリーで捉えており、外湯に

限っては入浴は大丈夫であるとしている。ただし約

30軒のホテル・旅館があり、ホテル側に関しては

御遠慮いただくようにしており、家族風呂などを利

用していただくようにしている。

斉藤　それでは、乳頭温泉の状況、佐藤会長。

佐藤　乳頭温泉は、元々素朴な温泉という事で売って

おり、直接検索してこられる外国人が多く、ある程

度予備知識で入れないという事はあるが、いろんな

外国の人が来ているので、よほどの事が無い限り制

約は無しで入っていただいている。特別拒否という

事はしていない。ホテル・旅館などはお断りを入り

口に掲示している事があるが、我々山奥の温泉に関

しては比較的鷹揚にやっている。

斉藤　それでは、嬉野温泉の状況、池田会長。

池田（榮）　嬉野温泉では、原則として各施設の対応

だが、3か所くらい大きな公衆浴場があり、その対

応は大体同じで申告した客には貸し切り湯等を案内

するようにしている。やはり面積の問題があり、大

きなものについては無理だという事で、絆創膏程度

のサイズのものであれば隠さなくても大丈夫だろう

という事になっている。昔から嬉野温泉はタトゥー

の客が多く訪れていた。

斉藤　話を伺っていて、それぞれケース・バイ・ケー

スという感じだ。さきほど西田会長の話にあった、

外国人は日本の文化を尊重したいと考えているとい

うのがあったが、そのあたり郷に入っては郷に従え

という言葉があるが、それをどのように考えるかと

いうのがカギになると思う。私は別府に来て、タ

トゥー OKの温泉を紹介するパンフレットがあるの

を見て感銘を受けたが、そのあたり長野市長。

長野　これだけ温泉入浴を楽しみにして来てもらった

のに、事前情報なく突然うちは入れないよというの

だけは避けたかった。市営温泉は大歓迎というわけ

ではないがタトゥー、入れ墨OKである。それが自

然な文化として受け入れられていた。郷に入っては

郷に従えというのは、訪れる人が使う言葉で、受け

入れる側が使ってはいけないというのは常々職員に

言っている。

斉藤　このパンフレットは、別府に来た時に10枚く

らいいつももらって帰る。まだお持ちで無い人はぜ

ひ持って帰ってもらいたい。このタトゥー問題、ま

だご発言いただいてない方、いかがでしょう。金井

副市長どうぞ。

金井　熱海市はいまのところインバウンド率が1%

で、他の自治体ほど多くはないので施設の判断に委

ねるという状況だが、皆さんの話を聞いてイメージ

したのは、二層なのかなという事だ。一層はまず見

える化だという事で、禁煙・喫煙と同じ発想で、日

本に来た時にちゃんと分かる状態を作り、それで救

いきれない場合、来てしまった場合はシールを渡し

たり、他の入れる旅館などを案内してあげたり、こ

れが二層目という事で、温泉に入れなくて帰ってし

まうという事が無くなるのかなという事を思った。

斉藤　情報を開示するという事と、他の選択肢を提供

するという事だと思う。実際、米国からやってき

て温泉に入りたいと思っても、英語しか話せない。

ホームページには日本語でしか情報が無く、電話を

したくても日本語が話せないので問い合わせる事も
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できない。そうすると日本語のしゃべれる友人がい

ないために、日本の温泉に入れないじゃないかとい

う事になる。まさに情報が無いという事は温泉に入

りたいという外国人にとって障害になっている。黒

湯温泉、池田会長さんどうぞ。

池田（泰）　うちの方では、入る前に旅行客の方から

タトゥーがあるんだけどどうだろうと質問がある。

どこにあるか？大きさはどうか？色はどうか？全身

に入っているか？全身に入っている時はご遠慮いた

だいたりしているが、そうした情報仕入れてから、

みなさんと入る中で不快感を与えない形で、この方

はOK、この人はご遠慮いただくという事を方針と

している。例えばタトゥーに色が入っていたり、全

身の場合は別の一人風呂などをご案内しているが、

そこは遠慮する方が多い。とりあえず部分的なタ

トゥーであれば容認している。

門脇　行政としては、インバウンド対策を徹底的に

やっている。先日もタイ王国のパラリンピックチー

ムに合宿をしてもらったが、タトゥーがあるが大丈

夫かと心配されていた。仙北市では市が直接経営は

していないが3セクで運営している温泉が4つあり、

そこではぜひ受け入れたいという風にした。

北山　黒川温泉では、インバウンドがここ数年で増え

てきていて、まだ全体的な具体的な議論には至って

おらず、各旅館に委ねている状況で、組合に問い合

わせがあった場合は貸し切り湯、家族風呂、シール

を持っている宿を紹介している。来た後に関しては

そういう対応だが、来る前の情報発信できちんとや

れてないと今日感じたので、また見える化の方は

やっていきたいと思っている。

窪　十勝川温泉では、インバウンドの比率が全体に対

して17％で全体で約7万人くらいだ。北海道全体で

はタトゥーの問題に関しては基本NGのところが多

い。十勝川温泉も議論は度々出るのだが、基本とし

ては全てNG。場合によって個室のお風呂付きの部

屋を紹介したり、水着で入るガーデンスパもNGだ

がラッシュガードなど隠せるものにはOKという位

置づけにしている。

斉藤　十勝川温泉は、黒いお湯なのでいったん首まで

入ってしまえば分からない（笑）　あと環境省山本

室長ご意見を伺いたいのだが温泉を所管する立場と

して如何でしょう？

山本　基本的に国として方針を出すという事は今後と

も無い。地域においてそれぞれ考えていただくとい

う事は変わらない。そもそも国がなぜインバウンド

を受け入れようとしているかというかというと、経

済にとってプラスであって国にとって良くなるとい

うという事で、地域にとってもインバウンドを受け

入れる事で地域が良くなるという事が基本だろうと

思う。経済的なものもあるが、やはり多様な人々を

受け入れて、多様な文化についてどうしていくかと

いう事をしっかり考えていただき、様々なバリアを

無くしていく地域を作るという事に繋がっていくの

ではと思うので、こういった議論が行われているこ

とそのものが地域にとってプラスであり、経済的に

もプラスでそういう循環が起きている事が非常に重

要である。

斉藤　議論は尽きないが時間も限られているので、こ

のインバウンド対応というのは、多様性への対応と

いう問題が突きつけられており、このタトゥーとい

うのは非常に分かりやすい事例で、多様性にどう対

応していくのか我々に問われているテーマだと思

う。おそらくタトゥーのみならず、性的マイノリ

ティに関して男湯・女湯に分かれているあり方や、

人に裸を見せる習慣が無いような方にとって温泉に

入るというのはどうなんだろうという事など様々な

問題がこのタトゥーの問題に関しては入っているだ

ろうと思う。一つの方向性としては、多様性対応と

いう事に関して、郷に入っては郷に従うという言葉

が、来る人が言う事で受け入れる側が言う事では無

いという立場の違いがあり、おそらくお互い良かれ

と思ってやっている事が様々な誤解やトラブルを生

む可能性があるので、立場の違いをわきまえつつ、

良かれと思ってやっていく事が重要だ。それから二

層という話があったが、情報を開示して、かつ選択

肢を提示していくという事が非常にカギになるとい

う事が分かった。

　次の議題に移りたい。温泉を利用した健康と美容増

進の事例と今後の展望という事を進めていきたい。

環境省の統計によると全国に約3,000の温泉地があ

り、47都道府県で温泉の無いところは一つも無い。

各温泉地で様々な温泉を活用した取り組みを行って

いる。今回参加している温泉地に事務局から事前に

アンケート調査を行っており、その結果として温泉

を活用して健康あるいは美容増進するという取り組

みの事例は、分類すると大体4つに分かれる。

　一番目は、温泉そのものが特徴があり泉質に効果が

ある。二番目は温泉を利用した健康プログラムの提
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供。三番目は温泉を利用した食品、化粧品などの開

発・提供。四番目は温泉療養の効果の実証実験。ア

ンケートの結果からこういう4種類に分類する事が

出来るという事である。それぞれについて温泉地の

取り組みを紹介してもらいたい。

　まずは、黒川温泉の北山事務局長...一番目の特徴の

ある温泉を利用した取り組みという事で。

北山　黒川温泉には30の旅館がある。小さな狭い里

山の温泉地だが、10種類のうち7種類もの泉質があ

る。それから入湯手形という手形を販売しており、

旅館が持っている28か所の露天風呂から3つを選ん

で入浴が出来る。この手形を活用して、入る順番で

美肌効果、美容増進効果というところを推奨してい

る。まずは炭酸水素塩泉で肌をクレンジングし、次

に弱アルカリのピーリング、最後に塩化物泉で潤い

をチャージという流れでの美肌効果をお薦めしてい

る。また、立ち湯という160cmくらいの立って入

る露天風呂があり、水圧によるマッサージ効果、加

湿効果など。美肌、美人湯の問い合わせがあればそ

のように答えている。

斉藤　10種類のうち7種類もの泉質があり、非常に多

様な温泉というのが黒川温泉の特徴だと思うが、こ

うした変わった違う泉質を巡っていくというのは、

ルーツは江戸時代の草津温泉と沢渡温泉で、草津の

上がり湯沢渡温泉と上州で昔から言われている。別

府では機能温泉浴と言っている。

　それでは、続いて十勝川温泉の取り組みを窪事務局

次長さん。

窪　通常、北海道の温泉は山があったり湖があったり

で、そこから出るイメージだが、十勝川温泉の湯は

平野のど真ん中から出てくる湯である。この平野が

モール温泉を作り出してくれている。太古の昔、十

勝平野が海と陸を交互に繰り返しているうちに植物

が水中で空気に触れないで炭化したものが泥炭亜炭

で、その地層を通って水が出てくると、あの茶色い

お湯になってくる。温泉の成分的には弱アルカリ性

となっている。泥炭亜炭の成分のフミン物質がお湯

に溶け出して、肌にうるおいを与える。また地層の

中で濾過されて温泉の分子が細かいという分析結果

が出ており、非常に肌にいいという事で植物性モー

ル温泉という名前で呼んでおり、実際に化粧品が作

られている。肌にうるおいを与えながら健康増進で

ホットヨガなども実証もしており、回りに小さな農

家などもたくさんあるので無農薬の野菜なども食べ

て帰ってもらうというような取り組みをしている。

斉藤　モール温泉は、実は日本の温泉法上独立した泉

質分類ではないが、日本中にモール泉が十勝川温泉

を代表として割と全国的に点在しているので、一つ

の泉質としてモール泉というのを作ってもいいので

はないかと思っている。

　それでは二番目の温泉を利用した健康プログラムの

提供という事で、熱海温泉の副市長 金井さん。

金井　熱海養生法について説明する。熱海養生法は徳

川家康が熱海に来て400年を契機に、医療と温泉を

結びつけた健康増進プログラムとして作られたもの

である。事業主体は熱海養生法実行委員会で、医師

や宿泊施設や商店経営者などのいろんな顔ぶれでプ

ロジェクトチームを作っている。中身としては温泉

の中での軽いストレッチ運動、足湯を使ってのツボ

押しなどがある。そのほかの取り組みとして、温

シェルジュという温泉についての専門的な総合学習

を踏まえた専門家育成をやっている。ちなみに熱海

温泉の泉質は6割が塩化物泉で弱アルカリ性。よく

温まり保温効果が抜群で温泉効用として大事な温熱

効果があり、健康のために身体を温める大切さが近

年ますます再評価されているということで、こうい

う取り組みを普及しながら頑張っているというのが

現状である。

斉藤　熱海の取り組みは全国的にも注目されていて、

どうやったらあんなに客が増えるのだろうという事

で大いに参考させてもらいたい。

　それでは分類の三番目。温泉を使った食材、化粧品

の開発・提供という事で、道後温泉の越智事務局長。

越智　道後温泉は、非火山性の温泉で硫黄の臭いが全

くせず、都市型の温泉で、10分程度で市街に出ら

れる。完全なアルカリ性の泉質で、数年前に赤ちゃ

ん天国というキャンペーンをやっていたのだが、赤

ちゃんにもやさしい温泉であるという事で、酸性で

あればピリッとするがアルカリ性の道後温泉は非常

に肌にやさしい。そのやさしい温泉を使った化粧品

を開発してマドンナみすとという名前で商品化して

いる。防腐剤などの化学成分は一切加えていない。

敏感肌や乾燥肌にもやさしい柔らかい化粧水になっ

ている。道後温泉は都市型の温泉地なので足湯もあ

り、あとで温泉に入って、マドンナみすとを部屋へ

帰ってからも使ってもらいたいという事で商品化し

ている。

斉藤　道後温泉は、伊予国風土記でこの豊後国に海底
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トンネルでひとまたぎというような伝説があるとこ

ろで、別府とも御縁がある温泉地でもある。それで

は分類の四番目。温泉効果を検証する実証実験とい

う事で仙北市の門脇さん。

門脇　これは上手くいっているという話ではないとい

うのを聞いていただきたい。発想に問題があったの

か、これはまた皆さんからご意見をいただければあ

りがたい。要するにこういう風に考えた。病院に入

院すると言うように、温泉に入院するという考え方

もあるのではないか。例えばここにおいでの乳頭温

泉郷の2つの温泉場、その上流部に玉川温泉があっ

て、乳頭温泉郷、水沢温泉郷、田沢湖高原温泉郷、

水沢温泉郷と4つの温泉郷があり、これだけ温泉に

恵まれていて世界の10種類のうちの8つの泉質があ

るわけなので、この症状の時は、その温泉にしばら

く行ってきなさいよというような事がお医者さんの

協力を得て普通に行える町になりたい。なので温泉

と医療を連携させて、そこで健康増進。秋田県は高

齢県で仙北市は高齢比率42%。そんなところだが

秋田美人の産地という事でもある。秋田美人もルー

ツを探ると絶対に温泉を欠かさなかったと思う。温

泉を日常生活に取り戻していくためには湯治文化を

再生させなければいけない。みなさんは一番健康に

注目しているので、温泉を健康のステージとしてい

こうという考え方だった。ところがなかなか上手く

進まない。医学的なエビデンスの蓄積が欲しいとい

う事で始めたのだが、台湾から医者に来てもらっ

て、母国から玉川温泉に来た客に体調の変質があっ

た場合は母国の医師に診てもらえるような環境が欲

しいという思いがあって、国の地方創生特区の枠の

中で、海外のお客様に対応するような外国人医師の

招聘を進めさせてもらった。日常的に行うには経費

もかかるし、その捻出先の問題もあるのでなかなか

進んでいない。しかし、あれだけ温泉に恵まれてい

る町で温泉を健康に活用していこうとする取り組み

をさらに医療の現場にまで高めていくという作業を

エビデンスの高め方によっては可能ではないかとい

う思いである。

斉藤　温泉効果のエビデンスという事では、全国の温

泉地が頭を悩ませているという事なので、本当に方

策を探しているところだと思う。大変意欲的な取り

組みで、大いに参考になる。古くから乳頭温泉は湯

治の客が非常に多いと思うが、池田組合長から湯治

から考えた温泉の特徴について紹介いただければ。

池田（泰）　さきほど門脇市長からお話があったよう

に、乳頭温泉は十和田八幡平国立公園の南に位置し

ていて、7つの宿がそれぞれ違う泉質となっていて

それを上手く利用しようという事もあるし、各住民

がこの宿の温泉が合うと1週間～ 1 ヶ月滞在して湯

治をしていたというのが昔の乳頭温泉郷だった。少

しずつ変わってきていて、湯治と思っているのは黒

湯温泉と鶴の湯温泉が少しやっていてもう一つであ

る。乳頭温泉は昔ながらの湯治を放棄してはいけな

いだろうという思いがあって、混浴文化と湯治文

化はどうしても残したい。 それにプラスして、今

ウォーキングという事でウォーキングマップを作っ

てブナ林を歩いて、温泉の他に森林浴を楽しんで健

康になろうと。身体の気力も高められるという事

で。こういう温泉の利用方法があるのではないか

と、いろんな取り組みをしている。仙北温泉温さん

ぽマップというのを仙北市に出してもらって、コー

スを歩くと何キロカロリー消費すると明示してい

る。うまく利用すれば健康志向、湯治の効果がより

出てくるのではないかという風に思っている。エビ

デンスについては、仙北市の第三セクタの方で測定

器械を置いてエビデンスを取ろうとしているが、な

かなか活用されていない。うまくエビデンスを利用

して今度は保険適用の方に向いていけるような湯治

文化のあり方を模索しなければならないという思い

がある。今、ヘルスケアツーリズム協議会の期間が

今年度が最後で、これからもっと具体的に作ってい

こうという取り組みをしつつある。これを皆の協力

で湯治文化、温泉文化、森林浴などを仙北市の目玉

にしたいなと思う。

斉藤　門脇市長。玉川温泉の取り組みを言いかけたと

思うが、その湯治療養の取り組みをもう少し具体的

にご紹介していただけるか？

門脇　玉川温泉は、NHKのブラタモリで明日の放送

で出てくると思うが、強酸性の源泉で、一分間に

9,000L自噴していて日本で一番だと思う。ここで

特徴的なのは北投石という石があって微量のラジウ

ムを発散していて、放射線でいろんな症状の改善に

つながると昔から言われていて、特に癌を患われて

いる方には信仰心の高いもので、ここで様々なエビ

デンスの蓄積をしていきたいという事で、ここは昔

から看護師が常駐しているので医師が欲しい。急変

する方がいらっしゃるので何とか医師を常駐させた

いという思いがある。ここは岩盤浴発祥の地と言わ
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温泉会議

れている。ぜひいらしてほしい。

斉藤　玉川温泉は、自ら温泉の個性を体感できるとい

う意味では日本でもトップクラスの個性的なお湯だ

ろうと思う。そこで湯治効果を検証するというのは

象徴的な事ではないか。仙北市は玉川あるいは乳頭

温泉郷という日本を代表する個性的な温泉があると

ころでそういう取り組みをされているというのは素

晴らしいと思う。ちなみに別府市では4つの分類を

全部していると聞いている。温泉に関する健康・美

容増進についてそれぞれ意欲的な取り組みをしてい

るという事で、長野市長から取り組みについて説明

していただければ。

長野　最近、温泉に関係するいろいろな会議が全国で

あるが、どの会議に出てもエビデンスという言葉を

聞かない会議は無いと言っていい。どこの地域、ど

この温泉でも、温泉が気持ちいい、温泉は身体にい

いというのはみんな何となく分かっていて、湯治と

いうのは体温を上げて自己免疫力を高めていくと

か、美容の場合はこの温泉入ってこの温泉入ったら

シャンプー効果があってリンス効果があるというよ

うな機能温泉浴、別府では二湯めぐりと言って推奨

していて何となく説明はつくが、医学的なエビデン

スとなるとどこも苦戦している。さっきの仙北市長

さんのあの取り組みは、まさにあれが立証できれば

日本の温泉地は、全ていろいろな特徴を持った独自

の温泉療養プログラム、環境省の言うところの新湯

治の地域の取り組みになるのかなと思う。ただ、多

分こうしたエビデンスという事になると単独の地域

や単独の自治体・温泉地でやるのは、もう不可能か

なと思うので、地域がそれぞれ分散してやるより

も、まあどこが音頭をとってどこがまとめてやるか

は別にしても、何かみんなでお金を出し合って、そ

こでエビデンスをしっかり調査をするとか、採取を

するとか、サンプリングするとか、それをボリュー

ム感を持った形の団体や機関がやって、それぞれの

得られたデータをそれぞれの地域で紐付いて、私た

ちの温泉はこういう特徴があって、こういう事に効

いてくる、それに合わせたエビデンスに基づく観光

客の誘致というのが、たぶんこれしか将来的に温泉

地が力を発揮して力強く観光誘致に取り組んでいけ

る道は無いんだと思う。何となくいいから来てくだ

さいではちょっと弱いと思うので。海外ではドイツ

のバーデン・バーデンの温泉療養が有名だが、とに

かくエビデンスを集めて、一か所に格納して皆がア

クセスして、いろんなところが無駄な金や時間を

使ってロスが無いようにエビデンスを蓄積して、本

当の意味でエビデンスに基づく観光誘致が出来ると

いいなと常に我々は思っているが、なかなかそれが

出来ないというのが現状。山本室長、いかがでしょ

うか？

山本　エビデンスの話は、こういう会議に行っても私

達が主催しても、そんな話になる。環境省の方でそ

のさわりというか、全国の温泉地に協力をいただい

て、入った方がどんな感想を持ったか、入る前と後

でどういう心理的な変化があるかは調べてみた。そ

うすると、皆ストレスが無くなったような気がす

る、健康になったような気がするといった8割を超

える人達がそう思う。それ自体は数字で見るという

意味はあると思うが、先日温泉療法医の専門の先生

にお話を伺うと、温泉が身体にいいというのは公理

なんだとおっしゃる。公理というのは証明がしづら

いんだよという事をお医者さんがされた。なので本

当に難しいだろうなと思う。私もエビデンスについ

ては考えているが、温泉が健康にいいというのを少

し考えてみると、温泉そのものの効果としては泉質

が健康に及ぼす効果、温浴効果つまり温めるという

事による効果、これは泉質に関わらず銭湯でもいい

し家のお風呂でもいい。あとは温泉に行こうという

事で外出をする効果、家にずっといるという事では

なくて地域の温泉であれば毎日外に出て行く事、旅

行であれば少し遠出をするという少しワクワクする

感じ。それと行った先で人と交流する、お話をす

るという効果。分割するとこの4つに分けられると

思っていて、泉質はそれぞれに違うのでみんなで同

じようにデータを取る事は難しいが、温浴効果は既

に医学的にも立証されていて、外出する事も例えば

高齢者の方の外出のプラスの効果についてもおそら

くこれは立証されている。交流する事についての効

果も、高齢者の医療という観点ではなんらかデータ

があるのではないかと思っていて、ほとんど実は数

字が積み重なっているものは温泉という事に限らな

いで言えばあるのかなと最近思っている。外出をす

る効果や交流をする効果という事で、温泉に特化す

る必要はなくて情報収集をしてみたいと思っている

のと、今後可能性として考えられるのは、温泉地の

地域の方々が温泉に入っているような地域で、温泉

に行く方の医療費が少ないとか、そういう数値が地

方自治体で取れれば、それは温泉の効果と言えるの
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ではないかと思うので、泉質ごとのエビデンスはそ

れぞれの温泉で考えていただくしかないが、全国の

温泉全般で地方自治体や温泉地域でとれるデータや

蓄積は既にあるんじゃないかなと思う。エビデンス

という事で国が音頭を取れば取れるものかという

と、それはそうでもない。お医者さんが難しいとい

う話をされるくらいなので。温泉が健康にいい、温

泉によって医療費が下がるとかはいろんな事を組み

合わせれば何とかなるんじゃないかと最近考えてい

る。

長野　別府は残念な事に、平均寿命も健康寿命も大分

県で最下位に近いところにいる。どうしたもんだか

というところはあるが、もちろんそれ以外の要因も

あるので一概には言えないが、私たちが求めている

のは山本室長がおっしゃるように、他の事やエビデ

ンスというのは立証されているだろうというのは何

となく分かるが、首長達と話すときにいつも言うの

は、やはり温泉であって温泉の効能が科学的に立証

されないとなかなか厳しい。それ以外のところを組

み合わせて旅行商品パックで作ったり、それぞれの

地域で旅行商品、特色組み合わせたら旅行形態が出

来るというのはいいが、やはりここは温泉のエビデ

ンスが何としても欲しいというのが、やはり首長さ

んたちの切実な本当のところだと思う。

斉藤　温泉のエビデンスは皆取りたいと思っている

が、温泉気候物理医学会や温泉科学会の発表を見て

も皆さんおっしゃるのは、温泉のエビデンスを取る

のは皆さん非常に苦労が多いんだと、なぜかという

と一番目は泉質の多様性で、先ほど山本室長がおっ

しゃってた事で、二番目は作業性の問題で、温泉に

行って被験者のデータを取るというのは病院の中で

は出来ないので、お医者さんの作業がまず大変だ

と、三番目は対象、コントロールのデータが非常に

取りにくいという事、温泉と非温泉で同じ数だけサ

ンプルし測定する場合、片方は真水を用意するよう

な事は現実的ではない。そう考えると医薬品の開発

と違って温泉データを取るというのは非常に難し

い。なので従来のエビデンスの考え方とは変えた取

り組みが必要なのではないかと言われていて、例え

ば新湯治の取り組みなどというのは、総合的な温泉

の効果があるのではないかとおっしゃっていたが、

様々なアンケート調査をされたと思うが、その中に

大変感銘を受けた結果があったので、それを説明し

て欲しい。

山本　主観的な話ではあるが、温泉地に何度もいく

人、年に5回6回も行く人というのは、温泉に行っ

て健康になるという実感をしている、そういう効果

を得られているという事。これは効果を得られるか

ら何度も行くという事かもしれないので、どっちが

先かというのはある。もう一つ面白いと思ったのは

日帰り温泉に行くとストレスが無くなったという人

が多い。他の一泊二日、二泊三日よりもむしろ多い。

日帰りでスッと行きたいという人にとっては効果が

出ていた。まだ数字が3,000 ～ 4,000程度の数字

で協力いただいているので、これから引き続きやっ

てみたい。あともう一つ面白かったのは30代～ 40

代の人が温泉に行ってストレスが減ったと回答した

割合が多かった。なのでストレス世代にとっては温

泉は効くのかもしれない。そんな結果が見えてきて

いる。

斉藤　従来、伝統的な湯治というのは長期滞在しない

と効かないという事だったけども、今回の新湯治の

アンケートというのは、一泊であったり日帰りで

あっても効果を体感している人が多い、しかも何回

も行く事で効果の体感が増していくという結果が出

ているので非常に忙しい現代人にとって湯治が可能

なのではないか、これが新湯治なんじゃないかと、

そういう方向性がチラっと見えてくる面白い結果で

はないかと思う。ちょっと時間も少なくなってきた

ので、これだけは言っておきたいという事があれ

ば。佐藤会長どうぞ。

佐藤　玉川温泉、乳頭温泉の昔から湯治場という事で

来ているわけだが、毎年半月とか一年とか利用して

いる客は、私以上に温泉に詳しく、この温泉に入る

と何々に効くという人が実際にいる。玉川温泉に行

くと岩盤浴のやり方などを教えてくれる人がいる。

やはりこういう部分、1 ヶ月とか長い期間湯治する

人がいなくなったので、2日でも3日でも身体に効

くよという事が言えるように我々自身がデータを集

積するべきなのかと思った。玉川温泉も、たまたま

テレビの取材で、癌に効くようだという放送がいつ

の間にか効くという風に変わっていくという誤解の

部分をもうちょっと我々深く勉強する契機になった

なと思う。

斉藤　そろそろ残り3分ほどになったので、私なりの

まとめとさせていただきたい。各温泉地の健康と美

容に関して、様々な意欲的な取り組みをしていると

いうのを改めて感じた。ただ、この情報をお互いに
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知っていたかというとおそらく今日初めて聞いたと

いうのが多かったのではないだろうか？無駄な取り

組みをしないためにも、情報を共有する仕組み、あ

るいは場が必要だと改めて感じた。そしてもう一つ

は温泉が健康にいいというのは公理という話があっ

たが、温泉が身体にいい、美容にいいという事を温

泉地がみな協力して、全国、全世界にアピールする

ような、流行りの言葉で言うとOne Teamで取り

組むべきなんじゃないかとも改めて感じた。もちろ

んOne Teamでもその中のレギュラー争いが熾烈

で、各温泉地が切磋琢磨して刺激を与え合って健康

に対する施策や取り組みをする必要があると思う。

特に今、様々な技術が発達してきており、例えばス

マートウォッチなどで健康の状態を数値化する事が

出来る。温泉に入る前と後で測る事で簡単にエビデ

ンスが取れるかもしれないという時代になってきて

いる。そうなってくると、今までと全く違うスピー

ドで温泉のエビデンスが取れるという可能性も出て

くると思う。あるいはアンケート調査というのが、

まさに新湯治がそうだが、アンケートだとバカにす

るのではなくて1万,10万,100万と集まってきたら

無視できないエビデンスになるはずだ。そうしたエ

ビデンスの捉え方を従来の医学と温泉は違うんだと

いう取り組みも必要になってくると感じた。本日の

温泉会議は非常に短い時間の中、二つの議題につい

て活発な議論をいただいた。この場の話だけに終わ

るのではなく、継続的に温泉地の活性化を目指して

こういう場を持っていくのがとても重要である。
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【乳頭温泉（秋田県仙北市）】の紹介

乳頭温泉郷（鶴の湯温泉） 乳頭温泉郷（黒湯温泉）

玉川温泉（岩盤浴） 湯さんぽＭＡＰ

パネリスト

金井慎一郎 様

静岡県熱海市副市長

パネリスト

門脇 光浩 様

秋田県仙北市長

【乳頭温泉（秋田県仙北市）】の紹介

乳頭温泉郷（鶴の湯温泉） 乳頭温泉郷（黒湯温泉）

乳頭温泉郷（妙乃湯） 乳頭温泉郷（蟹湯温泉）

【十勝川温泉（北海道音更町）】の紹介

十勝が丘展望台（夏） 十勝川丘展望台（冬）

琥珀色のモール温泉 冬のロングランイベント「彩凛華」

パネリスト

池田 泰久 様

秋田県 乳頭温泉組合組合長（代理）・黒湯温泉会長

パネリスト

窪 浩政 様

北海道 十勝川温泉観光協会事務局次長

パネリスト

佐藤 和志 様

秋田県 田沢湖・角館観光協会会長

鶴の湯温泉会長

パネリスト紹介

コーディネーター

斉藤 雅樹 様

東海大学海洋学部 教授

コーディネーター紹介
温泉会議

『温泉地の首長・観光関係者に
よるパネルディスカッション』
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パネリスト

西田 陽一 様

別府市旅館ホテル組合連合会 会長

【環境省 温泉地保護利用推進室】の紹介

第3回全国温泉地サミット チーム新・湯治セミナー

令和元年度国民保養温泉地協議会総会 新・湯治のコンセプト

【黒川温泉（熊本県南小国町）】の紹介

黒川温泉街の真ん中「丸鈴橋」付 温泉発祥の地「地蔵堂」

28ヶ所、7つの泉質が楽しめる露天風呂 12月～3月まで開催される「湯あかり」

パネリスト

山本 麻衣 様

環境省自然環境局自然環境整備課

温泉地保護利用推進室長

パネリスト

北山 元 様

熊本県 黒川温泉観光旅館協同組合事務局長

【大分県別府市】の紹介

RWC期間中の北浜公園おもてなしゾーン オールブラックスも訪れた別府海浜砂湯

別府のシンボル的存在 竹瓦温泉 鉄輪（かんなわ）地区の湯けむり

【嬉野温泉（佐賀県嬉野市）】の紹介

宵の美術館のランタン展示 ホタル飛翔地

シーボルトの湯 嬉野に広がる茶畑

パネリスト

長野 恭紘

別府市長

パネリスト

池田 榮一 様

佐賀県 嬉野温泉観光協会会長

【道後温泉（愛媛県松山市）】の紹介

写真① 写真②

道後アート2019・2020 飛鳥乃湯泉

プロジェクションマッピング 道後温泉本館ラッピングアート

パネリスト

越智 英幸 様

愛媛県 道後温泉旅館協同組合事務局長

【熱海温泉（静岡県熱海市）】の紹介

ジャカランダ遊歩道 熱海市街地を眺める絶景の温泉

走り湯（洞窟内にある源泉） 熱海市全景
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入れ墨（タトゥー）がある方の入浴可否について①

33出典：観光庁HP>報道・会⾒>(2015年10⽉21⽇最終更新⽇)

ＲＷＣ２０１９期間中の緊急アンケート ①

ｲｷﾞﾘｽ

36.5%

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

21.2%

フランス

17.3%

アジア圏

17.3%

ベルギー

3.8%

ドイツ

1.9%

カナダ

1.9%

1 国
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■ 緊急アンケート実施

・配布 別府市旅館ホテル組合連合会会員施設のうち11施設で実施

・対象者 RWC2019期間中、上記アンケート配布施設で宿泊した外国⼈観光客

・⽬的 外国⼈観光客がより快適に温泉⼊浴し滞在していただくこと

・実施期間 R1.10.10 〜 R1.10.20

・回収数 58

・質問内容 ①国、②性別、③年代、④温泉に⼊りたいか、⑤タトゥーがあると

⼊浴できない温泉施設があることを知っているか、⑥⽇本ではタトゥー

があると⼊浴できないところがあることをどう思うか、⑦タトゥーがあ

ると⼊浴できない場合、どのようなサービスがあったらよいか、⑧別府

の市営温泉ではタトゥーがあっても⼊浴できることを知っていたか

男性

69.0%

⼥性

31.0%

2性別

20代

1.9%

30代

21.2%

40代

25.0%50代

23.1%

60代

21.2%

70代

7.7%

3年代

国の施策と外国人観光客の動向 ⑥

32※出典：観光庁資料 次世代ヘルスケア産業協議会新事業創出ＷＧ（2018.12.12）にコメント追記

訪⽇観光前に期待していた

ことのうち5番⽬に多いのが

「温泉⼊浴」。約3割の⼈が

期待。

「温泉⼊浴」は、訪⽇して

実施したことで5番⽬に多い。

約4割の⼈が体験。
また、次回訪問時にしたい

ことでは4番⽬に多い。

ＲＷＣ２０１９期間中の別府市内のようす
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◯ RWC2019期間 R1.10.2～R1.10.20
（大分県で試合が開催された期間）

※ 外国人観光客の宿泊状況
ヨーロッパ、オーストラリア等を中心

にアジア圏外の観光客が急増。

※ 宿泊施設の稼働率
大分県内で試合が開催されるときは外

国人宿泊客を中心に稼働率が高くなった
施設が見られた。

※ 市営温泉入浴者が前年の１．４倍
ニュージーランド代表オールブラックス

メンバーが別府海浜砂湯を体験した情報が
ＳＮＳ等で拡散したため。）

※ 別府駅前通り、商店街の飲食店に多くの
ラグビーファンたちが毎日訪れ、毎日がお
祭りのような賑わいが見られた。

北浜公園のおもてなしゾーン

別府駅前通り、商店街の賑わい

国の施策と外国人観光客の動向 ⑤

※出典： 31※出典：観光庁資料 次世代ヘルスケア産業協議会新事業創出ＷＧ（2018.12.12）にコメント追記

最初は、ゴールデンルート
や国際線のある空港のある
エリアから訪れ、リピート
回数が増えるに連れ周辺の
地⽅へ訪れる傾向

ＲＷＣ２０１９開催にあたり、外国人観光客受け入れ
に対する別府市旅館ホテル組合連合会の協議経過等

賛成

12.3%

特例として

賛成

56.0%

反対

31.7%
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■ H31.3〜R1.6 アンケート結果
・⽇本⼈宿泊客を対象に実施
・回収数 1,865件
・賛成 230件（12.3％）
・特例として賛成 1,044件（56.0％）
・反対 591件（31.7％）

● H30.7⽉〜
RWC2019期間中のタトゥー⼊浴について

検討を開始。

● H31.1 加盟施設に向けてアンケート
RWC2019期間中、外国⼈に限りタトゥー

⼊浴を認めることについて、⼀部施設から
協⼒可能との結果

●H31.2 役員会において外国⼈のみの許
可では⽇本⼈のタトゥー客排除という差別
になるため、すべてのタトゥー許可で再検
討。

●H31.3〜R1.6 加盟施設アンケート
（右図参照）

●R1.7 1⽉のアンケートで協⼒可能とした
施設に再アンケート

●R1.7 集約した結果、RWC期間中限定の
タトゥー⼊浴は⾒送りに

※受け⼊れとしては⽇本⼈宿泊者の割合が⾮常に
⼤きい中、その3割が反対という意⾒の結果が持つ
意味は⼤きい。

国の施策と外国人観光客の動向 ④

※出典： 30※出典：観光庁資料 次世代ヘルスケア産業協議会新事業創出ＷＧ（2018.12.12）

全国に温泉地は約3000か所

入れ墨（タトゥー）がある方の入浴可否について②

34出典：観光庁HP>報道・会⾒>(2016年3⽉16⽇最終更新⽇)

国の施策と外国人観光客の動向 ③

※出典： 29※出典：観光庁資料 次世代ヘルスケア産業協議会新事業創出ＷＧ（2018.12.12）にコメント追記

地⽅部での受け⼊れ強化に着⽬

国の施策と外国人観光客の動向 ②

※出典： 28※出典：観光庁 訪⽇旅⾏促進事業資料（2019.07.04更新）にコメント追記

アジアだけで

全体の約85％を占める

国の施策と外国人観光客の動向 ①

※出典：観光庁 訪⽇旅⾏促進事業資料（2019.07.04更新）に2020⽬標を追記 27

2020年
⽬標

4000

温泉地におけるインバウンド
受け入れのあり方について
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10.3%

8.6%

無回答
はい

いいえ

無回答

1.9%

ＲＷＣ２０１９期間中の緊急アンケート ②

38

はい

90.4%

いいえ

9.6%

4 温泉に入りたい？

はい

88.5%

いいえ

9.6%

無回答

1.9%

5 タトゥーがあると入浴できない

温泉施設があるのを知ってる？

6  タトゥーがあると入浴できない温泉があることをどう思いますか？
（多く寄せられた意見）
・日本の文化であり、ルールであるので、それを尊重する。
（少数意見）
・ヨーロッパの人はタトゥーをしている人が多い。入浴できないことは残念だが、
日本の文化やルールを理解する。
・息子がタトゥーをしており、親子で温泉入浴することを楽しみにしていたが、
それができずがっかりした。
・なぜ、そうしているのか理解できない。
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まとめ

55

の事例

温泉を利用した健康・美容増進の事例

「 養・癒しの温泉で ある湯 の 」

・ を した

温泉を利用した健康・美容増進の事例

温泉 養 の

国 の事 （ ）

温泉を利用した健康・美容増進の事例

温泉 養 の

代ヘルス 産 進
（ ）

温泉を利用した健康・美容増進の事例

３ 温泉を利用した食品、化粧品等の開発・提供

「 ドン みすと」の （道後温泉）

質。

100

温泉を利用した健康・美容増進の事例

50

３ 温泉を利用した食品、化粧品等の開発・提供

出典：嬉野温泉観光協会ホームページより

「嬉野温泉湯どうふ」の開発（嬉野温泉）

◯ 嬉野の温泉水だからできる温泉湯どうふ嬉野
温泉の絶妙な成分バランスが、豆腐のたんぱく
質を分解し、とろりととろけさせるのです。飲
めば胃腸にも優しい温泉水と栄養
満点の豆腐が見事に融合したヘルシーフード。

◯ 温泉湯どうふの由来
豆腐は中国から伝来後、嬉野の里で製法に手が
加えられ、現在のとろける湯どうふができあが
りました。長崎街道の宿場町として栄えた時代
から、多くの人が温泉と湯どうふを楽しみ、旅

の疲れを癒したと伝えられています。

◯ 温泉湯どうふ用の豆腐を開発
原料に嬉野産大豆「ふくゆたか」を100％ 使っ
た木綿豆腐「嬉野温泉湯どうふ」を開発。

嬉野産「ふくゆたか」生産者の皆さん

嬉野温泉の成分が生み出す温泉湯どうふ
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シンポジウム

コーディネーター

一般社団法人別府市B-biz LINK

地域ビジネスプロデュースチームマネージャー

池田　佳乃子 氏

パネリスト

凸版印刷株式会社

情報コミュニケーション事業本部部長

矢尾　雅義 氏

株式会社三菱総合研究所

オープンイノベーションセンター担当部長

笠田　伸樹 氏

株式会社grooves 取締役 経営企画担当

兼 WorkShift Platform事業担当

田中　祐輔 氏

アジアクエスト株式会社 取締役

デジタルトランスフォーメーション事業部長

岩崎　友樹 氏

株式会社博報堂

ビジネスプロデューサー

栗原　清 氏

財前　皆さんおはようございます。只今より別府

ONSENアカデミア、シンポジウムを始めさせてい

ただきます。本日の司会進行は財前真由美と申しま

す、皆さんどうぞよろしくお願いします。それでは

ここからは「温泉地でのワーケーション」をテーマ

にしたシンポジウムを開催します。今年度、鉄輪の

コワーキングスペースを活用し実施しました、ワー

ケーションモニター体験の効果を検証します。ワー

ケーションとはインターネット環境を活用し、旅先

でも一定の仕事時間を確保することで長期滞在を可

能にし、旅行と仕事を両立する新しい働き方です。

それではご登壇の皆様をご紹介させていただきま

す。先ずはパネリストです。凸版印刷株式会社、矢

尾雅義様でございます。株式会社三菱総合研究所、

笠田伸樹様でございます。株式会社grooves、田中

祐輔様でございます。アジアクエスト株式会社、岩

崎友樹様でございます。株式会社博報堂、栗原清様

でございます。そして、コーディネーターは一般社

団法人別府市B-biz LINK、池田佳乃子様です。今日

はどうぞよろしくお願いいたします。

池田　本日、コーディネーターを務めさせていただき

ます、一般社団法人別府市B-biz LINKの池田佳乃子

と申します、よろしくお願いいたします。本日はパ

ネリストの方々にお話を伺いながら、今回のワー

ケーションの実証を、どのように行っていったのか

というところをお伝えしていければと思っておりま

す。先ず皆さんワーケーションという言葉を聞いた

ことがある方はどのぐらいいらっしゃいますでしょ

うか？　結構いらっしゃいますね。最近色んなメ

ディアでワーケーションという言葉をよく聞くなと

思ってるんですが、ワーケーションというのはワー

クとバケーションを組み合わせた造語でして、日本

温泉地でのワーケーション

コーディネーター

パネリスト
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では既にこちらの後援に入っていただいている、日

本航空さんだったり、あとはセールスフォースさん

も取り組まれております。先程は司会の方からも説

明があったように、有給休暇の取得率を改善させ

て、健康経営を実践する上での一定の効果が期待さ

れております。

　ワーケーションにも色んな企業の方が取り組んでい

て、色んな形態があるのですが、ワークに比重を置

いたものがあったり、バケーションに比重を置いた

ものがあります。例えば旅行先で個人の通常の業務

をテレワークの延長として行うことで、個人の活力

アップに繋げる形態があったり、社員の成長機会を

提供することを目的に通常の業務とは違った非日常

なワークを行うことによって、イノベーションの創

出を目指すというような形態がございます。

　今回、様々な企業の皆さんと議論していきまして、

今年の5月から別府版のワーケーションというの

が、どういうものがいいのかというところを議論

してきました。先ずはやってみないと何があるか

分らないということで、9月に実証を行ってみまし

た。実際に行われた概要がこちらになります。主催

はB-biz LINKで行い、色んな企業さんに参加してい

ただきました。期間は9月に3泊4日で実施し、別府

にある立命館アジア太平洋大学の学生起業家のメン

バーを3名選出して、その学生の皆さん3名の事業

アイデアをブラッシュアップするというところを目

的に、様々な企業の事業開発担当の方をお呼びして

今回の実証を行いました。

　今回参加した学生起業家なんですが、3つの事業が

ありまして、先ずバングラデシュの革製品の企画・

製作・販売をしているLEGAME。後もう1つが既に

法人化をして、日本とインドのマッチングビジネ

スを目指しているJIITAK、もう1つは今どんなビジ

ネスをしようか考えている出口塾の塾生の学生で

す。この3団体が参加してくれました。また参加企

業として今回このスライドにある8社の方々に参加

していただきました。こちらにご登壇いただいてい

るパネリストの方々と他にもベンチャーキャピタ

ルのPlug and Play JAPANさん、KG PLANNING 

OFFICEさん、TOTOさんに参加していただきまし

た。

　Plug and Play JAPANのリーさんはAPU出身で別

府の学生の力になれないかという話をいつもされて

ます。今回は、せっかくパネリストの方々に参加し

ていただいているので、何故実証に参加したのか、

皆さんにお伺いしたいと思っております。先ず順番

に栗原さんからお願いします。

栗原　博報堂の栗原と申します。東京で広告の仕事を

メインにして働いております。今回の実証参加にあ

たって、先ずワーケーションっていうものに非常に

興味があったということと、あと別府にそれまで来

たことが無かったというのがあります。これを機会

に行ったことないとこに行ってみるとか、後は別府

のイメージといえば温泉とか、後は面白い湯～園地

の取り組みだとか、面白い事をやっている地域だな

という印象があったので、この実証を通じて行って

みたいと先ず思いました。そして実際に参加してみ

ると、色んな人に会えたり、非常に面白い取り組み

でした。今回登壇させていただくのも楽しみにして

います。よろしくお願いします。

岩崎　アジアクエストの岩崎と申します。よろしくお

願いします。アジアクエストは今、設立7年目、国

内外併せて6拠点あります。東京・福岡・ジャカルタ・

ジョグジャカルタ・マレーシアのクアラルンプール、

そして別府にも拠点があります。別府に今3人の社

員がいるんですけども、東京が母体としてある企業

で、社員全部で250名ぐらいいます。地方にどう貢

献するのかとか、協力していき産業を活性化させる

か、という取り組みに注力しています。実は私自身、

別府出身でして、18年間別府で、東京行って18年

間、今日は母も来ています。1回東京出て行くと、

なかなかこう地方に戻って仕事って難しくなってく

るんですね、家庭を持って、やっぱり僕は別府で生

まれ育ち、この場に雇用の受け皿を作りたいなとい

うところでIT企業としてシステム開発をしながら産

業育成とか、どうやって別府を盛り上げていくかっ

ていうところに本気で取り組んでいけたらなと思っ

て、でこういった場があったのでそこに参加させて

いただいたという次第です。今日は色々と素適な皆

様と一緒にお話し出来ますし、本当にこのワーケー

ション凄く楽しかったので、その雰囲気も含めて皆

様にお伝え出来たらと思い参加しました。よろしく

お願いします。

田中　こんにちは、Groovesの田中と申します。弊

社は簡単に言ったら働くという文脈で、東京とか大

阪から各地域に何かしら人を引っ張ってくるみたい

な事業をやってまして、全国、地域金融機関と組ん

でることが多いんですけども、別府で言うと大分銀
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行さん、大分ベンチャーキャピタルさんに出資いた

だいています。そういったところで連携しながら、

やっぱり色んな地域でやってると、地域の魅力をい

かに東京に伝え、大阪に伝えるかということで、移

住、転職は急に難しいとなった時にまあちょっと

ハードル低めの情報を伝えるのも重要かと思いまし

て、その中でも全国津々浦々でもかなり特徴のある

別府で、ワーケーションをやるということで今回飛

びつかせていただきました。よろしくお願いいたし

ます。

笠田　皆さんこんにちは、三菱総合研究所の笠田と申

します。弊社ですが、属にまあシンクタンクと言わ

れている会社でございまして、調査研究ですとか経

営コンサルティング等ですね、手がけている会社で

ございます。特に国や、地方の政策支援もやらせて

いただいております。私が今所属している、ちょっ

と横文字で恐縮なんですけども、オープンイノベー

ションセンターは、いわゆる日本で色々今課題を沢

山抱えている、特に人口減少の問題ですとか、高齢

化の問題等ですね、世界に先駆けてですね日本がそ

の課題先進国になっているわけです。そこを課題先

進国から、課題解決先進国、課題解決推進国にして

いきたいところをこれも私ども産官学、それからベ

ンチャー、今日、ベンチャーの方いらしゃいますけ

ども、それから市民の皆さんとの連携とかですね、

協力でそういう課題解決をしていきたいということ

で、そういう取り組みを今私どもでしております。

今回も、別府の地域課題の解決にも繋がるんではな

いかということで、ワーケーションというのを企画

させていただきまして、このメンバーで半年ほど議

論させていただいて、今回この実証に参加させてい

ただいたという経緯でございます。以上でございま

す。よろしくお願いします。

矢尾　はい、凸版印刷の矢尾と申します。私も今隣で

笠田さんから、取り組みのお話ありましたけれど

も、昨年度から笠田さんたちと色々取り組んできま

して、実は私今情報コミュニケーション事業本部と

なってますけど、その下にソーシャルイノベーショ

ンセンターという、社会課題を視点とした色々なご

支援をする本部やセンターの仕事をしておりまし

て、実は今私の大半は地方自治体の方々と一緒に仕

事をしているわけでございます。そんな中で元々

ずっと民間企業、大学さんの仕事をして、その後地

方の方々と仕事している中で、あるいはその関係も

あって中央省庁の方と色々ディスカッションするん

ですけれども、意外とというか先程半分の方がワー

ケーションの事ご存知でありましたけども、普通に

ですね、霞が関なんかでもワーケーションみたいな

言葉がぽんぽん出てくる、状況になっていて、そん

な中でよく休暇取得、働き方改革ということでワー

ケーション取り上げられますけども、もう1つ踏み

込んで、地方の課題を解決したり、あるいは民間企

業のちょっと行き詰ったイノベーション課題みたい

なものの接点として、地域というところでいわゆ

る、笠田さん言われたように、特に地域で、非常

に課題が生々しく体験出来る。その中で且つ楽し

く、非日常の空間で色んな事が出来る。というワー

ケーションの可能性があるんじゃないかなというこ

とで笠田さんと相談しまして、今年度本格的に実証

しようという事で参加させていただきました。もう

ちょっとその辺の体験も、ちょこちょこお話しした

いと思っています。よろしくお願いします。

池田　はい、ありがとうございました。では、簡単に

私の方から4日間のスケジュールをご説明いたしま

す。先ず1日目は午前中、皆さん飛行機に乗られて、

午後に鉄輪温泉に集合しました。今回のプログラム

のオリエンテーリングと自己紹介をした後に鉄輪エ

リアをご案内しました。その後、大分フットボール

クラブの神村経営改革室長にご講演いただきながら

ワークを行って、「働き方改革が重視される時代の

キーワード」について皆さんで考えていきました。

1日目は、その後に懇親会を鉄輪温泉の大黒屋さん

で地獄蒸しで料理を堪能して親睦を深めました。2

日目は朝イチからAPUの出口学長に「想像力を育

むには」という題名でご講演をいただきました。か

なりシビレル講演でして、その後皆さん色々質問を

するんですけれども、やっぱりそれは勉強不足です

ねとか、考え方が古いですねだったりとか、厳しい

つっこみをいただきながら、かなり引き締まる時間

になったのではないかなと思います。午後からは学

生の事業アイデアについて全部で3回のタームに分

けてディスカッションを行いました。事業アイデア

に対して様々な視点でのアドバイスだったり、ハー

ドフィードバックを企業の皆さんからもらって、学

生にとっても非常に刺激の強い時間になったのでは

ないかなと思っております。次が、3日目なんです

が、3日目は例えば朝海沿いを早朝ランニングした

り、鉄輪温泉以外でも別府全体を楽しみながらワー
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クとバケーション行っていたんですが、前日の学生

の事業アイデアに対して具体的に参加企業の皆さん

のスキルを活かして、個別の面談を行っていきま

した。その写真がこの下の2つですね。個別面談を

行ったり、リモートワークをする企業の方々もい

らっしゃいましたし、途中で泥湯に皆さんで行かれ

たり、温泉を挟みながら仕事とバケーションを上手

く組み合わせた日になったのではないかと思ってお

ります。最後の4日目なんですが、こちらではこれ

まで議論を重ねてきた学生が、どのように事業アイ

デアをブラッシュアップしたのか発表の時間を先ず

設けました。学生がプレゼンをしていくんですが、

それに対して色んな参加企業からフィードバックア

ドバイスをいただきながら、学生にとっても非常に

実りのある時間になったのではないかなと思ってお

ります。その後ですね、最後に今回のワーケーショ

ンに参加した感想だったり、総括を皆さん1人ずつ

参加企業の皆さんと話し合って、次回こうした方が

いいとか、ここは無かった方が良かったねとか、そ

ういったリアルな話を皆さんでディスカッションし

て、最後解散というような、簡単ですがこちらのス

ケジュールになっております。

　今回、ここからがポイントかなあと思ってまして、

今回実際先ずはやってみようという形で3泊4日で

ワーケーションを実施して、どういう効果があった

のかというのをアンケートを踏まえて結果として出

しております。ここからはパネリストの皆さんにお

話を伺っていきたいと思っております。先ず総括と

してこちらはアンケートの結果なんですけれども、

参加者の満足度は非常に高くて、ワーケーションの

価値を十分に体感出来たという評価をいただきまし

た。その点に関して凸版印刷の矢尾さんと三菱総研

の笠田さんにお話を伺いたいと思っております。先

ず矢尾さんの方からよろしくお願いします。

矢尾　はい、では総括ということで後程ちょっと具体

的な体験みたいなことはまた後でお話しするとしま

して、先程お話ししたように地方と東京ということ

だったんですけど、もう少し言いますと、やっぱり

非日常ということと、ONとOFFの切り替えってあ

るところがキーワードだったかなと思ってます。東

京にいるとですね何故別府なのか、何故ここにく

る、というところがあるんですけども、東京にいる

とですね、ONとOFF って結局今インターネット

の時代でですね、東京にいるとですね、OFFがほ

とんど無い状態なんです。常に何か頭の中で巡って

るということになるので、完全にそのリラックスし

たり、あるいは違う空間に行ってみて、1回まっさ

らになるみたいなことが企業の人間に必要ですし、

そこから新しい発想が生まれるなということもあっ

たんですけども、もう見事にですね別府、特に鉄輪

後程詳しくご説明すると思いますけど、そのバラン

スがとっても素晴らしかったなあと。そして池田さ

んたちが作られたコワーキングスペースが非常に素

晴らしい。ナチュラルな空間で、そこに行って、あ

るいはON・OFF・ON・OFFということで、そこ

で結果的に色んな質の高いディスカッションが出来

たりとか、これが例えばどこか会議室だったりと

か、よく開発合宿みたいなことでホテルに閉じこ

もってやることがありますけど、それと明らかに違

うんですね。新鮮な体験が出来て、やっぱりこれこ

そですね、地方と例えば東京とか大阪の企業、ある

いは大都市を結ぶ、非常に大きな可能性を感じたと

総括としていえると思います。後程また細かい話を

さして頂きますけど、こんな感じになります。

池田　はい、ありがとうございました。多分鉄輪温泉

て、ほとんど皆さん行かれたことはあるのかなあと

思うんですけれども、周りに湯治宿が沢山ありまし

て、皆さん湯治宿に泊まって、その鉄輪温泉のエリ

アの中にあるコワーキングスペースで色んなディス

カッションを行って、色んなレストラン、周りの鉄

輪エリアの中に点在しているレストランだったりカ

フェだったりで、昼食とったりとか、そのエリア全

体で皆さん楽しんでいらっしゃったのかなと思いま

す。続いて笠田さんいかがでしょうか。

笠田　先程、矢尾さんがおっしゃられた通りなんです

けど、1つは鉄輪という地区でワーケーションが出

来たということが非常に良かったなあという風に、

会場全景
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正直な感想として思いました。ちょうど昨日は長野

市長とロフトワークの林様が対談をされている中で

もですね、林さんからいわゆる別府というとこは過

去と現在が混じりあう街だというご説明がありまし

た。まさにその通りだと思ってまして、それは強く

意識されるところが鉄輪だったなあという風に私は

感じました。それからワーケーションは働き方改革

の文脈で語られていますけれども、今回メンバーも

ですね、業種も規模もやってる仕事もですね皆さん

バラバラ、いわゆるその普段はこう接点があまりな

いメンバーなんですけども、そういうそのメンバー

でありながら皆さん自立した働き方をされている方

ばかりだったと思います。そういうそのメンバー

で、日常業務の延長では無く、別府に引き寄せられ

て、この地で地域課題解決に向けて非常にこう協力

し合うという、そういう経験ていうのはまさに貴重

だったと思いますし、いわゆるその自立しているメ

ンバーが、普段分散してるメンバーですね、自立し

た働き方をしてですね、この場で協調するみたい

な、そういうワーケーションがここで実現出来たと

いうのは非常に有意義だったなという風に思ってま

す。

池田　はい、ありがとうございます。ほんとに異業種

の方々が集まって3泊4日寝食共にすると凄い仲良

くなるんだなというのが、今回ほんとに結果として

得られたのかなあと思っております。はい、ありが

とうございました。続いてですね、私がお伝えした

参加者間の交流ディスカッションが想定以上に価値

が高かったっていうところがアンケートの結果とし

てありました。ワーケーションは参加者の距離を近

づける不思議な魅力があるとの意見もありました。

その点は博報堂の栗原さんいかがでしたでしょう

か。

栗原　はい、矢尾さん、笠田さん非常に硬いので

ちょっと僕はちょっと柔らかめの話をさしていただ

ければなと思っております。ワーケーションてやっ

ぱ、ワークとバケーションの両方の要素があるんだ

なと思うんですけども、通常オフィスで働くのとは

違って、こういうちょっとその温泉地で仕事をし

ながら、温泉に入りながらっていうようなことで、

ワーケーション行ったんですけども、実際にこの別

府のワーケーションする事前の説明会でちょっと皆

会ってるんですけど、別府に来る時に会うの2回目、

なかなかちょっと距離感が難しいかなと最初思って

いたんですけど、何だろうな、一緒に裸で温泉に入

るとか、蒸し湯に入るとか、何かそういうものを通

じながら、何か非常になんだろう、普通の通常のビ

ジネスとは違う、また出会いというのか非常に距離

感を近づけてくれたなあと、多分それで単純な何だ

ろうなオフィスじゃないところで合宿しましょうっ

てことじゃなくて、温泉に入ると、温泉ならではの

裸の付き合いというものが何かあったのかなあとい

う風に思っています。で、たまたまではあるんです

けれど、そこへその参加した者同士仲良くなったこ

ともあってですね、そこから新しいビジネスのご相

談、例えばアジアクエストの岩崎さんにちょっと仕

事のご相談をしたりとか、後は今度東京で皆で飲も

うみたいな話があったりとかして、何かそうやって

話したことで新しいコミュニティが生まれたなあと

思っていて、それはワーケーションだけじゃなく別

府の温泉ならではの魅力というのも非常にあったん

じゃないかなあという風に感じています。逆に岩崎

さんから、皆さんどうですか、何かありますかね。

岩崎　そうですね、僕らの会社はアジアクエスト、ベ

ンチャー企業なんですけども、やっぱり大手企業さ

んとお付き合いするのが結構大変で、やっぱりこの

ワーケーションで博報堂さんがいらっしゃるという

ことで、内心僕らはビジネスチャンス、めっちゃ仲

良くなるチャンスで、それで皆で温泉行くんです

ね、温泉行って30越えた大人たち、大人たちが皆

でお風呂でわちゃわちゃはしゃいでですね、結構子

どもみたいな気持ちになって、そうすると距離感が

縮まって、実際東京に行って、栗原さんのところに

博報堂さんに行って僕らプレゼンテーションして、

アジアクエストこんな会社です、ドンとやったら、

何かちょっと野球やってる写真が入って来て、一緒

に結局あの「御社野球やってんの」って言われて、

一緒に野球やることになったんですね、で野球やっ

て、そこからあの野球やってたら博報堂の方々から

お仕事いただいたりとかっていう形で、結構あの

この距離感の縮め方って難しいなあと思っていて、

ちょっと非日常感、東京で働いてると、藤沢市って

いうところに住んでるんですけど、そこから東京ま

で勤務地まで1時間半かかるんですね、1時間半か

けて満員電車の中で通う。帰りも1時間半かけて帰

る。で今回のワーケーションは通勤時間ゼロ、でお

風呂に入ってから、何ならちょっとお風呂でこんに

ちはって言ってちょっと何か色々とアイデア出し
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合って、ああじゃあまた後でいう感じで戻って、で

通勤して、何か凄くリラックスした気持からスター

ト出来て、帰っても通勤時間ゼロ。っていうところ

がやっぱりあの都会で働いてる人たちからすると、

もの凄く違って、その分ビジネスの話に集中出来た

りとか、ほんとに真剣勝負するところでは真剣な話

が出来てっていうところで、別府ってやっぱり改め

てほんといいなって実感出来た体験でした。田中さ

んどうですか。

田中　まさにそうだと思っていて、多分今回の機能っ

てそうですね、僕が個人的には理解してると思って

いるのは、おそらくONとOFFの切り替えの回数が

多かったのは結構良かったなと思っていて、例えば

東京とかで何か昼間めちゃくちゃ議論して、夜飲

み会をして仲良くなったなあとそれで終りなんで

すね。今回って3泊したんで、仲良くなったなあと

思ったら次また真剣な話が出来て、深まっていくっ

ていうところが結構あってね、これが更に別府とい

う温泉地なので昼間とか途中であの風呂入るとか

も挟まるんですよね、なんで3泊以上の価値が結構

あったなと思ってて、池田さん目の前の温泉何でし

たっけ。

池田　すじ湯温泉。

田中　そうそうそう、ほんとにあのワーケーションし

てるのに僕なんかはweb会議、東京で入るんでぬ

けたりするんですけど、それですじ湯に行ってる人

もおったりとか、昼あのスーパーありましたよね。

池田　マルショクですね。

田中　そうですねマルショクに刺身買いに行ってです

ね、そこで白ご飯と一緒に食べるみたいな感じで、

もう何か皆色んなとこ好き勝手行ってるんですけ

ど、何かそのONとOFFをちょこちょこやれたこと

によって凄い深まったなあと思ってまして、OFF

の時にやっぱ仲良くなるんですよね、でONの時に

深まるっていうことがあって、これはこの何ですか

ね今ここに書かれている、この参加者間の交流って

いうのが凄い価値が高かったなあと思ってます。な

んで、はい、すいません、ちょっと喋り過ぎまして。

池田　いえいえ、ありがとうございます。ほんとにあ

の最初この実証前はこんなに皆さんが仲良くなると

はほんとに想像していなくって、それがほんと予想

外のいい結果だったなあという風に思っています。

田中　心配してたぐらい。

池田　そうですね、はい、やっぱりほとんど初対面に

近い形なので、それでまあ30以上のビジネスマン

が揃って、そんな、ゆるやかにコミュニケーション

がとれるのかなあというのはかなり不安だったです

けど、そこは凄くバランスが良かったなあと思っ

ております。続いてですね、今回APUの事業アイ

デアに対して色んな取り組みをしてきました。そ

の点について詳しくアジアクエストの岩崎さんと

groovesの田中さんと2人にお伺いしようと思って

るんですが、岩崎さんいかがでしたでしょうか。

岩崎　はい、結構今別府って起業熱が過熱していると

いうか、もの凄く事業を起こそうとか、気持ちを

持った若者が凄く多く出てきてるなっていうのは、

僕は東京から色んな情報を見ていて思います。それ

は出口塾の取り組みだったりとか、別府市さんが

やってる取り組みだとか、そういった中から感じて

いるんですけれども、致命的にやっぱりこう1つ違

うなあていうところが、東京にいると、やっぱりビ

ジネスに長けた人たちとの出会いって結構多いんで

すね。でも、なかなかここにいるとそういう出会い

が、チャンスが無いっていうところもあって、もう

ちょっとブラッシュアップ出来たらいいのかなあと

思っていました。でもそういった中で結構、今回

APU っていうところに特化したんですけども、他

にも別府大学さんとか、そういったところにも起業

熱のある方々が凄く一杯いて、事業アイデアを基に

ディスカッションしました。やっぱり少しビジネス

と言うよりはもう少しマインドセットの面でほんと

にご飯たべていくって、どういうことっていうとこ

ろでいくと、まだお金を稼ぐには満たなくって、確

かに楽しいかもしれないけど、それ実際お金になる

のかどうかっていうところの詰めが少し甘いなと思

いました。ただやっぱり思いだったりとか、何故私

がこれをやるのかというところが、凄くビジネスを

やっていくうえでは重要なので、こういった取り組

みの中で、我々がそのどうやって事業を伸ばして

いったらいいんだろうとか、あなたは誰のために存

在してるんだろう、みたいな話を一緒にやってい

くっていうところで、動機づけられたらいいなあと

思っています。なので結構ですねあの起業熱があっ

て、もっともっとやれるポテンシャル凄く感じたん

ですね。ただここをもうちょっと引き上げるために

は、後やっぱりビジネスの中心の方が東京ではある

んで、東京のその基準に近づけるためのところをも

う少し伸ばしていかないといけないなあというのを
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感じた機会でした。

池田　そうですね、結構皆さん学生の皆さんもかなり

リアルなビジネスのハードフィードバックを参加者

の方から受けていて、凄く勉強になったっていう感

想がありました。

岩崎　参加者としても凄く勉強になって、僕ら大人の

ふりして学生のビジネスアイデアを分かりずらいと

か、営業の資料が拙いとか、そういう話をするんで

すけど、結構そのまま発言しながら僕も会社の、会

社紹介してみるとじゃあ分かりやすいかっていう

と、そんなに分かりやすくなかったというか、もっ

と分かりやすくやらなきゃという学びが凄く多くっ

て、結局人に何か伝えながら自分に返ってくるみた

いなのを感じたので、凄くやっぱり一生懸命頑張っ

てる人たちに対して、一生懸命コメントをすると、

一生懸命やってる自分にコメントが返ってくるって

いうところで、ほんとに熱量が高いところでやるっ

て凄くいいことだなという気がします。

池田　はい、そうですね。何かお互いに学びのある時

間だったのかなあと思ってます。それでは田中さん

いかがでしょうか。

　結構、その事業の具体的なアドバイスっていうのを

田中さんされてたと思うんですが。

田中　そうですね、具体的に言うとAPUのインドの

エンジニアの方が、日本で開発案件をやるみたい

なエンジニアをやってるコバヤシ君て言うんです

けど、コバヤシ君が結構あの何て言うんですかね、

食い込んで来てくれたなあと思ってまして、先程

ちょっと岩崎さんが言った通り、我々ちょっと偉そ

うにハードフィードバックしてですね、学生さんか

なりアウトヒートアップしてちょっと申し訳なかっ

たなと思うんですけど、ただ確かに東京では結構き

ていることで、これ食い付いてくる方々が結構い

るっていうところ、その中でコバヤシ君が食い付い

て来てくれたのは凄い価値があるなあと思ってまし

て、この辺は伸ばしていかなあかんなあ、ていう

か、深掘っていかなあかんなあと思ってます。全体

の話をすると、先程仲が良くなったねえという話が

フェーズ1だと思うんですけど、フェーズ2が恐ら

くこのやった場所でいかになれるまでやったんやて

いう話を深めていくとこだと思っていて、その1つ

のヒントがAPUで実験させてもらったと、コバヤ

シ君がかなり食い付いてきてくれたというとこです

ね、後、その他ではなかなか食い付いてきてくれな

かったと思っていたけれども、まあ後々その池田さ

んによいフィードバックが入ってきたりとか何か

きっかけを作れたなあと思ってるんで、そうです

ね、この後どうしていくのかっていうのは、もしか

したらこのAPUの学生さんとかベンチャーに限ら

ず、別府であれば特徴はそこなんですけども、既存

の事業とか何かそういったところとの絡みも今後考

えていかなあかんねやろなと思ってます。そういっ

たところ、なんで恐らくワーケーションテーマ設定

みたいなところ、やっていくっていうところは重要

なのかなあと思ってます。

池田　そうですね、3泊4日のワーケーションの中で、

色んな事業アイデアについてブラッシュアップをし

ていったんですが、ワーケーションが終わった後

に、今その彼らにどういう変化があるのかってい

うのを、私の方から皆さんにまた情報を提供して

いて、例えばそのインドとマッチングビジネスを

やってるJIITAKは色んな事業のビジネスモデルを

考えてたんですが、それを全部最初っからやるのは

ちょっと難しいから今は優先順位を付けて、ここの

ビジネスから始めたらいいかもしれないであったり

とか、そういう結構具体的なアドバイスがあって、

その中で彼らのそのモヤの中で始めていたので、そ

のビジネスの次のジャッジをどうすればいいかって

いう判断が今回参加してついたので凄く有り難かっ

たっていうリアクションをいただいたりだとか、後

今回大分トリニータの神村室長に講演いただいて、

その今回APUの革製品を開発しているバングラデ

シュ人の留学生がいたんですが、先ず彼らの商品を

トリニータの試合のところで販売してみないかっ

て、そこから例えばトリニータの公式グッズの提案

があってもいいし、そこからどんどん広がりを作っ

ていくのがいいんじゃないか、具体的なつながりが

出来たりしました。そういったところを例えば別府

にいる私たちがどんどんサポートしながら適宜アド

バイスをいただくっていうこのブリッジが出来てき

ているのではないかなと考えています。

田中　JIITAKさんのところって、受託のところの仕

事なんですかね。

池田　そうですね。

田中　参加者のPlug and Play JAPANのリーさんて

シリコンバレーのVCなんですけど彼女のフェイス

ブックでJIITAKを紹介してて、そこに結構あの食

い付いてて。
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池田　なるほど。

田中　興味ありますみたいなのもあって。なんで恐ら

く、そうなんですね、こっち別府側から考えたらう

まく使ったってええやんという話なんで、何か凄

く、大分トリニータの話もそうなんですよね、凄い

あの伺って。

池田　そうですね。

田中　これ凄いなと思いましたね。

池田　はい、左、一番左列の真ん中にいる、チャン

リーさんていう、Plug and Playという投資会社

で働いているAPU卒の女性なんですけれど、彼女

がまあ今フェイスブックでJIITAKというインドと

マッチングビジネスをしてるベンチャーがあるか

ら、何か興味がある、開発したいって、その人材を

活用したいっていう会社がいればリアクションお願

いしますっていうのを色んな方にシェアしたりだと

か、そういう今回のワーケーションで色んな繋がり

が出来て、彼らのビジネスがより拡大する手助けが

出来たのかなあと思っています。次はですね、はい、

どうぞ。

笠田　すいません、ちょっとまあ1点少し反省と言う

呼び方はよくないんですけども、先程の地域課題の

解決ということを冒頭に申し上げたと思うんですけ

ども、どちらかというとその今回のワーケーション

でですね、その別府市に内在する地域課題の解決と

言う点ではですね、ちょっとまあ出来て無かったの

かなあと、元々 APUの留学生の方が始められた企

業なので、バングラデシュの方ってインドの方って

いうことで、いわゆる自国のリソースを使って新し

い事業を始めるということだったもんですから、そ

の辺で言うと彼らにとってのその事業アイデアのブ

ラッシュアップという点ではですね達成出来たと思

いますけども、別府の中にこうある色々様々な問題

の解決っていうとこまではちょっと至っていなくて

ですね、その点が今後ですねまたワーケーションを

継続してやっていく中で是非そういうテーマを扱い

たいなという風に思います。

池田　はい、ありがとうございます。そうですね、今

回は結構グローバル視点の学生が非常に多くって、

それに特化したことだったと思うんですが、例えば

別府大学の発酵学科の学生だと色んな地元の醤油

だったり味噌だったり作ってる学生もいらっしゃい

ますので、何かそういったところでまたプログラム

作ったりだとか、もしくはその学生だけではなく

て、地元の事業者の皆さんと今こういう課題がある

から、それに対してどういう解決があるかっていう

のを議論する場であってもいいですし、色んなパ

ターンのやり方があるのかなと感じました。ありが

とうございます。

　続いてですね、今回実証を行った鉄輪エリアのワー

ケーション候補地としてのポテンシャルについて参

加者の皆さんに非常に高い評価をいただきました。

その点に関して栗原さんと矢尾さんにお伺いしたい

んですがよろしいでしょうか。

栗原　はい、湯治宿に初めて泊らせていただいたんで

すけども、街中に色んなとこに、足湯があったりと

か、無料で入れる公共浴場があったりとか、何かそ

ういう何ていうのかな、宿だけじゃなくてその街全

体で泊るっていう、何か不思議な体験をさせていた

だいて、それが非常に僕としては良かったなあと、

あの鉄輪の何とも風情がある街並みだったりとか、

実際色んな温泉に入り比べられたなというのは非常

に面白かったなあと思ってます。お恥ずかしながら

ですね、私の広告会社の領域は色んな昨今働き方改

革でストレス高い働き過ぎだと言ってまして、僕自

身も実は参加する直前ちょっと、手がちょっと痺れ

るストレスの病気が出てて、薬も飲んでたんですけ

ど、このワーケーションに参加させていただいて温

泉、温泉入りまくりまして、症状がほんとに改善し

たんですよね。何か不思議だったんですけど、こん

なに改善するものみたいな、だから実感というか凄

い温泉で何か体調良くなっていくなと思いました

し、多分精神的なものと根元的なもの多分両方ある

んだろうなと思っていて、多分それって何だろう、

普通に東京で病院通うだけじゃ出来ないことだった

なあという風に思ってます。なので根幹のエリアの

魅力っていうものが非常に僕としては有難かったか

なという貴重な体験をさしていただきました。矢尾

さんはどうですか。

矢尾　そうですね、全く同じというかその湯治文化と

言いますか、実は私も非常に湯治って昔から知って

いたんだけれども、体験することは出来ないんだろ

うなと、というのは長期間、湯治ってやっぱり1泊

2日の旅行では温泉旅行では全然違う世界でして、

やっぱり長期間ですね温泉に入ったりしながら、し

かもそれはただ温泉だけではなく、生活しながら温

泉に入りながら少しずつ体力というか体調が改善し

ていくっていう文化で、これが日本が世界に誇る文
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化だなあ。ドイツなんかにはクアオルトなどの仕組

みがしっかりあったりするんですけど、日本にはこ

ういった湯治という素晴らしい文化があって、でそ

れを体験出来たらいいなあと、ずうっと薄々思って

はいたんですけど、まさに鉄輪に来て、ほんとに予

想以上にですね栗原さんが言われたようにあって、

1つはその宿が点在しているわけですね、コワーキ

ングスペース、で面白かったのは、メンバーがです

ね、1つの宿に皆が泊ってるんじゃなくて、バラバ

ラに泊ったんですね。バラバラに泊って、湯治宿

に着いてチェックインしたらですね、鍵渡されま

したと、で後はもう自由に出入りしてくださいと、

ほったらかしなんですけど、それが凄く良くてです

ね、ただ時々まあ皆で集まって仕事の話をして、で

ちょっとまた戻って、休憩して、それでまたこう

ちょっと温泉入ってみたいな、要はそこにもう行っ

てすぐにそこに自分の家があるみたい、部屋がある

みたいな感じがすぐ出来るというのはこのまさに湯

治が育んできた文化が作ってくれたもので、まさに

そのワーケーションっていうのは結構1泊2泊じゃ

ない、やっぱり出来るだけ長期間皆で寝食を共にす

るっていう良さが、それを受け入れるポテンシャル

がですね、鉄輪の湯治文化にあったということで、

先程僕ぴったりだなといったのは、正にそういった

ところでして、そういった先程何回かON・OFFみ

たいな話も出ましたけども、OFFだけではダメだ

し、ONばっかりではダメなんで、そのON・OFF

がですねその一地域全体でこう何か上手くこう実現

出来るっていうのはもう既にあったのかなあと、こ

れを活かさない手はないなあというのが非常に今

回、非常に強く思いました。はい。

池田　ありがとうございます。何か鉄輪エリアが皆さ

んのホームみたいな感じになっていて、でたまに明

礬エリアの泥湯に行ったりだとか、北浜エリアに飲

みに行ったりだとか、海沿いにランニングに行った

りだとか、鉄輪エリア全体がさっき栗原さんがおっ

しゃったようにそのエリアで泊るっていうような感

覚を皆さん得られたのかなあと思っています。何か

他にありましたか？

岩崎　僕はやっぱり別府と言えば温泉という頭が結構

あるんですね、この中に別府出身の方って手を挙げ

ていただいてみて、別府に在住されていらっしゃる

方、結構多いですね、大陸ラーメンの良さって分か

ります？　僕別府に住んで大陸ラーメン食ってた

ら、ただのラーメン屋でご飯食べてるお話しなんで

すね。でも大陸ラーメンの良さって、栗原さんが凄

く教えてくれたんですけど、先ず、別府と言えば冷

麺ということで、栗原さんに何とか冷麺を食べさせ

なきゃっていう僕のミッションがあったんですね。

それで六盛さん六盛だろうと思って六盛行ったんで

す。閉まってたんですね、そしたら大陸ラーメン夜

まで開いてるんですよ。でほんま夜まで開いてて、

で冷麺食べさせようと思ったら、温麺頼んだんです

ね。皆頭の中では別府冷麺という考え方なんです

よ、温麺てどっかにありましたっけていうのが。

栗原　冷麺の温かいバージョンの麺なんて見たことが

なくて、何ですかこれって言って食べたら凄い美味

しくて、実は昨日の夜もリピートしちゃって、多分

別府出身の方でも分らない別府の良さみたいなも

のって多分、外から見た人間には沢山あるんだろう

なと思っていて、まさか大陸ラーメンの話が出ると

思わなかったですけど、まだまだ僕も気づけてない

魅力って一杯あるんだろうなと思ってね。

岩崎　大陸ラーメンの良さその2。

池田　まだ。

岩崎　いや、あの座席の形がちょっと変わってませ

ん、Uの字型であれ凄くって、あれって対面でこっ

ちで話してる話、地元の人聞いてるんですよね、そ

したら「お兄ちゃんこうだよ」って話を結構してく

れて、あの座席の形、コミュニケーションを取るた

めのポジショニング、大陸ラーメン素晴らしいな

と思って、これってやっぱり、大陸ラーメンのCM

じゃないですけど、心、想いが凄くあるんですけど、

大陸ラーメンの良さっていうのは、やっぱりこう別

府。。。

池田　そろそろ。

岩崎　すいませんでした。

池田　まあでもほんとに、すいません、何かそういう

感じのね、ほんとこんな感じ、皆さん、ほんと仲良

くなって、それが凄く一番良かったなあと思ってい

るのと、後、矢尾さん蒸し湯に凄いはまってらっ

しゃいました。

矢尾　そうですね、言い忘れましたけど、蒸し湯が予

想以上に、ただのサウナと全く違うから、ちょっと

やっぱり日頃のストレスが溜まってて、ちょっとこ

うそれはまあ何だろう、ずうっと自分にこう繰り返

し繰り返しあるもんだと思ってたんですけど、蒸し

湯、60度、70度かな、入って薬草の上に眠るやつ
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ですよね、あれに入って見事にこうすっきりして、

頭がほんとにスカッとしたっていう。だから体だけ

じゃなくて、精神というか頭とかストレスがほんと

にスキッとする、そういった温泉文化というか蒸し

湯の体験があれがあって何か一気にこう何かリフ

レッシュしたってほんとに見事に体感をしたってい

うのがありました。はい。

田中　矢尾さん蒸し湯のことばっかり言ってますよ

ね。

矢尾　そうですか。

田中　ずっと言ってましたよね。

矢尾　そうなんです、蒸し湯はいいよと。皆に。

栗原　矢尾さんほんと途中いなくなって、ずっと蒸し

湯行くんです。

矢尾　そんなことない。そんなことない。それがねコ

ワーキングスペースから歩いて3分ぐらい。

池田　いやもう10秒か20秒。

矢尾　ですよね、すぐなので、ほんとにちょっとスト

レスが溜まったらちょっと蒸し湯入るみたいな、そ

れ蒸し湯じゃなくても、すじ湯もそうですけども。

　そういう何だろう、そういうことが出来ること自体

が何か奇跡的と言うか、これはほんとに上手く活か

せれば、もっともっとポテンシャル上がるかなあと

思いました。

池田　そうですね、特に別府はほんとにふらっと10

分とか短い時間で立ち寄れる温泉が沢山あって、そ

の日常に温泉が溶けこんでるエリアっていうのが、

やっぱり特徴的なんだなというのを改めて皆さんの

毎日のこの過ごし方を見ていて感じまして、そこが

色んなところに伝わっていければいいなあと思って

います。はい、ありがとうございました。では、は

い、どうぞ。

栗原　温泉の話ばっかりして、遊びに来ていたみたい

なことになってしまっているような気がするんです

が、1つ私の方から強調したいことがありまして、

鉄輪のエリアにコワーキングスペースが出来たとい

うことは非常に僕は大きいんじゃないかなと思って

ます。実際東京にいますとですね、そのコワーキン

グスペースと言われる場所がもうごまんと今色んな

とこにありまして、ほんとにどこでも会社から外出

てですね、働き方改革と言うかですねリモートワー

クする場所が色んなとこにあるんですけども、あま

りこう会社に行くのとそんなに変わらないんです

ね。なのでそういうこの別府の中の鉄輪という地区

で確かあれは湯治宿を改装したという風に。

池田　はい。

栗原　聞きますけども、あそこの場所にコワーキング

スペースがあるっていうことが非常に私今回ワー

ケーションやってみてですね、良かった。特にその

いわゆる我々の東京と仕事やってましたんで、勿論

通信環境の問題とかありますけども、その辺は全然

ストレス感じること無くですね出来ましたし、皆が

その多分定員が15名ぐらいのスペースだと思いま

すけども、ちょうど我々メンバーが今回ワーケー

ションやるにはちょうどいい大きさだったというこ

ともあって、そのファシリティの中でコミュニケー

ションも活性化された分があったのかなと思いま

す。はい。

池田　そうですね、何か非日常の中にポツンとコワー

キングスペースがあって、そこの全体のバランスが

良かったのが特徴的だったのかなあと思います。は

い。

田中　矢尾さんのその蒸し湯の話と栗原さんの震えが

止まった話を社内でしたんですけど、皆嘘や嘘やっ

て言うんですよね、なので今度社内のMVPのチー

ムをこのワーケーションに連れて来たろうかなあと

思いまして、そうですね、それで多分うちだけじゃ

なくて、違うベンチャーの人一緒に連れて来てと

か、岩崎さんとことか一緒に。

岩崎　うちもIT企業なんで結構精神的に辛い社員がい

たりもして、別府にオフィスあるんで結構別府のオ

フィス来て、リラックスして帰ってくるみたいなと

こもあって、あのほんとに別府に来て良かったって

いうあのもうオフィスの時間もほとんど無く行け

る、いいなあっていう意見は結構出てます。

田中　コワーキングスペースを拡張していただければ

と市長にお願い致します。よろしくお願いします。

池田　そうですね、何かあのやっぱり色んなこの温泉

地で働くって、なかなかこう定量的に見せるってい

うのが凄く難しくって、体験すると凄くいいってい

うのが、皆さんおっしゃるんですけれども、なんで

そういったその体験する人を沢山増やすっていうこ

とが、その効果に繋がって、広がる効果に繋がるの

かなあと今回感じました。はい、では皆さんありが

とうございました。最後にですね、今回実証を行っ

てみて、企業の皆さんの側から検討課題、いくつか

上ったかと思います。その点について三菱総研の笠

田さんに総括いただきたいと思います。よろしくお
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願いします。

笠田　今回ワーケーションをやりましてですね、実証

成果というか、まあその先程から述べていらっしゃ

いますけど課題もちょっとあるのかなと思っていま

す。これはあのいわゆる企業側からの目線で述べま

すと、やっぱりあの表示されてますけども、3つほ

どありまして、1つは皆さん行けばですね、良かっ

たという事になると思うんですけども、じゃあ企業

側が人を送り出す時に、どうやって説明するかとい

うところが非常に重要でして、特にそのAPUので

すね出口学長の講演の中でも、何度も言われてたん

ですけども、そのエピソードではなくて、エビデン

スを積み上げて行くっていうことが多分必要で、今

回の実証はエピソードだと思うんですが、それを繰

り返しやっていく中でですね、エビデンスをちゃん

と見せられる形を作っていかないといけないのか

なっていうのは1点です。ですから提供価値の見え

る化が1つ重要だったのかなあと思っています。そ

れから後もう1つあの本業との関連性という風に書

かせていただきましたが、地域課題の解決とかです

ね、地域活性化というのは勿論参加のモチベーショ

ンにはなるんですけれども、企業としては、その自

分たちがやっている事業との関連性というのがあっ

た方が人は出しやすいというのがありますので、そ

こは別府は多分始める前にそこを見せるのは難しい

とは思うんですけども、少しでも事業と地域課題の

ところを結びつけた形でのテーマ設定みたいなのを

やった方が企業としてはワーケーションに参加し

やすいのかなあと思うところであります。それか

ら、あと3つ目なんですけども、ワーケーションを

目的化しないというように書かせていただいてます

けども、これはワーケーション、今回3泊4日やり

ました。まあ形態色々あって2泊3日とか4泊2日と

かあると思うんですけども、そこだけで何かが生ま

れるということは先ず無いんですね。なので、継続

して取り組みもしないといけないですし、例えばで

すね、あの私が思うのは、そのワーケーションとい

う場を使ってですね、そのまあアイデア出しのギア

を上げるとかですね、それから仕上げする場には非

常にあのもってこいと言いますか、うってつけの場

所だと思いますんで、その前の段階から、例えばそ

のワーケーションをオープンイノベーション活動と

言うプログラムに位置づけてですね、そのプロセス

の中でやるとかですね、そういうまあことが出来る

といいのかなあという風に思っています。実はワー

ケーションで冒頭池田さんの方からワークとバケー

ションの造語だという風にお話しがありましたけ

ども、私はですね色んなワーケーション、多様な

ワーケーションがあっていいと思っていまして、例

えばそのワークプラスバケーションなんですけど、

ワークプラスイノベーションでもいいと思います

し、ワークプラスコントリビューション、コントリ

ビューションて貢献するという意味ですけども、地

域の貢献ていうのもあると思いますし、それからエ

デュケーションですね、これ教育、最近よく言われ

てるのが、そのリカレント教育だと、学び直し、学

び直しですね、そういう場に使うという事もあると

思いますので、今後ですねワーケーションを定着さ

せてですね、継続させていくためにはそういう多様

なワーケーションプログラムというのが出来るとで

すね、もっともっと活性化するといいますか、皆さ

んが参加出来るようになるのかなあという風に思っ

ています。以上です。

池田　はい、ありがとうございます。そうですね、今

回先ずは、先ずやってみようという形で実証を行っ

て、これが終わりではなくて、これからこの別府版

のワーケーションをどう活用していくというか、ど

うブラッシュアップしていくかというのを、してい

けばいいかっていうのをこのメンバーでまた議論し

ていきまして、そしてそのより良い形でまた出来れ

ばいいなあと思っております。はい、では以上今回

のワーケーションの実証結果を発表させていただき

ました。ご清聴いただきありがとうございました。
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DAY2

9月10日（火）

午
前

8:45 「a side‐満寿屋‐」集合

9:00

講演 「想像力を育むには」

立命館アジア太平洋大学（APU）

出口学長

10:00
事業アイデアディスカッション

（ラウンド1）
11:00

12:00 昼食

午
後

13:00 事業アイデアディスカッション

（ラウンド2）

※チームシャッフル
14:00

15:00 事業アイデアディスカッション

（ラウンド3）

※チームシャッフル16:00

17:00 自由時間

（リモートワーク／

アテンドツアー等）

18:00

参加者間の交流・ディスカッションが想定以上に価値が高かった。

ワーケーションは参加者の距離を近づける不思議な魅力があるとの

意見。実際に、業務連携や協業の可能性を視野にいれた話がいくつ

か出ていた

※参加者全員が「今後も参加メンバーとの交流を続けたい」と回答

実証結果
※参加者アンケートによる

9月9日（月）

午

前

8:00

往路（各自で別府入り）9:00

10:00

11:00

12:00 昼食

午

後

13:00 「a side-満寿屋-」に集合

14:00 オリエンテーション・自己紹介

15:00 鉄輪案内・チェックイン

16:00
講演「自立と自律～”働き方改革”時

代のキーワード～」

大分フットボールクラブ

神村経営改革室長
17:00

18:00 懇親会

DAY1

実証結果

参加者の満足度は総じて高く、

「ワーケーションの価値を十分体感できた。

有意義・学びの多い実証であった」

との評価

※参加者アンケートによる

凸版印刷

矢尾 雅義

アジアクエスト
岩崎 友樹

grooves

田中 祐輔

KG PLANNING

OFFICE

北川 雄一郎 TOTO

池本 拓児

三菱総合研究所

笠田 伸樹

Plug and Play JAPAN
李暢（チャン・リー）

博報堂

栗原 清

参加
メンバー

DAY4

9月12日（木）

午

前

8:00 自由時間

9:00

まとめ～成果発表

10:00

11:00

12:00 解散

午

後

13:00

自由行動→帰路

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

イノベーション創出型ワーケーション@別府（実証）

 主催 別府市産業連携・協働プラットフォームB-biz LINK

 日程 2019年9月9日（月）～9月12日（木）

 会場 「a side -満寿屋-」 （鉄輪地区）

 概要

別府市ならではの人材力・地域力を活かし、大都市圏に勤務する多様な

企業社員との共創による課題解決、イノベーション創出を体験今回は、

立命館アジア太平洋大学（APU）に在籍する学生の発想による事業アイ

デアを、参加メンバーで検証し、体化、起業に向けてのアドバイス等を

実施。

 ディスカッションテーマ（APU起業塾生事業アイデア）

1. LEGAME 「バングラディシュ革製品等の企画・製作・販売」

2. JIITAK 「日本とインドのマッチングビジネス」

3. 出口塾生（個人）「新たな事業アイデアについて」

DAY3

9月11日（水）

午

前

8:00

リモートワーク

9:00

10:00
希望の学生と個別面談

11:00

12:00 昼食

午

後

13:00
希望の学生と個別面談

14:00

15:00

リモートワーク
16:00

17:00
自由行動

（リモートワーク／

交流・懇親等）

18:00

検討会議
アジェンダ

第1回(5/10)
• インプット（別府市にオープンしたコ・ワーキングスペース活用の動き等）
• イノベーション創出型ワーケーション企画内容討議

第2回(6/17)
• イノベーション創出型ワーケーション実証プランの検討
（プログラム内容、開催スケジュール、外部モニター公募等について）

第3回(7/5) • 実証の詳細プラン検討①

第4回(8/2)
• 実証の詳細プラン検討②
• 外部モニター募集結果について
• 実証のプレスリリースについて

第5回(8/30) • 実証事前準備（APU起業部学生とのプレ面談等）

第6回(9/9～12) • イノベーション創出型ワーケーション実証

チーム(複数社) 

特定地域(観光地)

社員の成長機会の提供

非日常業務

イノベーションの創出

仕事重視型

個人の活力アップ

個人(個社)

旅行・帰省先

有給取得率
取得日数の向上

日常業務
(テレワークの延長)

休暇重視型

What is 

ワーケーション?

ワーク（仕事）とバケーション（休暇）

を組み合わせた造語
別府ワーケーション

活 動 報 告

温泉地でのワーケーション
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ご静聴ありがとうございました。01 02 03
提供価値の見える化

今 後 の

課 題

本 業 と の 関 連 性 ワーケーションを目的化しない

別府でのワーケーションを、会社業

務や研修の一環として実施してもら

うには、エピソードではなく、エビ

デンスを積み上げていくなかで、提

供価値を見える化して伝えることが

必要。

地域課題の解決や地域活性化体験だ

けでは参加モチベーション、企業に

対する訴求力としては十分とは言え

ない。自分事にすることが必要。

“本業やミッションとの関連性”をど

う仕立てられるかが、ポイントでは

ないか。

非日常空間のなかで、集中してアイ

デア出しのギアを上げる、仕上げの

場にする最適な機会として、ワー

ケーションをオープンイノベーショ

ン活動のプログラム、プロセスのな

かに組み込むことができると、今後

の展開にも繋がる可能性あり。

別府市（鉄輪地区）のワーケーション候補地としてのポ

テンシャルについて、全員が高評価。

温泉×ワーケーションの相性の良さを指摘。参加者の一人

は、仕事のストレスで神経内科に通院していたが、症状

が随分改善したとのコメント。

また、参加者全員が、「今後も別府市に何らかの形で関

わっていきたい」と回答。

実証結果
※参加者アンケートによる

実証結果
※参加者アンケートによる

APU起業部所属の学生事業アイデア（3チーム）

のブラッシュアップ、メンタリングプログラム

については評価が分かれた。

要因としては、

別府（大分）の地域課題解決の視点がなかったこと。

シード以前のレベルのアイデアもあり、参加者

の期待値と乖離があった。
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発表者

ミス・エアー大分

阿南　希 氏

ミス・ウォーター大分

羽太　風花 氏

ミス・ファイヤー大分

嵯峨　まゆ 氏

　2019ミス・アース・ジャパン3名に、地球環境保全、

温泉を含む地球のエネルギーの大切さについて発信し

ていただきます。

阿南　皆様おはようございます。私たちは現在別府に

住んでいる3名です。ミスアースジャパン大分大会

を通じて環境問題に対する意識をもって現在取り組

んでおります。

　わたくしたちは環境問題に対する専門家ではありま

せん。ですのでミスアースを通じて経験してきたこ

とや知ってきたこと、これから行っていきたいこと

をお話しさせていただきます。宜しくお願い致しま

す。

　まずミスアースとはミスワールド　ミスインターナ

ショナル　ミスユニバースと並ぶ世界4大大会の一

つとなっております。

　ミスアースの特徴としては環境問題に対する意識向

上を訴える女性を輩出することを目的としておりま

す。その点がほかのコンテストと違う点となってお

ります。

　またミスアースは今年度世界85か国の国で開催さ

れました。世界大会はフィリピンで開催されまし

た。いま私たちは　ミスエアー　ミスウォーター　

ミスファイヤーという名前ですが、あとミスアース

大分というものも一人います。彼女は東京から大分

大会に出場し今は見事日本代表に選ばれておりま

す。そして彼女は世界大会に出場して世界のトップ

20位に選ばれております。

　そしてこのミスエアー　ミスウォーター　ミスファ

イヤーという名前なんですが地球のエネルギーにな

ぞらえて空気があって水があって火があるというこ

とで名づけられております。

　これから私たちの活動をスライドにて紹介させてい

ただきます。こちらの写真は市長の表敬訪問の時の

写真ですね。

　こちらは大会前の写真撮影です。

　次がファイナリスト10名の写真です。この写真の

中から4名が選ばれました。

　私たちはミスアースを通して環境活動だけでなく、

ミスとしての活動もありますのでウォーキングレッ

スンなども受けました。また大分の知識を身につけ

るために姫島での研修に行かせていただきました。

　そこで清掃活動を行い海洋プラスティックの問題が

大きくなっておりますので、その点も勉強させてい

ただきました。今までこういったことを学んでこな

かった普通の女性がこの活動を通して勉強していき

経験していくことがいい活動だと思います。

　そして大会時の写真です。

　ドレスや水着での審査や環境に対するスピーチの審

査もあります。

　こちらは大会が行われた、中津市での清掃活動の様

子です。

嵯峨　ご紹介にあずかりました、ミスファイヤー大分

の嵯峨まゆです。

　活動内容についてお話しさせていただきます。先ほ

ど紹介のあった中津市での清掃活動についてです

が、この活動を通じて感じたことは想像していたよ

りゴミが落ちており心が痛みました。それと清掃活

動することによって地域の方々と交流することがで

きコミュニティの場ができたのではないかと感じて

います。

　二つ目はこちらのスライドは「藻」なんですが、こ

ちらは化粧品の材料になります。

温泉を含む地球エネルギーの大切さ

発表者
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　温泉の藻を使って化粧水などが作られております。

　明礬温泉に研究所があり3か月ほど前に見学にも行

かせていただきました。毎日「藻」が濃くならない

ように定期的にかき混ぜながら、そして音楽などを

聞かせており、まるで人間の赤ちゃんのように育て

られておりました。こちらの藻を使い化粧水を自分

で作る体験もできました。温泉の効果を使いヘッド

スパなどもできます。

　研究所が明礬温泉ということもあり、このような地

獄蒸しの料理も食べることができます。

羽太　ミスウォーター大分の羽太風花です。これから

今後のミスアースとしての活動についてお話しさせ

ていただきます。こちらの写真にあります通り地域

のイベントに積極的に参加させていただいており

ます。今後もSDGｓという地球環境保全を発信し、

地域活性化に努めていきたいと思います。

　先日アースデイというフリーマーケットに参加させ

ていただき、地球環境にやさしい商品や食べ物など

を販売し、皆さんが地球環境にやさしくあろうとい

う意識を高めるために地球環境保全について5分ほ

どお話しさせていただきました。

　来年の2020年もミスアース大分大会がございます

ので、それに向けて私たちは告知活動や認知度を高

める活動をしていきます。これからも頑張ってまい

りますので今後ともよろしくお願い致します。

　以上ミスアース大分からの報告とさせていただきま

す。ありがとうございました。
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コーディネーター

温泉ビューティ研究家

トラベルジャーナリスト

石井　宏子 氏

パネリスト

美容家・オーガニックスペシャリスト

吉川　千明 氏

九州大学病院別府病院 准教授

前田　豊樹 氏

進行　「暮らすように旅をする、新・湯治プランの提

案」を始めさせていただきます。世界的に旅行の目

的となっているウエルネスと別府ならではの湯治文

化を融合させて、宿でゆっくりとヒーリングアク

ティビティを楽しんだり、散歩をしたり、地元の人

たちに混じって食材を買って地獄蒸しをしたり、暮

らすように旅をすることの魅力について情報を発信

します。具体的にはオーガニックと美容のスペシャ

リストでいらっしゃいます吉川様にアドバイスをい

ただき、ツアープランを作成し、温泉とオーガニッ

クの素材を組み合わせたヒーリングアクティビティ

も創出します。時間に追われず、自然と調和し、自

分の体と向き合うことで心身の回復を図る新・湯治

に対し、期待する事についてディスカッションをし

ます。

　それではパネリストのご紹介です。美容家でオーガ

ニックスペシャリストでいらっしゃいます、吉川千

明様でございます。そして、九州大学病院別府病院

准教授でいらっしゃいます前田豊樹様でございま

す。コーディネーターは温泉ビューティ研究家でト

ラベルジャーナリストの石井宏子様にお願いいたし

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

石井　はい、沢山別府の色んなお話しが続きましたけ

れども、ついに最後の演題になりまして、まさに別

府らしい「暮らすように旅をする、新・湯治プラン

の提案」というテーマで色々お話をしていきたいと

思います。私は今回、コーディネーター役、進行役

も含めて、少し全国を旅する、旅行のジャーナリ

ストとして、旅のトレンドなんかもお話ししなが

ら、進めさせていただきたいと思っております。今

回テーマになっております「新・湯治」という言葉

なんですが、お聞きになったことのある方、それか

ら初めて聞くなあという方もいらっしゃると思いま

す。「新・湯治」という言葉はですね、環境省が一

昨年、2年前から立ち上げた課題の1つ。全国の温

泉地をもっと活用しようというところから始まった

プロジェクトなんですけれども、全国の温泉とそれ

から温泉地を取り巻く環境、こういった地域資源を

活用して、それを楽しみながら、温泉に滞在するこ

とで、身も心も心身ともにリフレッシュして、もっ

と人生を楽しくしようと。平たく言うとですね、温

泉プラス何々っていうことで、温泉地で何かその人

のライフスタイルに合ったことをすることで心身を

癒そうと。湯治と言うとロングスティ、長く何泊も

いて心を治していくというような湯治もあるわけな

んですけれども、今回のその新・湯治、まあ現代湯

治という風に表現をする方もいらっしゃいますが、

これはたとえ1泊2日でもとにかく温泉地に行って、

何か自分のライフスタイルに合った、その土地を楽

しむ過ごし方をすることというのを先ず国民に推進

コーディネーター

パネリスト

暮らすように旅をする、新・湯治プランの提案

シンポジウム
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していこうというプロジェクトだという風に認識し

ていただければと思います。そして今回はですね日

本全国各地で新・湯治、取り組みというのを進めて

いる訳なんですけども、それの1つとして別府らし

い暮らすように旅をするというテーマで新・湯治

の実証をしたらどうなるだろうということでです

ね、今回はオーガニックのスペシャリスト・美容家

であります吉川先生にその滞在プランを作っていた

だいて、今回この別府ONSENアカデミアの後援に

もなっていただいてます日本航空のCAさんにです

ねご協力いただいて、別府で実証実験をいたしまし

た。その様子を今回、吉川先生にお話しいただき、

そしてそれで実際どういう医学的なことが起るの

か、医学的にどういう検証が出来るのかということ

については前田先生の方にですね、色々チェックを

していただいてますので、その両面から、どう楽し

んだかということとですね、それからどんなに医学

的ないい事があるかというような事も含めて、先ず

発表していただきたいと思います。では、吉川先生

の方からお願いします。

吉川　はい、ありがとうございます。吉川千明です。

　よろしくお願いいたします。自己紹介をさせていた

だきます。美容家・オーガニックスペシャリストと

いう肩書きででています。「目指すのは、自然体で

エレガント、科学的にナチュラルに」をモットーに

コスメのみならず、食・女性・医療・漢方・植物療

法・ファッション・インテリア・旅とナチュラル、

ヘルシーな女性のライフスタイルを提案していま

す。1990年代よりオーガニックコスメと植物美容

を日本に広めてきました。スパも私の本業です。ま

た、婦人科の先生と女性ホルモンのセミナーをこれ

までに136回やってきまして、わたしにとっては女

性の健康啓発もとても大事な仕事です。集英社の

OurAgeというオンラインメディアにコラムを連載

していますので、もしご興味がありましたら見てく

ださい。元々は企業内教育、それからインテリアの

仕事をしていたのですが、31歳の時に起業し、美

容室を一軒作ったことがきっかけで、美容の道に

入りました。ご縁あってオーストラリアのオーガ

ニックコスメブランドを日本で展開する事になり、

1997年に東京の青山に初めの一軒目を作って以来

そのブランドを広げるために次々とショップを作っ

ていった時代もあります。スパブームだった頃には

港区の白金台にビオ・パスカルという隠れ家サロン

を作り、テレビの人気投票で1位になったこともあ

ります。素晴らしいスパでした。銀座に女性専用の

漢方薬局を作って薬剤師を育てていた時代もありま

す。そして、現在は、完全に方向転換しました。今

までやってきたことを、全て、ひと様の会社のため

に活用することにし、PRやコンサルティング業務

を行う会社をやっております。この写真は、16年

前メルボルンに行き、緩和ケアやこども病院、高齢

者施設を見学した時の写真です。そこには理想的な

医療がありました。今、写っているのは、ショップ

のオープンの時の写真ですが、写っている小さい子

は私の娘です。隣にいるのは父ですが、周りの助け

を借りながら、子育てをしながら仕事をやってきま

した。次の写真は、社会人になって鍼灸師になった

妹です。彼女は2000年のシドニー五輪の時にオリ

ンピックの選手村に入る資格を得て、アロマテラピ

ストとしてメダリストのボディケアをしていたとこ

ろ、筋肉の回復には東洋医学と鍼灸が必要と感じ、

鍼灸師になりました。現在、妹と渋谷区恵比寿に

「働く女性の保健室さくら治療院」という鍼灸治療

院もやっています。不妊治療などもやっています。

次の写真はアンチエイジングのドクターと写ってい

ますが、友達でもあるドクター、ブレーン達とも連

携してやってきました。別府ですが、別府とは縁が

ありまして2017年に初めて来てから、もう10回以

上来ています。湯布院もお隣ですけど、大好きなと

ころです。

　—「暮らすように旅する、新・湯治プランの提案」—

　今回のテーマに合わせ、3泊4日のプランを組んで

みました。この行程で過ごしていただき、実際にど

うだったか、アンケートを実施することにしまし

た。日本航空さんにご協力いただきまして、全て女

性でしたが、20代の方2名、30代の方2名、40代

美容と健康・新湯治3泊4日

PPT用日程表xlsx.xlsx

1日目 2日目 3日目 最終日

早朝 6時半

〜7時半
ストレッチ＆ヨガ（柳屋）

ストレッチ＆ヨガ（富士
屋）

ストレッチ＆ヨガ（柳屋）
朝が早い。意外にヨガ初心者が多かっ
た。

朝食 地獄蒸し朝食（柳屋）◎ 地獄蒸し朝食（柳屋）◎ 医師会で血液検査 サラダドレッシングが美味しかった

午前 医師会で血液検査 ハーブボール制作 ◎ 山野草の花教室◎ 作り物はよい。

昼食 晴海でランチ ◎ 自由 ◎ 地元を歩く 自由 ◎ 地元を歩く
晴海の景色が好評。地元B級グルメが
好評。

午後

個別カウンセリング ◎ 個別マッサージ 個別マッサージ
蒸しのリサーチになった。一人だった
ので忙しかった。

街歩き ◎ 袋物縫い教室 ◎ 自由 ◎
縫いものは良かった。地元の人のホス
ピタリティが◎

夕食
蒸士茶楼（薬膳） ◯
量が足りなかった

地獄蒸し自炊 ◯
自作は1、2品でよい

オットエセッテ
地獄蒸しイタリアン ◯
量が足りなかった

年齢は重要。量は必要だった。若い女
子は自炊が不得意。

寝る前
セッション

腹診と呼吸法◎
睡眠とリンパマッサージ

◎
足のマッサージ ◎

好評だが、ナイトセッションは服装や参
加の自由度を考慮の必要あり。
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の方2名、トータル6名で3泊4日を鉄輪温泉の柳屋

さんで過ごしていただきました。 

　今回は、鉄輪温泉らしい、世代の違う働く女性のた

めのメニューを作りました。

　1日目は、着いてすぐに前田先生のところで、皆様

全員に、血液検査をしていただきました。その後、

「晴海」でランチをし、今回の宿泊先となる「柳屋」

に移動。先ず、私、吉川が個別にカウンセリングを

し、その後、鉄輪温泉の街歩きにできました。これ

は町民で街案内専門の方にお願いしました。柳屋の

おかみさんと私もついて一緒に歩きました。夕食

は、町の薬膳中華「蒸士茶楼」でとっていただきま

した。その後「ナイトセッション」と名付けたセル

フケアのクラスを寝る前に行いました。1日目のナ

イトセッションは、「腹診」をやりました。東洋医

学に「腹診」という診断方法があるのですが、それ

をアレンジしてレクチャーしました。お腹を押さえ

てみて、自分の体の状態が良好かどうかチェックす

る方法です。お腹の硬さや弾力でストレスの度合い

などがわかります。あわせて呼吸法もやりました。

　2日目は、朝6時半に起きていただき、「朝ヨガ」か

らスタートしました。大分からヨガの先生をお呼び

して、大きめの畳の部屋にヨガマットを敷き、1時

間ヨガをしました。

　その後、朝食を済ませ、午前・午後とワークショッ

プを致しました。1日目の午前は「ハーブボール」

作りをしました。ハーブボールはタイの伝統的な治

療法の一つで、丸く作ったハーブ製の温湿布のよ

うなものです。一人一つずつボールを作って終了。

ワークショップ後の昼食は用意せず、町に出かけて

好きなところで食べてもらうようにしました。昼食

後の午後のワークショプは「袋縫い」をしました。

裁縫が得意な町の人が先生になり、ミシンを使って

可愛い巾着袋を一人一人が作りました。場所は、柳

屋のラウンジスペースで行いました。全員袋縫いを

しましたが、その合間を塗って、私が、一人一人を

順番に「マッサージ」をしました。2日目と3日目

の2日間の間に一度はマッサージを受けていただく

というものです。時間割を作り、順番に来ていただ

きました。2日目の夕食は別府ならではの地獄蒸し

を使って、自分たちで夕食を作ってもらいました。

材料は町の方が準備してくださいましたが、皆さん

で、頑張って作り、とても豪華な自炊料理となりま

した。そして、夜の「ナイトセッション」は、「睡眠」

と「眼精疲労」「リンパマッサージ」についてレク

チャーし、実際にやってきただきました。

　3日目は、「朝ヨガ」と「朝食」後に、午前のワー

クショップとして「花生け」をしました。湯布院の

高倉先生に来ていただき、季節の山や野の花をふん

だんにお持ち込みいただき、それをそれぞれが生け

ました。その後、自由な「昼食」をしていただき、

3日目の午後は、予定を入れず自由に過ごしていた

だきました。合間には、マッサージを受けに来てい

ただきました。今回のトリートメントは、その人の

体調や好みに合わせて、フェイシャルとボディ両方

とも行いました。オイルを使ったりハーブボールを

蒸して使ったり、自由自在にその場で、その人のた

めに組んだ内容の施術を体験してもらいました。そ

して、3日目の、最後の夜は、柳屋内にある地獄蒸

しイタリアンの「オットエセッテ」にて、地獄蒸し

イタリアンの夕食を楽しみました。そして、夕食後

のナイトセッションは、「足のセルフケア」を行い

ました。足のマッサージをお教えしました。3日間

を通じてお腹、顔、足と3箇所のセルフケアを覚え

ていただき、家に帰ってからも自分のその日の疲れ

を自分でケアできるように考えました。

　最終日は、朝ヨガをし、朝食は抜いて、皆様は前田

先生のところへ血液検査を受けに出発なさり3泊4

日の柳屋での行程は終了しました。

　＜アンケート結果と感想＞

　① 食事に関してーその土地独自のものが喜ばれた。

B級グルメが大好評。

　⃝ 晴海での昼食—ほぼ満点の評価。雄大な海を目の

前にしてのランチは、旅行気分にする最高のス

イッチだったのだと思います。

　⃝ 柳屋の朝食—満点。地獄蒸しを使った蒸篭入りの

朝食は、オリジナルドレッシングとともに大好評

会場全景
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でした。

　　  昼食（フリー）ー B級グルメに高評価。ねぎ焼き、

冷麺など町のB級グルメを回って好きなものを食

べられたことは楽しかったようです。

　⃝ 地獄蒸しの自炊夕食—地獄蒸しを使った、皆で作

る食事は、材料を用意してあったが手間がかかり

すぎた。満足のいく豪華な食事になったが、作る

ほうにかなりの時間と手間を取られた。体験する

ことが重要なので、1、2品を蒸す位で良かった。

　⃝ 町のレストランでの外食—「蒸茶楼」「オットエ

セッテ」とも高評価だったが、湯治というテーマ

に合わせ、ヘルシーなメニューだったせいか、「も

う少し食べたかった」、「夜中にお腹が空いた」と、

今後は、人に合わせた量と夜食の用意などがある

と良いと感じた。

　② 美容と健康のパート—カウンセリングと個別の施

術は喜ばれた。蒸しハーブボールも別府温泉なら

ではの特長がでて良かった。

　⃝ 「個別カウンセリング」—ほぼ満点の評価。カ

ルテに従って、体調やコリ、痛みのあるところ、

眠れているかなどを聞いたものですが、「親身に

なって聞いてくれた」と評価が良かった。私もそ

の時の様子やカルテの内容に気をつけて参加者様

のお世話をさせていただきました。

　⃝ 「朝ヨガ」—6時半起床は早かったようで、2日

目から7時起床に変更。ヨガに慣れている人とそ

うでない人がいて、初心者に向けて、難易度の高

くないものがよいと感じた。朝から体を動かせた

ことに参加者は満足。

　⃝ 「ハーブボール作り」ーほぼ満点。香りを嗅ぎな

がらボールを作り、地獄蒸しで蒸して実際に試せ

たことはとても良かった。

　⃝ 「個別の施術体験」ー満点。一人一人に合わせた

トリートメントにしたことが良かった。自分たち

で作ったハーブボールを使用したことも良かっ

た。地獄蒸しが活きた施術であった。

　⃝ 「セルフケアを学ぶナイトセッション」—ほぼ満

点。「体調チェック」「睡眠」「眼精疲労」「むくみ」

「顔のリンパケア」など働く女性の悩みに特化し

実用的だった。役に立ったが夕食後で本来は休み

たい時間だと思いました。

　③ 町の人に「学ぶ」ワークショップー町の人のホス

ピタリティが一番のおもてなし。

　　  持って帰れるものやおみやげも喜ばれた。今回の

一番の目玉となりました。

　⃝ 「町の人による町案内」—ほぼ満点の評価。楽し

いだけでなく歴史など「学ぶ」要素が入り「知れ

た」ことが満足につながったようです。

　⃝ 「湯布院の高倉先生の花のレッスン」—ほぼ満

点。ふんだんにお持ちいただいた季節の質の良い

山の花や枝を素材に、ひとりひとりが手ほどきを

受け、集中して自分と向いあえる最高の時間だっ

たと思います。生けた花を自分の部屋に飾れて楽

しかった、初日にして欲しかったと意見あり。花

をおみやげに持ち帰りされていました。

　⃝ 「町の裁縫上手によるミシンとアンティーク生地

で作った袋物レッスン」—久しぶりにミシンに怖

がりながらも集中し、充実の時間でした。「実用

的」「旅の記念になった」と高評価。柳屋の女将

さんがコレクションしていたアンティーク布地が

大変おしゃれだった。

　④その他

　　  宿泊した旅館「柳屋」についてーほぼ満点。旅館

の人との距離感が良かった。アメニティーが良

かった。枕元にコンセントがあって良かったなど

非常に満足されていたよう。

　⑤ 吉川の感想：よい3泊4日になったと思います。

「暮らすように過ごす」「新湯治」に合わせて作っ

た通りになったと思います。何よりも町の人のホ

スピタリティが素晴らしかった。町の人の中に

眠っている才能が素晴らしいと感じました。「温

泉」という地面からの贈り物と町の人のホスピタ

リティと才能を活かせば、魅力的な湯治プログラ

ムが作れると感じました。よその真似をしないほ

うがいいと思います。オリジナリティ、「地」を

大切に。それと、温泉という所は本当に素晴らし

い「場」だと感じました。温泉で温まり、浴衣を

着てもらって、畳の上で実地でセルフケアの指導

が出来ますから。働く女性たちにとって大事な

健康管理を湯治場でお伝えすることができます。

ハーブボールも地獄蒸しにぴったりな美容術でし

た。町の人に作り方と施し方を覚えていただけれ

ば、新しい産業になると思います。

　写真は、鉄輪温泉と大きな道路を隔てたところの小

倉地区です。ここのお湯は、広島の原爆の火傷の人

たちの治療をひき受けてきた場所でした。町の人た

ちが原爆センターと呼んでいる場所です。私たちは

同じ日本人ながら温泉がこのような任務を担ってい
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たとは知りませんでした。そして、今回の場所でも

あった、鉄輪の蒸し湯があるところは、一遍上人が

開いた場所で、皆が元気になって置いて帰った杖で

山が出来ていたということです。これも知りません

でした。本当に知らないことばかりだなあと思いま

した。別府の温泉の効果や歴史を知れば、皆驚くと

思います。まだまだ知らせてゆく必要があります。

　そして、私からの提言です。100年時代の湯治は、

病気治療から、予防のため、セルフケアのために温

泉を使うべきだと思います。それから不妊対策。国

が不妊治療のための休暇のことを取り上げています

が、最近は受胎準備、プレコンセプションが重要と

言われています。妊娠のための準備をすることが大

事であると思います。体を冷やさない、ストレスを

減らす。夫婦で少し長めの湯治に来ることも良いと

思います。お籠り湯治ですね。そして私はシニア以

降ですが、100年時代、これから何をすべきか、最

後までどう生きるかものを考える場に温泉がぴった

りであると思います。研修の場にも向いています。

これからの場所と時間を選ばない働き方にも温泉は

最適です。

　最後のこの写真は、父と玉川温泉に行った時の写真

です。父は癌で4年前に亡くなりましたが、亡くな

る4 ヶ月前に山深い秋田の玉川温泉まで癌治療に行

きました。行ってみたら、周りは癌の人ばかり。で

も皆さん、全く暗くないのです。「最後もう手立て

がないけど、ここで頑張ってみよう！」という感じ

で、意外に明るい。朝食後にみんなでゴザを持って

山に登って、あちこちにゴザを敷いて寝転んで、知

らない同士がおしゃべりしながらラジウムに当たっ

ているのです。山から帰って来たら、硫黄の強い温

泉に日に何回も入って治療に励みます。湯治場の売

店の人も、施設の人もみんな優しくて、懐の深い場

所だなあと思いました。すごい場所です。

　温泉は日本の大事な資源だと思います。これから

は、なんでもぶっ壊して作るのではなくて、リソー

スは私たちの中にあると思っています。SDGsの叫

ばれる中、自然を大切に、枯渇させないように、こ

の宝を活用して行くことが大事だと思っています。

長くなってしまいました。石井さん、申し訳ござい

ません。

石井　とんでもない。

吉川　私は以上です。

石井　吉川先生、ありがとうございました。素晴らし

いね、皆さん体験をされて、こういったしっかり

とした3泊4日のじっくりしたプログラムを組んで、

実際に体験していただいた方々の意見をアンケート

という形でね、まとめたという実証実験、これから

も色々なパターンをやっていけると面白いなと思い

ながら聞いておりました。ではあの前田先生、今回

のツアーの医学的な部分の検証と、その他いろいろ

な局面からお話しいただければと思います、よろし

くお願いします。

前田　石井様、ご紹介ありがとうございます。それで

は今から、今回ご紹介のあったツアーについてです

ね、医学的な見地から少しお話をさせていただこう

と思います。ちょっと座して失礼をいたします。

　題目はこちらにございますように、「ヒーリングア

クティビティを組み合わせた温泉ツアーの健康増進

効果」ということで、温泉が中心になりますので、

温泉を中心にお話をさせていただきます。温泉の医

学的効果につきましては環境省の方から一般向けに

このようなパンフレットが出ております。これはそ

の2ページ目の所だけをピックアップ、最初のペー

ジと2ページ目だけをピックアップしてきましたけ

れども、かいつまんで言いますと、痛みとこわばり

それからまあメタボに効くと。まあ重症のものは難

しいですが、軽症から中等症までのメタボに効くと

いうことで、こういうものも今の現代医療に使わな

い手はないということで、私どもの病院では温泉で

すけれども、特殊温泉浴。これは泥湯です。鉱泥浴

という風に言います。泥と言いましてもご覧の通り

液状のもので、実際に目を閉じてこのお湯に触れま

すと、ほとんど水と変わりません。実際に時間をお

いておきますと冷めた味噌汁、ずーっとこう細かい

この泥の分子がこう沈殿して、ここにかき混ぜる棒

があるんですね、これでその沈んだお味噌汁みたい

な泥をかき混ぜて、このような一様な形にして、そ

こにこう実際に普通のお風呂に入るように入ってい

ただくと。40度というぬるめの温度に設定してあ

りますけれども、何がいいんだということなんです

けども、まあ温泉よく温まるよく温まると言います

けども、実際温まるのか、ということで検証をして

みたことがございます。これは7年ほど前になりま

す。実際にテレビでたけしの何とかって言うので取

り上げられた時に使ったデータですけれども、あの

水道水を40度に温めて、そこに10分浸かる。その

時の上昇の結果っていうのが、こちらです。ほとん
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ど上がらないですね。0度とか0.1度。今お見せし

た泥湯の方に10分間40度浸かります。40度ですか

ら、ぬるめですけれども、そうしますとこちらのよ

うになります。人によります、体形とか代謝にもよ

るんでしょうけど0.4から0.8度。ちなみにこれは

どこを測ってるかと言いますと、この耳の奥です。

鼓膜の手前のところ、外耳道の温度。ここでは英語

でeardrumと書いてますけど、鼓膜の近く。何で

そんなところ測ってるのかというと、これは脳の温

度を見ています。で実際の胸の辺りまでしか、あの

先ほど写真で見ていただきましたようにしか浸かり

ませんので、まあ頭までスポッと入っていくことは

無いんですけれども、そこは浸かっていなくても先

程の泥湯ですとこのように温まる。実際にそれだけ

温度が上がる、これは明々白々ということで、ああ

いう温泉の要するに水以外のものを分子が様々存

在することで、このような物理学的効果が生まれ

る。これを使って治療すると先程ありました痛みと

か、こわばりそういったものに使える。これだけ効

果が高いんであれば更にその痛みこわばりがひどい

もの、そういうものにも応用してみようということ

で、当院では線維筋痛症いう病気に使っています。

あまり耳慣れないかもしれませんけど全国に200万

人ほどおられるという風に言われていて、参考に関

節リュウマチが大体全国で70万人程度と言われて

ます。リュウマチと言ってそれを知らない人はあま

りいないと思いますけど線維筋痛症と聞いた時に、

「ああ、あれですね」という風に言っていただく方

は極めて少ない。医者の中でもひょっとすると少な

かったりする。何故そんなに名前が売れてないかと

いうと、非常に特徴のない病気、痛いというだけな

ので検査をしても何も異常がない。普通の痛み止め

が効かない。そうなりますと何か精神的なものでは

ないかとか、精神科の方に行けとか、心療内科の方

でなんとか治らないか、その患者さんは納得したい

のであちこち整形外科行って神経内科行って精神外

科行って、麻酔科医行って、どこ行ってもちゃんと

した治療が受けられないということで、まあ1%あ

るんでしょうかね、病院でちゃんと治療を受けてお

られるのが。これは脳そのものの病気で、痛みに対

するそのコントロールが効かなくなって、なんでも

かんでも痛いという風に感じとるという非常に特殊

な病気だという風に言われています。何か特別なス

トレスがあった後にこういうことが発症するという

ことが多いとは言われていますけど、根本原因はま

だ分かっていません。それに今のような温泉治療を

使いますと大体1/4ぐらいに痛みが減るということ

が分かっています。色んなところで治療を受けて、

色んな病気を、色んな病院に回って治らないという

ような方が最後たどり着いて、その方々にこの治

療を大体まあ1 ヶ月内外でしょうか、入院して頂い

て、毎日10分だけ入っていただくだけです。もう

それだけです。それで痛みはこれだけ和らぐと、そ

ういう、温泉には非常に他では治せない、西洋医学

で治せない優れた効果が、こうやって存在するとい

うことです。北海道から、あるいは東京、今は京都

から、この間は高知から来られてましたけども、日

本国内津々浦々から当院にお越しになって1 ヶ月程

度この治療を受けて、全国で200万人おられますの

で、お越しいただいて治療させていただいていま

す。そういう背景を含みおいて、今回のツアーを検

証していくということになります。ちなみに痛みだ

けではなくて、痛みが取れていくからということが

あるんでしょうけれども、栄養状態が改善すると

か、それから非常に僅かではありますけども、ほん

の心持ち見受けられるかもしれない炎症反応もちゃ

んと低減するということで、体の中の様々なストレ

スをとることが、そういう痛みの低減に効いている

んだろうという風には推定しています。脳の中で何

が起こっているかというのはまだこれからというこ

とになります。

　今回の新・湯治プラン、こういったような効果の高

い温泉というものを中心に、色々他の物を組み合わ

せてどのようにストレスが取れていくか、暮らすよ

うに旅をするということで、暮しの中にあるストレ

スというのも取れていけばということになるのかも

しれません。でこれが目指すところはウエルネス、

ヘルスの先ですね、まああの簡単に、私なりに定義

をここに書きました。色んな定義があって、単に健

康であるというだけではなくて、内側から外側から

自分の身の回りのこととも含めて、豊かな人生を

送っていけるような、そういう体の内外の環境を整

えていくということがまあウエルネスということに

なるのであろうと。そういうことに、温泉、あるい

は温泉を使ったアクティビティというのがどのよう

に効いていくのかということで、このツアーを検証

するということになります。

　このツアー今年からやおら行うようになったわけで
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はございませんで、私もこの会に関わらせていただ

いて、もう今回が3回目になりましょうか。昨年は

ちょっと身内の不幸事がありまして急遽参加出来な

かったということがあるのですけれども、最初の年

です。同じようにこの温泉ツアーというのはござい

ます。その時のことをちょっと紐解いて、その流れ

でお話をしたいと思いますので、少し2年前にバッ

クします。2年前は60歳以上の方を対象に高齢化社

会ということですね、あの全国でももう今65歳以

上が全国で27%そこそこですか、別府は28%を超

えています。高齢化という意味ではそうですね日本

全国の数年先を行ってるということになるので、も

しあの高齢者に対していい政策、医療を含めてです

けども、それをちゃんとモデルとして示すことが出

来れば、日本の近未来モデルを別府から発信するこ

とが出来るという、そういう社会的環境にいたると

も考えられます。まあそういうこともあって、この

モニターツアーいうのも先ずこの別府市が企画され

たわけですけど、どんなものであったかと言います

と4泊5日ということで、またあの健康のチェック

は別府医師会さんの方でお願いするとか、それから

その料理に関しては、別府大学溝部学園で地獄蒸し

料理等をまたお願いするということで、今回と共通

の点が多いわけですけれども、内容を見ますと最初

に健康診断を受けて、鉄輪夕暮れ散歩、それから地

獄蒸し、先程もご案内がございます。地獄めぐり

をする。これまでとちょっと少し違うのは、砂湯

があったり、それから神社仏閣巡り国東の方です

か、トレッキングとかですね、それからまた鉄輪の

蒸し湯があったり、それから温泉プールで湯中運動

体験とか、ちょっと温泉の方も色々毛色の変わった

ものを組み合わせた、そういうツアーで、また健康

チェックを受けて帰っていただくと。この時は20

名ご参加頂いたかと思います。今回行くところを改

めて振り返ってみますと、もうあの先程吉川さんの

方からご案内を頂きましたので、もう細かくは申し

ませんけれども、ポイントとしては、あの初日最終

日は温泉入浴1回ずつですけれども、中日、2日目

と3日目は午前・午後1回ずつ温泉に入ると。これ

はあの柳屋さんのあの塩化物泉ですけれども温泉に

まあ入ってリラックスしていただく。その合間に先

程ご案内いただいたようなアクティビティを散りば

めてあるという、そういうツアーですね。でその関

係部署というのをちょっと地図の上で眺めてみまし

た。一番下の方から赤い三角あるいは青い三角もあ

りますけども、一番下の方から別府市の医師会、こ

れはあの前後の健康診断を請け負って頂いておりま

す。で別府市役所、これは今回の中心ですね、これ

を企画し運営しているということになります。で私

が所属します九州大学病院別府病院で、上の方別府

湾の縁のところにある晴海さん。青い印はこれはあ

の鉄輪地区ですけれども、少し拡大して見てみます

と、ちょっと青印が小さくなっておりますけど、下

の方から3つ並んでるところの真ん中は、柳屋さん。

今回皆さんがご宿泊をいただいたところ、レストラ

ンとしてはオットエセッテあるいはその横、ふくば

こさん。上の方に行きますと、むすびのさん、左の

方の端の方へ行きますと、地獄蒸し蒸士茶楼さん、

真ん中は鉄輪の蒸し湯ということで柳屋さんの塩化

物泉だけではなくて、蒸し湯もご体験いただくと、

いうことで様々、食文化も含めて、こういうアク

ティビティを鉄輪あげて別府をあげてのイベントだ

ということがこれで見て取れます。

　毎日見ていきますと、ちょっと重なるところがござ

いますけれども、別府駅に来ていただいて、メディ

カルチェック、健康診断受けて頂いて、晴海さんで

ご昼食。温泉の入り方、温泉を飲む事も含めて、入

り方、飲み方をご紹介いただいて、街案内。それか

ら蒸士茶楼さんで夕食。でさっきのセルフケアです

ね、それを受けて温泉入浴して第1日目が終了。2

日目は朝からモーニングヨガあるいはストレッチ、

地獄蒸しを召し上がっていただいて、午前の温泉入

浴。ハーブボール作りということで楽しんで頂く。

ご昼食はむすびのさん。また矢野裕子様によるワー

クショップ、手作りの作品を色々楽しんでいただい

て、施術体験。頭や体ということで今度は先ほども

ご案内ありました、地獄蒸しの自炊を楽しんでいた

だく。実際にまた食べて楽しんでいただく。リンパ

フェイシャルのケアをして、それでまた温泉入浴。

3日目はまたモーニングヨガ・ストレッチというこ

とで、ストレスを取って地獄蒸し料理。生け花を楽

しんでふくばこさんでご昼食。温泉入浴、先程のあ

の鉄輪の蒸し湯ですね、そちらへ行っていただい

て、オットエセッテさんで夕食。足リンパマッサー

ジをセルフケアして温泉入浴。4日目、これは先程

ご案内がありましたけどヨガ・ストレッチですけ

ど、これ毎朝やってたものですけれども、それから

またメディカルチェックを受けてお帰りいただく。
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こういう内容です。JALの皆様に26歳から41歳と

いうまあ若い女性の方々 6名にご参加頂いてるとい

うことです。検査項目ですけれども実際にアンケー

トといますかストレス質問票で、どのぐらいストレ

スがかかっているかというのを見させていただく。

身体測定をする、血圧も診て、それからストレス関

連の検査ということで3つほどあげてみました。ま

あ我々病気の方、患者様を相手にすることが多いの

で、健康の方が更に健康なるのにどうするかという

のは非常に悩ましいとこなんですが、まあストレス

ということにポイントを置いて検査をしてみまし

た。実際にこれは各人にお返しした、検査結果です

けれども、その質問票によるストレスが前後でどの

ぐらい取れたか、血圧はどうか、それから今の血液

検査等々の結果がどうだということを含めて、これ

について、大分ストレスが取れたようですねという

私のコメントを添えて各6人にお返ししてるという

ことでございます。ストレスの質問票を最初に質問

する調査票ですけれども、厚生労働省から出ている

もので29項目からなります。1つ1点、最高が4点

ということで最低が29点、最高が76点、点数が低

いほどストレスが低いということになります。それ

から3つ検査をあげると言いましたけれども、内容

につきましては血液検査はコルチゾールという、こ

れはあのストレスに対して抵抗する、いわば防御ホ

ルモンですけれども、ストレスがかかってると体の

防御が非常に高まってるだろうと。それから緊張し

ますと交感神経が緊張するということがわかってま

すけども、これをどうやって検査するか、唾液の中

のアミラーゼが上りますと、その交感神経が緊張し

ているということが分かりますので、これを測っ

て、緊張とそれに対する防御能力と、それから実際

に生物物理学的な実態であります炎症というものを

見てみようということで、炎症反応物質CRPという

のを図ることにしました。実際の結果ですけれど

も、ストレス値は平均で50点ぐらい、それが37点

ということですから3割ほど落ちてるので、この今

回のツアーに参加頂いて、ストレスが非常に下がっ

てるっていう事は分かります。また先程の29項目

の質問票優れもので、ストレスの内容を6つに分割

して解析することが可能です。こちらにございます

ように活気、イライラ、疲労、不安、抑うつ、身体

愁訴という6つに色分けて解析しますけれども、そ

れぞれ点数を取ってみますと、この6つの項目のう

ち、イライラ、疲労、不安、抑うつということに関

して、明確に数理統計学的にはっきりした差が出

て、良くなっているということが分かりました。他

の活気とか身体愁訴も少しこう下がってる傾向にあ

るんですけれども、数理統計学的には95%以上で

ないと、そういう傾向があると言ってはいけないと

いうその不文律がありますので、それに従って結果

を報告してるということになります。血圧の方です

ね、これはもう変わりません。元々若い女性であま

り血圧の高い方っておられないので、実際あまり下

がるというのは見られないんですよ。ただ平均でみ

ますと、ちょっと下がります。ただ先程申しました

数理統計学的にはっきり言っていいような状況では

なかったので、まあ変化が捉えられなかったという

ことであります。期待の3項目ですが、残念ながら

変化はございませんでした。そうすると医学的には

アンケートだけで調査票だけで、あまり身体的に変

化が無いのかなあという風になってしまうのですけ

ど、少し前にもう一度振り返って2年前の結果がど

うであったかということが参考になる。2年前60歳

以上の方ですと、先程のツアーで防御ホルモンであ

るコルチゾールというのが下がる。血圧も下がっ

て、60歳以上の方で血圧の高い方が多いので、血

圧が下がるということが明白にとれたわけです。こ

の時にはコルチゾールです。実際に下がり方を見て

いると、面白い下がり方をしています。この薄ピン

クのところは正常値です。下の方にぽんと防御能力

が落ちてる方がおられますけども、このツアーでむ

しろ上昇してる。防御能力が高まってた方、つまり

非常にストレスがかかって、そのストレスに対抗し

ようと思って体が奮闘してる方はストレスが取れて

くるので、下がってくる。これはもう理屈に合うの

で分かるんですけど、この防御能力が下がってる、

上っているというのはどういうことかというと、こ

れはもう疲弊してしまってるんですよ。ストレスが

かかってその防御能力がだんだん落ちてきて、もう

活力が失われてきてしまう。こういうところに来

て、リフレッシュして、そうすると防御能力が回復

する、非常にありがたい効果がある。これが温泉独

自の効果になります。普通ですと高いものを下げ

る。例えば血圧を下げるのに降圧剤を飲むというこ

とはあっても、降圧剤を飲んでる人は血圧が上がっ

ていくということはないわけです。低い方に血圧を

下げるともっと低くなってひっくり返ってしまうわ

GR003001
ハイライト表示

GR003001
ハイライト表示

GR003001
ハイライト表示

GR003001
ハイライト表示

GR003001
ハイライト表示

GR003001
ハイライト表示



66

けですけれど、温泉じゃあそういうことがない。こ

れはもう他の治療ではない非常に優れた効果という

ことになります。これを見るのに、横軸に最初の値、

それから縦軸に変化率を取りますと、最初低い人、

左の方は、非常に高い値、つまり非常に上がりやす

い。最初非常に値が高い人、右側になりますけど、

それは縦軸で見ると0.5とか1とか半分ぐらいに落

ちる。こういう風な直線のグラフにすることが出来

るんですね。この縦軸の1のところをずーっと引っ

張っていくと大体7ぐらいのとこですか、この辺り

のところに収束していく、ちょうどこの辺りがいい

ところなんでしょう、そういう風な効果っていうの

が温泉にあるということが、この解析法を用いると

分かるわけです。

　で昨年のちょっと紐解いてみます。昨年は40代50

代を対象にして、同じようなツアーを組んだんです

けど、1つ違うのは、このテレワークというのを入

れて、日本人独自のストレスですね、休暇してる時

に仕事のことが気になる。そのストレスを取らない

といけないということですね。それからまたちょっ

と勉強会みたいなものも入ったりする。その場合に

はですね、今度は交感神経の緊張、アミラーゼがや

はりこの収束するような効果があると、ですから高

齢者の場合には防御能力、それから働いてる人の場

合は、少し若い方の場合にはこのように緊張をほ

ぐしてくれる。ただ緊張度もあんまりこう、どう

でもいいやみたいな活力も無くなって元気が無く

なって、もう緊張も何も無くなって疲弊してるんで

す。そういうのもちょっと戻して、やる気出して頑

張ろうという風に活力を戻すという効果もあるわけ

です。ですから何でもかんでも下げればいいという

わけではなくて、少しは元気を残しとかないといけ

ない。そういうことがこの温泉では可能だと。今回

どうかということで、変化を見てみます。アミラー

ゼですね、各人どうなのか、どう変化したか6人で

すのでちょっとバラけますけれども、ちょっとこう

収束した感じには見えます。コルチゾール、防御能

力はどうか、これちょっと拡大してますので、収束

ではないです。炎症反応、ちょっと拡大した感じ

で、そうするとこの交感神経の緊張度を示すアミ

ラーゼ、これがどうも収束してるようだ。先ほど

の解析法を用いてみます。何となくこの斜めに直

線が引けて、収束する傾向はあるなあということ

ですけども、この確率度が80％で95％に満たない

で、ちょっと辛いないうとこではあるんですけれ

ど、この点々を見ますと、ちょっとこうカーブを描

いて、この反比例した双曲線のように見えるんです

ね。従って双曲線でもういっぺん近似をやり直して

みますと、非常によく近似する。ですから単なる直

線じゃなくて高い人は非常に強く引き戻されます

し、低い人は強い力で引き上げられるという、そ

ういう効果がある。30代ぐらいの女性ですけども、

やっぱり働く方々には、こういう緊張を和らげて、

活力を失った方にはそういう活力を戻すという効果

がどうもありそうだということで、こういった交感

神経を適度に緊張に戻すという効果があるというこ

とが分かりました。実際に温泉ではあの揺らぎなが

ら一定のところにいろんなホルモンなり何なり落ち

着いていくということが分かっています。7日ぐら

いのリズムでそういう風に動くらしいですけれど。

今回のところは温泉だけではなくて様々なアクティ

ビティを組み合わせてもらいました。温泉の効果っ

てのは温泉だけじゃなくてその周りの条件も加味し

て見ていかないといけないというのが、日本温泉医

学の祖、ドイツから来られましたエルヴィン・フォ

ン・ベルツ博士の言葉ですけども、今回のツアーは

まさにそれを具現化したものであろうという風に考

えられます。

　ちょっと戻りまして最後の話ですが、最初に線維筋

痛症という病気の話をしました。健康な方はこのよ

うに収束効果があるけれども、病気の方に収束効果

があるんだろうかということで、あの病院の中で

様々な多職種、検査技師の方とか栄養士の方、リハ

ビリの方とか放射線技師の方、そして医者というこ

とで色々寄って集って検討する会が、温泉の効果に

ついて検討する会が当院にあるんですけれども、そ

の中で色々議論をして、色んな検査を見てみまし

た。これは検査で先ほどの解析方法を用いて、どう

も収束効果がありそうだということになりました。

血球系であるとか、あるいは肝臓の機能、それから

腎臓の機能、炎症反応、それから脂質系ですね中性

脂肪とかコレステロール、そういったようなものに

収束効果が、コレステロールなどは下がった方がい

いじゃないかということになりますが、あんまり低

位で下がり過ぎますと癌になりやすいとかいうよう

な話もありますので、ある程度のところに落ち着い

ていく。そういう効果がこちらの患者さんに対して

もあるということを確認することが出来ました。総
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合いたしますと、ストレスを取るということを中心

に、温泉独自のちょうどいいところに収束させると

いうことで、このツアーというものもある程度示し

てますので、もう高齢者に限らず、それから就労者

に限らず、こういうツアーはどんどん、別府から発

信して全国に、あるいは万国に広げていって、勧め

ていっていいんではないかという風に考えます。以

上をもって私の報告とさせていただきます。ご清聴

ありがとうございました。

石井　先生ありがとうございました。面白かったです

ね。皆さんも凄いメモメモっていう感じで、聞いて

おられましたけども、あの何かが、ただ良くなると

かっていうことだけじゃないんですね、あのちょっ

と行き過ぎてるものは下がるし、足りないものは上

がるしということで、今ね、ちょっとテレビでもサ

ウナとかもブームで整いましたとか言う言葉がね、

流行ってますけども、やっぱり心も体もこうあるべ

きところに整うっていうのが、温泉のとてもいいと

ころかなと思いながら、それがもう医学的にも数字

でもはっきりと分かったということでね、今日は皆

さん温泉に対して益々こう自信を持つ、明るい気持

ちになったのではないかなと思ったりするわけで

す。

　では、私の方から、少し別府の話をしていきたい、

別府のことだけでも何時間でも話せそうなんですけ

ど、他の地域のこととかですね、トレンドを少しだ

けお話をさせていただこうかと思います。まあ温泉

から考える日本ならではのウエルネスね、勝手にタ

イトル副題をつけましたけども、私1年のうち200

日ぐらいは、国内外のどこかの温泉を旅して、執筆

をするということをもう15年続けております。外

資系の化粧品会社ですとか、そういったところで

マーケティングと広報の仕事を長年しておりました

ので、温泉というのが結局地球がくれた最高の化粧

品であるということに行きついて、温泉そのものの

美容力を研究し、そしてあの温泉を追いかけている

と、温泉の入る液体の中身の成分だけではなくて、

実際周りの自然環境であるとか、人との触れ合いで

あるとか、そこで出会える食事であるとか、そう

いったもの全て旅をすることが美しくなる基本にな

るなあということでビューティーツーリズムを専門

にしております。山なのか海なのか、まあ別府には

両方ありますけども、川なのか森なのか、そういっ

た自然環境も。実は、医学の処方箋に使われる気候

療法医学というのがありまして、それをドイツで勉

強しました。そんなことで、温泉旅の要素、これ全

てが日本ならではのウエルネスではないかという風

に考えておりまして、温泉に入ること、その土地な

らではの食事をすること、あるいはアクティビティ

とか周りの自然環境、さっき吉川先生のお話にあっ

たような、そこでゆったりした気持ちでマッサージ

やトリートメントを受けること、どんな宿に泊まっ

てウキウキした気分になるかというようなこと、こ

ういったこと全てが実は美と健康につながっている

というわけですね。温泉はその土地にしかない、そ

こにしかない水というものに触れること、そしてど

のように過ごすかということもね、全て美と健康の

元というわけなんですね。

　であの最近の旅のトレンドというのを少しチェック

してみるとですね、やっぱり新・湯治、それから現

代湯治という言葉に惹かれて旅をする方が増えてい

ます。昔はレジャーをするとか、観光するとか、そ

ういう目的の旅が多かったわけですけれども、いわ

ば自分メンテナンスですね、自分の心と体を癒した

いために温泉に行くという方が圧倒的に増えてい

て、インバウンドの伸び率も凄いんですけれども、

実は一人旅の伸び率というのも、ここ9年伸びっぱ

なしですね。インバウンドの伸び率を上回るぐらい

の勢いで一人旅、伸びています。そしてそれもです

ね一人旅が気楽だからとか、自分の心と体のために

行くので、一人でゆっくりしたいと言うね、あの自

分から望んで一人旅をする人というのがとても増え

ています。そして海外の人も増えてくることによっ

て、一泊だけの旅よりも連泊をして、楽しんでいる

海外の方の姿を見て、そこの場所に滞在する旅もい

いなとか、それから旅館の食事も楽しみだけれど

も、その街で食べる。そういったことも楽しいなあ

という泊食も分離で泊まれるところ、別府はね、食

べるところ沢山ありますので、そういうことの推進

もとても進んでいると思います。そして観光地をた

だ見るというだけではなくて、体験による感動を求

める、さっき袋を作ることが楽しかったとか、生け

花が良かったとか、色んな話出ましたけども、そう

いうそこで一生懸命集中して何かをしたことが楽し

かった。後ね前田先生のお話で、他の時のツアーで、

神社仏閣を歩いたりとかですね、そういうオルレの

道を歩いたり、そんな旅も感動につながるというこ

とですよね。そういった、まさに新・湯治の時代、
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その場所ならではのコンテンツを使ったウエルネス

というのが旅のトレンドになってきています。

　そんなわけで日本の温泉文化、湯治こそ日本のウエ

ルネスということでね、1泊からでも自分メンテナ

ンスの温泉に出かけようということが、メディアで

も沢山取り上げられてます。温泉で心と体を緩める

こと、それから心と体に優しい食事をすること、そ

して周りの自然環境を活用すること、こういったこ

とがね、ウエルネスとして前田先生の方から、ヘル

スケアの先にウエルネスがあるというお言葉、凄く

心強いですよね。もっとこう人生を豊かにするため

に温泉を活用するという方が増えてきている。これ

からのトレンドになってくるということですね。

　今回の別府ONSENアカデミアの色々なセッション

で非常に出ていた言葉が非日常と日常ということで

すね。別府はそれの行ったり来たりが出来るという

話もありましたけれども、新・湯治、暮らすように

旅する新・湯治というのは、非日常ではなくて、実

は本来自分が求めている日常ということなのではな

いかと、いう風に考えます。実は都会で、東京でい

るとさっきワーケーションの話でも、こういった風

な環境で、色んなことが出来ないんだよと、いう話

がありました。でもそれは実は本来日常でもそうし

たいという風に求めている日常なのではないかとい

うね、こうありたいと願う時間を、暮らすように旅

するという事が1つのキーワードではないかなとい

う風にお話を聞いていて思いました。

　ちょっとね他の地域の事例なんかも少しだけお話し

しようと思うんですけども、新潟県ですね、栃尾又

温泉と言う非常に歴史のある、子宝の湯と呼ばれて

いる温泉地がありまして、ここはですね実はお宿

3軒しかない温泉地ですね。共同湯が3つありまし

て、おくの湯、したの湯、うえの湯というね、非常

にシンプルな3つの共同湯があって、それをどの宿

に泊まっても、結局皆さん共同湯に入りに行くと。

その3つの共同湯が、日によって男女別になってま

して、利用されるということなんですけども、まあ

ここはですね、やはりあの一時こう、もう少し旅館

食にした方がいいんじゃないかとか、色んな試みを

されたんですけれども、やはり湯治ということに立

ち帰ろうと、温泉と体に優しい一汁四菜、それから

眠りということにこだわって深い眠りが得られる寝

具を整えようということを基本にして、非常に今色

んな世代の方、若い方もあの3泊ぐらいですね滞在

して、ちょっと心が疲れた時、ここに滞在するとい

う方が実はとても増えているところです。であの食

事に対してはですね、日替わりで毎日食べてもおい

しい食事というのが湯治宿で出せる食事じゃないか

ということにこだわっていて、お母さんの手料理の

ようなものというのを基本にしてます。でさっきね

吉川先生のお話で、その人によって量が足りなかっ

たとか、ちょうど良かったとか色々あるというお話

がありましたけども、ここは一汁四菜いうのがシン

プルな一番シンプルな形なんですが、一汁六菜、一

汁七菜という風にオプションをつけることが出来ま

して、一汁四菜の物に一汁六菜にするとイワナの塩

焼きとお刺身がつくとか、七菜にすると、更に更に

鴨鍋がつくとか、そういった形で、色んな方のニー

ズに合ってます。そして勿論おいしい地酒も飲めま

す。宿の雰囲気はこんな感じですね、昔ながらの

湯治場で御薬師さんがあって、今奥に見えてるの

が、あの共同湯の1つですね。これはベッド形の和

室ですけども、ベッドというのがとても良く出来て

まして、木の枠の上にマットレスのお布団を引いて

るんですけども、2人で泊まる場合はここがツイン

ルームになるわけですね、そして1人滞在する時は

その枠を押し入れにしまってしまうとベッド1台と

いう風にチェンジすることが出来て、足がちょっと

痛いという方でもやっぱり今もう下の布団だと辛い

ので、ベッドタイプにしたいっていう方は、このよ

うに底上げした、ベッドタイプで寝ることが出来る

わけです。そしてね、茶香炉なんかも部屋で炊かれ

ていて、癒しの空間になってますね。これが1つの

共同湯なんですけども、別府にも沢山素敵な共同湯

ありますが、ここの温泉の特徴は非常にぬるいって

いうことですね。体温より少し温かいぐらい38度

ぐらいのものですので、入った時はなんとなくぬ

るま湯っていう感じなんですけども、このぬるい

ままの源泉を注いでいる場所と、それから加温し

て、ちょっと暖かくした浴槽が隣り合わせになって

ます。でもうこのぬるいお風呂に長時間入るってい

うのが、ここの文化なんですね。ですからほとんど

の方が1時間ぐらい温泉に入ってます。ですからこ

この場所が、なんていうかパラダイスみたいになっ

ててですね、中で読書をしてる人もいれば、もう居

眠りしてブクブクってなっちゃってる人がいたりと

か、もうぼーっとこう緑を眺めてる人がいたりと

か、もうここの様子を本当は映像でお伝えしたいぐ
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らいなんですけども、皆本当に好きなように過ごし

てですね、心身を整えているわけなんです。でまあ

こういったね、ちょっとライブラリーのコーナーが

あったり、まあこれね、私基本一番初心者は一汁六

菜からどうぞっていうことで、一汁六菜を注文した

んですけど、まあこういったね、野菜とか山菜のお

かず、それから具沢山の汁物ですね、これはたまた

まくじら汁ですけれども、それにイワナの塩焼きが

ついてるわけです。この汁物とご飯、ご飯は南魚沼

郡なんで魚沼産コシヒカリ米なんですけど、好きな

だけ汁物とご飯は自分でよそうことが出来ます。こ

れは朝ご飯ですね。湯治食っていうのは毎日のもの

なので、山の宿とはいえ海の干物が出たりとかです

ね、お肉料理が出たりとか、色々します。そしてね

この横にあるラジウム納豆というのは、ここの温泉

が放射能泉、ラジウム泉なんですが、それで大豆を

ふやかして、そして納豆を作る。温泉で作った納豆

ですね。でまあこんな貸切風呂もあります。そして

今はですね、箱根でも、現代湯治が出来る宿ってい

うのも出来てまして、これは養生館はるのひかりっ

ていうところなんですが、これも団体の宴会宿だっ

たところを、思い切って現代湯治の宿に改装したと

いうところですね。こんな茅葺き屋根の入り口があ

りまして、これはもう元々から。で一番人気はこの

1人用の部屋ですね。もうすぐに予約が出来る期間

になると、すぐに埋まってしまうのは、この1人用

の部屋からですね。セミダブルのベッドとフローリ

ング、そしてちょっと仕事ができる書斎机がありま

す。で温泉はですね1つの源泉を上手く仕切ること

によって、熱湯、ほど良い湯、ぬる湯っていう形で

自分の好みのね温度の湯船を行ったり来たりして、

自分の好きなようにゆっくり入れると言うね、技あ

りの作りになってます。ここはですね、養生食は自

然食にとてもこだわっていて、下にいらっしゃるの

が言わゆるご主人、湯守をしてらっしゃる方ですけ

ども、自然の無農薬でですね、それから肥料も使わ

ないっていう形で、野菜を箱根で育ててらっしゃっ

て、そういったものがサラダになったり、温野菜に

なったりしてね、そして玄米ご飯も出てきます。

　このようにね、日本全国で色々な形で現代湯治を試

みてる宿があるわけですけど、じゃあ別府はどうな

のって言うとですね、やっぱり圧倒的な別府のね個

性と言ったら、色々な泉質があり、そして多様な温

泉の利用の仕方をしているということですよね。例

えば海浜砂湯ですよね。温泉で砂湯が出来る、温泉

の蒸し効果と、それから砂のマッサージ作用という

こと、それからなんとこれが海の目の前で出来ると

いうことで、海洋浴、海のミネラルがたくさん含ん

だ風を受けながら、この砂湯が出来るって言うこと

ね、これも大きな個性ですよね。それから、打たせ

湯があったり、温泉卵があったり、温泉の蒸し料理

があったり、温泉を高温の蒸気で吸引できる場所っ

ていうのもありますね。これ呼吸器にとても良いわ

けですよね。でも更に、あの貪欲な女性はですね、

これ美顔器にも使えるわけです。私は顔をね、美顔

器に使ってます。で泥湯ですね、さっき前田先生か

らね、鉱泥浴の素晴らしさ、別府はね、そういうも

のが体験出来ますけども、泥湯それから温泉で調理

するということでスイーツもね温泉で、温泉蒸しプ

リンとか、足湯も、足蒸し湯というね、蒸し湯文化、

これさっきワーケーションでも蒸し湯にはまったっ

ていうお話がありましたけどもね、これも楽しいで

すよね。それから温泉入浴、それから飲む、飲泉、

そして入るだけじゃなくて調理が出来るって言うこ

とも、別府の大きな特徴で体の内側、内臓からも温

泉を食べることが出来るって凄いことですよね。そ

ういうことも別府の大きな特徴であります。これ

さっき今回のツアーでね地獄蒸しイタリアンを食べ

たっていう話がありましたけど、こういうちょっと

華やぐ気分になれる温泉の美食もあるわけです。で

このように別府温泉郷でなければ実現出来ない新・

湯治があるはずですね。もう共同湯を巡るだけで、

私、丸の内朝大学って言う東京の社会人たちを色ん

な実証実験をする講座をやってますけど、別府で

やった時はね、色々な好みで、班に分かれたんです

けど、1つの班はね、あの2時間半で温泉達人の初

段を取るっていうのがあって、2時間半で八湯を巡

るっていうのをやったりしまして、それは温泉達人

の方にね、ご案内を頂いて、はい次、はい次ってま

あ初段を取らせていただいたわけですけど、まあそ

んなトライアスロン的な楽しみもありますし、色々

なウエルネスが別府では出来るんじゃないかと、皆

さんからアイデアを沢山いただいて、もっともっと

別府でね、色んな新・湯治のプログラム、チャレン

ジ出来るんじゃないかという風に期待しておりま

す。ありがとうございました。ということで、少し

時間を残してまたコメントをいただきたいと思って

いるので、次に移らせていただきます。ではですね、
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あと残り時間10分ちょっとですけれども、あの5分

ぐらいずつですね、まあ言い残したこととか、これ

からのこととか、ちょっと皆さんに伝えたいこと、

吉川先生からお願いできますか？

吉川　先ほども、玉川温泉のことをお話ししました

が、父も結局は亡くなってしまいましたが、最後の

場面、もう他にすることがないということになって

から、最後の切り札として温泉を選んだわけです

が、一番大事なことは、病気になる前に湯治に行く

ことです。それと、あの場に行ってわかったことは、

本当にたくさんの人が良くなっているということで

す。人は本気を出すと「免疫力」が上がるものです。

温泉の力と自分のうちなる希望から「免疫力」はあ

げられるという事実です。これこそがエビデンスだ

と思います。癌、癌って、言いましたが、癌になら

ないと行けない場所ではありません。自然が人に健

康であり続けなさいと与えてくれた場所です。誰で

も行ける場所です。それと、サードプレイスと行っ

て、最近では、会社でもなく、家でもないところ、

カフェやシェアワーキングプレイス等で仕事をする

とはかどると言われていますが、パソコン持って出

かければ、温泉場でも仕事はできるわけです。体を

酷使して、仕事をやり遂げてから休むのではなく、

休みながら、湯治をしながら仕事をするのです。仕

事も休養も並行してやるのです。そうすれば考えも

煮詰まらなくて済みますし、体も酷使しなくて済む

のです。「新湯治」というのは、今こそ求められて

いるものだと確信しました。

石井　はい、ありがとうございます。前田先生からお

願いします。

前田　はい、先程今回の湯治のツアーについて、2年

前からの全てを踏まえてお話をさせていただきま

す。私はこのツアーの解析を通じて、普段は先程申

しましたけど健康な方ではなくて、病気の方を診る

ということを生業にしておりますので、こういう機

会でしかあまり健康の方の実態っていうのも解析す

るということは無いんですけれども、こういうこと

を通じて、ひょっとすると新しい患者様の別の視点

で、先程お見せしたような、収束するという考え方

で良い方に持っていく、そういう治療を、目の前の

病気をなんとか叩いてしまおう、という風に考えが

ちなんですけれど、体の方から見れば、病気を叩い

た後、体がしぼんだ状態では具合が悪いので、体を

ちょうどいいところに持っていくという観点を加え

て治療している時に、この温泉治療、温泉療法とい

うのを上手く組み合わせていくということを今まで

以上に考えないといけないんじゃないか、それは私

だけではなくて、日本全国あるいは国際的にも考え

ていくべき時期なのではないか、効果の面からもそ

うですし、経済的な面からもそうですし、それから

副作用の面からもそうです。お薬ですと、様々な副

作用がありますけれども、お湯に浸かるということ

から考えますと、その危険度がはるかに少なくなる

わけですので、そういったような視点というのをど

うも見失いがちな気がします。最近ではオプジーボ

であるとか、あるいはロボット医学であるとか、そ

ういうのが発展して、1人で何百万も使うような治

療というのは、高齢の方々に皆あれを使うといった

いどのぐらい国家予算がいるのかなという気もする

わけですが、温泉に入るぐらいならまあ基本無料で

すので、それをどのように使っていくのかというの

も、日本でと言うかまあ別府で国際的に発信するし

かないんじゃないのかなあという風に考える次第で

す。

　今回のことでどうかなと思った点があって、それは

今温泉とその周りを通じてという風に言いましたけ

ども、このように分析をするということになります

と、温泉の効果っていうのはどのぐらいあって、且

つアクティビティの効果が実はどのぐらいあって、

併せ技でこのぐらいの効果が出る。その合わせて相

性のいいものもあれば、直接混ぜると疲れすぎてし

まって効果が逆に出ないとか、今回のようなヒーリ

ングアクティビティということであればそうでない

かもしれませんけれども、トレッキングをやった後

で温泉に入ったらもう疲れすぎて、次の日アクティ

ビティに参加出来ないという方も高齢の方ではある

かもしれない。ですから温泉の効果ってのがどう

だっていうのもちょうど吉川さんが色んなアクティ

ビティでアンケートを取られたように、温泉に入っ

た時に一体何分ぐらい入ったか、入ってどうだった

か、何日目かに入ってみた時にその疲れがどうだっ

たかとか、活力がどうだったかっていう風に、温泉

に絡めたデータアンケートというのがあると、この

内容は、更にこういう風なものと特に組み合わせ

ていくといい、ここの時間をもっと伸ばす方がい

い、こういうのは3日目に入れた方がいいというよ

うに、もっと科学的にウエルネスを推進出来るよう

な、そういうツアーを組んでいく基礎データが出来
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るはずです。今回は最初と最後だけで、という形で

すので、次こういう機会が、来年またやっていただ

けるのであれば、そういう細かい各人からの情報の

拾い上げということで解析することが必要なんだろ

うなという風に改めて思いますので、もしそういう

風になれば担当の方是非、来年度以降よろしくお願

いいたします。

　それから癌の話が先程出て、副作用の話とか、

ちょっとお話をいたしましたですけれども、温泉安

全だという風に言いましたけれども、どんな治療も

必ず副作用というのがありまして、温泉も必ずしも

100%安全というわけではございません。そこのと

ころをよくわきまえて使わないといけない。なんで

もかんでも温泉はいい、温泉はいいという風になり

がちかもしれませんけど、あくまでも危険を避けた

上ですので、そういう無茶はされないと思いますけ

ど、例えば夏目漱石などは昔あの修善寺の大患とい

う話、有名ですけども、胃潰瘍になって湯治だとい

うことで修善寺温泉に行ったところが吐血をしてし

まって、生死の境をさまよったということはござい

ますので、そういったような出血するとかですね、

今腫れ上がってるとかっていうような時に、温泉に

浸かるということは逆効果です。また温泉に長く浸

かってゆったりしてブクブクッと沈む人があるとい

う話も先程ありましたですけれども、怖い話をいた

しますと日本で年間お風呂で溺没してしまってです

ね、亡くなるという方は大体1万5千人から2万人ぐ

らいおられます。つまり温泉は使い方によっては死

ぬこともある。副作用、死亡というのがある。極端

に言いますと。ですからそういう自分の状況をわき

まえて、どの温泉にどのぐらいの時間浸かるのがい

いのかというのは実はきちっと決めて入らないとい

けない。勿論温度もそうです。これもう健康な方と

病気の方でまた違ってきます。どちらかと言うと、

体の弱った方というのは基本的には42度以上には

入ってはならないです。これは血液を固めるという

副作用が出てくるので、あちこちに血栓を作ってし

まうからです。若い方とかアスリート、元来健康な

方というのは少々熱い風呂に入ってもまあ大丈夫で

すけれども、スポーツの前に高い温泉に入る方がそ

の後のパフォーマンスが上がると、走る速度が速く

なるとか、あるいは水泳の記録が上がるということ

はもうデーターで取れていますので、そういう方が

そういう目的に使うのは構いませんけれども、一般

に入る時に温度の高い湯に長時間浸かるということ

は避けた方がいい。特に本当に湯治ということで病

を治したいという方の場合にはそういう注意が必要

だと。新・湯治ということで、病気ではなくて健康

な方が更にウエルネスを目指すという広い意味での

新・湯治ということであれば、その辺はゆるくはな

りますけれども、基礎知識としてはそういうのは

ちょっと含んでおいていただいく方がいいと思いま

す。お爺ちゃんお婆ちゃんをどっか連れて湯治にで

も連れて行こう、温泉でも行こうという時にはそう

いう認識というのも必要になるんではないかという

風に考えます。是非ご参考になさって下さい。はい、

私の方からは以上です。

石井　はい、ありがとうございました。まあ温泉はね

体にいい分は勿論、効きすぎる、効き目が過ぎて、

ちょっと危険なこともあるということでね、禁忌症

とか適応症とかいうことでね、表示がされてますの

で、皆さんそれぞれご自分がご愛用になっている温

泉で、もう一度そういうところをチェックしてみて

頂いたり、お客様にそういうご案内もするっていう

のも必要かと思いますね。それから吉川先生のプレ

ゼンの中で鉄輪の塩化物泉がもう本当に美容液のよ

うに素晴らしいという話がありましたけども、別府

全体で見ますとですね、非常に泉質には出て来ない

メタケイ酸という成分が別府はとても多いんですよ

ね。メタケイ酸っていう成分は美容の研究で言うと

ですね、温泉のいい作用を、肌に一杯運んでくれる

ナビゲーター役みたいなことをしてくれる成分です

ので、肌の修復力が高まったり、またお湯が柔らか

く感じたりというのが、メタケイ酸の脇役パワーみ

たいなところがあるわけです。そういう別府の温泉

がどこに入っても気持ちいいって感じるのは、そう

いう小さな脇役が働いてるとか、さっき、温泉の中

の藻がいい仕事をして化粧品になってるなんていう

話もあって、温泉にはまだまだ沢山の可能性が残っ

ていて、別府で皆さんとね、そういうことを探しな

がら、また来年のアカデミアではどんなチャレンジ

をして、どんな発表が出来るのかなあ、なんてい

うこともとっても楽しみにしたいと思っています。

ちょっと拙い進行で上手くまとまっておりません

が、楽しく色々温泉を活用するということが、実は

湯治に繋がると言うね、気軽に新・湯治ということ

を推進していけたらなという風に思っていますので

皆さんどんどん新・湯治発信していただければと思
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います。これでシンポジウム閉じさせていただきた

いと思います。ありがとうございました。

進行　ありがとうございました。お三方それぞれの専

門分野から見た新・湯治の魅力、効果、注意点たっ

ぷりとお話をいただきまして、是非、新・湯治チャ

レンジしていきたいなという気持ちにさせていた

だきました。パネリストのお2人、そしてコーディ

ネーターの石井さんにもう一度大きな拍手お送り下

さいませ。それではどうぞご降壇ください。
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シンポジウム

Biography

2002年〜 対馬ルリ子先生との「女性ホルモン塾」通算１37回

わたしたちの28年

Biography
2010年〜 JR名古屋高島屋

ナチュラルビューティスタイル展は２6回開催

Biography
人間も地球も健康であること

Biography

2003年 若草漢方薬局（銀座）
2008年 オーガニックコスメの

PRルーム ビオ代官山

Biography

わたしの思いは「女性の健康」とオーガニックの啓蒙

Biography

1997年ジュリークの日本一号店

ジュリークショップ青山

2003年 白金台 Bio Pascaｌ

l

対馬先生とは長いお付き合いになりました。

2003年 メルボルン大学

緩和ケア・子供病院・高齢者ケア

女性病院・多国籍患者のケアを視
察

Biography
1991年

31歳 起業

1993年

代官山にヘアサロンをオープン

⚫ 「更年期と加齢のヘルスケア学会」認定メノポーズカウンセラー

⚫ アロマ環境協会認定 アロマテラピーインストラクター

⚫ CIDESCO認定インターナショナルエステテシャン・アロマテラピスト

⚫ 公益社団法人「日本アロマ環境協会」理事

⚫ NPO法人「日本スポーツアロマトレーナー協会」理事

⚫ NPO法人「女性医療ネットワーク」理事

⚫ NPO法人「日本ホリスティックビューティ協会」名誉理事

代表著書：

⚫ 「オトナのための女性ホルモンの話」（宝島社）

⚫ 「これからの美しさの磨き方」（KADOKAWA）

⚫ 「美しくなれる自然療法」（主婦の友社） 著書多数

連載：

⚫ アワエイジ「日々YOJO」（集英社）

美容家・オーガニックスペシャリスト

サスティナブルライフ水先案内人

吉川 千明 氏

吉川千明 （よしかわちあき）

美容家・オーガニックスペシャリスト

「更年期と加齢のヘルスケア学会」認定メノポーズ
カウンセラー

「目指すのは自然体でエレガント」「科学的にナチュ
ラルに」をモットーに

コスメのみならず、食、女性医療、漢方、植物療法、

ファッション、インテリア、旅とナチュラルでヘルシー
な女性のライフステイルを提案。

1990年代より、オーガニックコスメと植物美容を日

本に広げたナチュラルビューティの第一人者。

Chiaki Yoshikawa
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健康でいることが大事。

健康はよい考えと幸運を連れてくる

The things for keeping health

• Moderate exercise

• Good sleep

• Healthy FOOD

• Good human relations

• Stress care

• Living with identity 

• Relation to Local community

• Good relation to quality women’s 

medicine

• To know my life stage and 

understanding my age

• 適度な運動

• 質の良い睡眠

• バランスのよい食事

• 休養

• 良好な人間関係

• ストレスケア

• 自分らしく生きていけていること

• 地域とのつながり

• 女性医療とのつながり

• 年齢とライフステージ

暮らすように旅する、

新・湯治プランの提案

美容家・オーガニックスペシャリスト

サスティナブルライフ水先案内人

吉川千明

専門分野と学んできたこと

Phytotherapy

Herbs

Kampoo

Aromatherapy

Women’s Health /special for climacteric 
age

menopause

The menopause

Cooking

Organic

Gardening

Beauty/Cosmetics

Fashion

Massage

植物療法

アロマテラピー

調香

ハーブ

漢方

ウーマンズヘルス

更年期

栄養学

料理

オーガニック

インテリア

ファッション

美容

コスメ

マッサージ

スパ

大脳生理学

生理解剖学

色彩学

栄養学

皮膚科学

電気美容学

香粧品学

メイクアップ

ネイル

自分自身が健康になりながら、

それを人に伝えて行きたいと

思っています。

イベントプロデュース・人材開発・売上達成の専門家

湯布院

JR名古屋高島屋「ナチュラルビューティスタイル展」は

10年間26回開催

別府

わたしはスパと美容の専門家

（CIDESCOインターナショナルエステテシャン）

はじめたころのパスカル ビオパスカル

話すことがわたしの仕事に

父妹、友達、先生たち
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シンポジウム

評判の良かった地獄蒸し朝食＠柳屋

夕食 地獄蒸し 自炊 これもワークショップ？

早朝 ヨガ 美しい景色 ＠富士屋

ワークショップ

ミシンを使って袋もの縫

街の人による街歩き案内

ワークショップ

山野草 穏やかな先生と花生け 自然と向き合う

吉川千明の養生カルテ

名前 年齢

年 月 日

1）元気ですか？

元気・元気でない・疲れている・ひどく疲れている

2）痛いところやコリがありますか？

肩、首、腕、背中、脚、足、手、指、頭、その他、なし

3）眠れていますか？

よく眠れる、まあまあ眠れる、眠れない、全く眠れない

4）食欲はありますか？

よく食べる、普通、あまり食べない、食欲がない

5）運動はしていますか？

よくしている、していない、全くしていない

6）人とよく話しますか？

よく話す、話す、話さない、全く話さない

7）こんなことありますか？

頭痛、眼精疲労、胃腸の不調。便秘、下痢、冷え、むくみ、月経不順、月経痛、

月経前の不調、

8）こんなことありますか？

毎日が楽しい、人疲れする

意欲がでない、何をするにもおっくうだ、イライラする、くよくよする

9）こんなことありますか？

肌が乾燥する、かゆみがある、アレルギーがある、アトピーがある、

化粧品やつけたものでかぶれたことがある（ ）

10）「これだけは言っておきたい！」ということがあったら書いてください。

ワークショップ

タイのハーブボール作り 触り香りを感じる

チェックイン後のカウンセリング

想像以上に良かった個別問診への反応
海の前の食事は、満点＠晴海

美容と健康・新湯治3泊4日

PPT用日程表xlsx.xlsx

1日目 2日目 3日目 最終日

早朝 6時半

〜7時半
ストレッチ＆ヨガ（柳屋）

ストレッチ＆ヨガ（富士
屋）

ストレッチ＆ヨガ（柳屋）
朝が早い。意外にヨガ初心者が多かっ
た。

朝食 地獄蒸し朝食（柳屋）◎ 地獄蒸し朝食（柳屋）◎ 医師会で血液検査 サラダドレッシングが美味しかった

午前 医師会で血液検査 ハーブボール制作 ◎ 山野草の花教室◎ 作り物はよい。

昼食 晴海でランチ ◎ 自由 ◎ 地元を歩く 自由 ◎ 地元を歩く
晴海の景色が好評。地元B級グルメが
好評。

午後

個別カウンセリング ◎ 個別マッサージ 個別マッサージ
蒸しのリサーチになった。一人だった
ので忙しかった。

街歩き ◎ 袋物縫い教室 ◎ 自由 ◎
縫いものは良かった。地元の人のホス
ピタリティが◎

夕食
蒸士茶楼（薬膳） ◯
量が足りなかった

地獄蒸し自炊 ◯
自作は1、2品でよい

オットエセッテ
地獄蒸しイタリアン ◯
量が足りなかった

年齢は重要。量は必要だった。若い女
子は自炊が不得意。

寝る前
セッション

腹診と呼吸法◎
睡眠とリンパマッサージ

◎
足のマッサージ ◎

好評だが、ナイトセッションは服装や参
加の自由度を考慮の必要あり。

美容と健康・新湯治3泊4日

参加者 すべて女性

20代 2名、

30代、2名、

40代、2名

平均年齢33、6歳

日本航空様にご協力いただきました。
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アンケートより ①

内容は「女性らしさ」を探求できる素晴らしいプ

ログラムでした。日頃、男女区別ない職場の中

ですと、女性であることを忘れがちですが、今

日のツアーを通して女性としての意識も高めら

れ、女性としての楽しみも味わえました。次回も

是非参加したいと思う内容でした。

飲泉して、温泉入って、走りに行って

別府公園行って、海行って、バス乗って湯布院行って、

体を動かす

先生は

一流

個の時
間

集中する

休む・緩む

集団の時間

懐かしい
こと

知る・見
る・聞く

香り・触
れる・

街の人

素朴な地
の人

美しいもの

ヘルシー

野菜

オリジナルド
レッシング

量が多い・
少ない

難しすぎ

ることは
嫌

清潔
キッチュ
なもの・

B級

属性（年

齢・職業・

その他）は
それぞれ

施術

大満足

「吉川千明の暮らすように旅する」

2017年から別府に10回以上

1. 晴海 ロケーション、自然が与えてくれる感動

2. カウンセリング 「親身」になって聞いてくれる

3. 街歩き 耳から、目から、手から、「印象」に残る。地元の生活が知れた。

4. 朝ヨガ 難しいのは苦手 呼吸法、瞑想などはよさそう

5. ハーブボール 家で使えるものはよかった 知ることに興味

6. 袋縫 かわいくて、家で使えるもの、記念になるものは好き

7. 花活 季節感あり、持ち帰った人も とても好き

8. 夜のセッション 知らないことを知れた。家でできることがよかった。足のケア好評。

9. 朝食 大満足 地獄蒸しの朝食は満点 野菜もありヘルシーがよい

10. 昼食 自由で、地元のB級が良かったよう 自由な時間がいい 清潔な店必要

11. 夕食 量が必要 または夜食など調整できるものがいる

12. 味、見た目とも大事 自炊部分は好評。パーティの様だったと。

13. 施術 大満足。一人一人に合わせたのがよかった。

14. 宿泊 キッチンや枕元コンセントに好評。綺麗付き 仕事用ワイファイ、プリンタなど必要

•

アンケートより ③

湯治と言えばシニアのイメージがあったのです

が、年代によって様々な楽しみ方があるのだろ

うと改めて感じました。家族、男性等、参加形態

にあわせたプログラムがあれば、より発展して

いくと思います。

Aさん Bさん Cさん Dさん Eさん Fさん

職種 CA CA CA CA オフィス オフィス

年齢 20代 20代 30代 30代 40代 40代

リラックスしたい リラックスしたい リラックスしたい リラックスしたい 元気になりたい リラックスしたい

きれいになりたい きれいになりたい おもしろそう きれいになりたい きれいになりたい きれいになりたい

知らないとこに行き

たい
気分転換したい 気分転換したい

海の前のランチ 5 5 5 5 4ー

カウンセリング 4 5 5 5 4ー

街案内 5 4 5 5 5 3

朝ヨガ 5 4 3 4 5ー

ワークショップハーブボール 4 5 5 5 5 4

ワークショップ布袋 5 4 5 5 5 5

ワークショップお花 5 5 5 4 5 5

朝食 5 5 5 5 5 5

昼食/自由 5 4.5 4.5 4.5 5 4

夕食 地獄蒸し薬膳 5 4 4 3 3 4

夕食 地獄蒸し自炊 5 4 5 5 5 5

夕食 地獄蒸しイタリアン 5 5 4 5 4 4

施術体験（マッサージ・ハーブボール） 5 5 5 5 5 5

ナイトセッションーセルフケア腹診 4 5 5 4 5 4

ナイトセッションーセルフケア睡眠・顔リンパ 5 5 5 5 5

ナイトセッションーセルフケア足リンパ 5 5 5 5 5

宿泊施設 5 5 5 5 5 5

全体 5 5 5 5 5 5

アンケートより ②

清潔感があり、居心地のよい空間がありました。

アメニティも必要なものが揃っており、滞在に何

一つ不自由ありませんでした。

旅館の方々のお客様との距離感がちょうど良

いと感じました。また朝食がとにかく美味しかっ

たです。

温泉養生トリートメント

一見から定期来訪へ
1）泉質をチェック

鉄輪温泉は美容液のような優しく、美肌効果が高い→スチームや化粧品として使える

フェイシャル向き

2）カウンセリング：それ自体効果がある。「聴く」トレーニングが必要。

施術の提案、入浴方法、回数、食事など簡単なアドバイスができる。配慮ができる。

＊カルテの保管

3）温泉場の特徴を利用する： 「蒸し」 を利用した色々な施術ができる。

4）その人に合わせたマルチな施術： 服の上（按摩指圧風）・オイルトリートメント

フェイシャル・ボディ・頭皮等

5）東洋医学的セルフケア：睡眠・眼精疲労・足のケアなど

• トレーニングすれば、街の人ができるようになる

• 資格を取っただけでデヴューしていないセラピストの再生、再教育

別府の地獄蒸しを利用した

トリートメント・マッサージ

夜のセッション セルフケア夕食 地獄蒸しイタリアン
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シンポジウム

湯治への特別な思い＠玉川温泉湯治への特別な思い＠玉川温泉

温泉は大事な日本の資源です

自分たちの持っているものを活かす！

私たち自身が健康で、仲良く、生きて生きましょう。

ご静聴ありがとうございました。

湯治への特別な思い＠玉川温泉 2015年8月

湯治への特別な思い＠玉川温泉

SDGs時代の温泉養生

＊川、森を守る、

＊生分解性のある化粧品・洗剤

＊余り物を出さない

＊地産地消

保健ー100年時代の温泉養生

＊セルフケア

＊健康啓発

＊体をよくする 別府スパ学校

＊不妊対策、お母さんたちの骨休め

ライフシフトー100年時代の温泉養生

＊ライフデザイン研修

＊職業学校

＊場所と時間を選ばない働き方

＊最後のシェアリング

吉川千明の提言

湯治への特別な思い＠玉川温泉

しかし、それまで、この湯が

原爆の被曝を受けた人たちの治療をひきうけていたことも、

一遍上人が開いた湯場であることも、その歴史を私達は知らな

かった・・・

街へ降りておでん屋へ。

別府は混沌の街。元祖ダイバーシティ

レストラン行って、部屋着でグタグタして、自炊し

また温泉入って、パソコンして・・

花習って、パソコンして、スカイプ会議して

町の温泉場行って、蒸し風呂行って、
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新・湯治プラン

〜 暮らすように旅をする 〜

ツアー １日目

メディカルチェック

鉄輪ゆうぐれ散歩 夕食（地獄蒸し）

別府海浜砂湯体験地獄めぐり

豊の国千年ロマンコース

ツアー ２日目

ツアー ３日目

志高湖オルレ体験 鉄輪むし湯

ツアー ４日目

湯中運動体験

ツアー ５日目

メディカルチェック

2017年度
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健康増進モニターツアー

『アクティブシニア層をターゲットとした健康増進ツアーの開発』

※ 65歳以上の人口は3186万人（H25 総務省統計局：総人口25％）

うち要介護者を除く人口約2550万人 ⇒ 健康維持・増進が課題

○ ツアーの目的…

「運動」「食」「温泉」の相乗効果により、アクティブシニア層の

生活習慣の改善を図り、健康増進につなげる。

○日程… ４泊５日 （9月～10月）

○ モニタリング項目…健康状態の推移、満足度

○ 協力 …別府市医師会 ・九州大学病院別府病院

・別府大学 ・溝部学園

・㈱フェリーさんふらわあ・㈱宇和島運輸交通社

2017年度
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The pain relieving effect of mud bathing for FMS

Maeda T et al. Mol Cell Biochem 2018;444:87

アクティブシニア層向け

健康増進モニターツアー

別府ONSENアカデミア実行委員会

10

2017年度

線維筋痛症

主症状は 広範な身体部位の慢性の「痛み」

診察所見ならびに臨床検査で異常がない

身体の特定の部位に圧痛を認める

治療抵抗性である

強い疲労・倦怠感、眼や口の乾燥感、不眠や抑うつ気分
など多彩な身体的訴えがみられる

中年以降の女性に好発する

脳の痛みに対する過剰な反応状態とされる

ウェルネス

身体を内外両面から健康にして

豊かな人生をつくること

Before 

RB

After 

RB

Temperature 

difference (RB)

Before 

MB

After 

MB

Temperature 

difference (MB)

Subject 1

(male 50s)
36.4 36.4 0 36.6 37.4 0.8

Subject 2

(male 30s)
36.3 36.4 0.1 37.2 37.9 0.7

Subjent 3 

(female 30s)
36.5 36.5 0 36.9 37.3 0.4

Ear drum (core ) temperature (℃)

Bathing condition: 40℃, 10min.

RB: Regular bathing

MB: Mud bathing

ヒーリングアクティビティーを組み合わせた
温泉ツアーの健康増進効果

九州大学病院別府病院

前田豊樹
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2019年度 温泉ツアー参加者

女性６名 (JAL職員の皆さん）

平均年齢３３．７歳 （２６〜４１歳）

もう一つ、体の中のストレスの原因として炎症反応があります。

これは、血液中のCRPという物質を測定して判定します。

ツアー前後での検査項目

心身ストレス質問表

身体測定（身長体重）

血圧測定

検体検査

血液検査 CRP  コルチゾール

唾液検査 アミラーゼ

晴海

九州大学病院別府病院

別府市医師会

別府市市役所

2019年度
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ツアー ４日目

午後 テレワーク

（杉の井ホテル）

ビジネスパーソンツアー （31~53歳） 2018年度

午前 明礬エリア散策

「むし湯」体験
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業務効率向上モニターツアー

『ビジネスパーソンをターゲットとした

業務効率向上ツアーの開発』

※ 2017年平均の就業者は6,530万人と、前年に比べ65万人増加

（５年連続の増加）：総務省統計局発表

就業者について、男性は3,672万人と17万人の増加、

女性は2,859万人と49万人の増加 ⇒ 健康維持・増進が課題

○ ツアーの目的…

旅行中に短時間のデスクワークを組み込むことで、長期休暇を取得し

やすくし、留学生等との交流を取り入れることで、単に旅行するだけでは

得られない体験を提供し、さらに「観光」「食」「温泉」の相乗効果により、
ビジネスパーソンのリフレッシュ、業務効率向上につなげる。

○日程… ４泊５日

○ モニタリング項目…健康状態の推移、満足度、商品化の可能性

○ 協力 …別府市医師会 ・九州大学病院別府病院

2018年度

あらためて

2019年度モニターツアーの

データを見直してみます

ビジネスパーソン向け
業務効率向上モニターツアー

別府ONSENアカデミア実行委員会

30

2018年度

y = ‐0.0985x + 2.994
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2018年度ビジネスパーソンツアー

y = ‐0.1046x + 1.729

R² = 0.486
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p=0.0006

確度 99.94%

2017年度
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コルチゾール
(μg/dL)

アクティブシニア

ツアー開始時 ツアー終了時

2017年度

唾液アミラーゼ
(KU/L)

コルチゾール

(g/dL )
CRP

(mg/dL)

前 後 前 後 前 後

平均値 27.55 26.55 7.734 6.1225 0.111 0.1365

標準偏差 28.874 24.449 3.163 1.816 0.092 0.143

確度（％） 10.9 97.3 67.7

最高血圧
(mmHg)

最低血圧
（mmHg)

前 後 前 後

平均値 130.8 124.6 72.5 70

標準偏差 17.811 16.236 7.309 6.649

確度（％） 98.2 98.4

アクティビティー参加前後の検査所見と血圧の変化

アクティブシニア （＞６０歳） 2017年度

最高血圧
(mmHg)

最低血圧
(mmHg)

前 100.3 67.7

後 95.3 60.0

確度 (%) 41.4 43.5

唾液アミラーゼ
(KU/L)

コルチゾール
(μg/dL)

CRP
(mg/dL)

前 11.3 6.9 0.1

後 7.7 7.3 0.1

確度 (%) 35.9 44.4 63.7

ストレス値

前 50.3

後 37.2

確度（％） 98.5

活気 イライラ 疲労 不安 抑うつ 身体愁訴

前 3.5 3.7 3.5 2.8 3.5 4.0

後 2.7 4.8 4.3 4.0 4.8 4.5
ストレス

変化 低下 低下 低下 低下 低下 低下

確度（％） 88.7 96.6 96.5 95.4 99.1 79.7
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温泉とヒーリングアクティビティーを
組み合わせたツアーの効果

交感神経の過度な緊張を和らげ

低緊張（疲弊）には緊張を取り戻す
効果が伺えた
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疾患（線維筋痛症）対象の

温泉治療にも収束効果

が見られるのだろうか？

y = ‐0.1015x + 2.4612

確度 80%
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エルヴィンフォンベルツ博士

温泉療養の効果は

温泉入浴の効果と

周囲環境からの効果を

分けて考えるべきではない
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CRP

http://www5e.biglobe.ne.jp/~h_mura/onsen/pdf/183.PDF

持続的温泉入浴によりサーカセプタンリズムで上下に変動しながら

様々な生理作用が次第に最適な状態に落ち着いてゆく
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日本の温泉文化・湯治こそ

日本ウエルネス

【現代湯治】【新・湯治】
1泊からでも自分メンテナンスの温泉へ

温泉で心と体を緩める

＋

心と体に優しい食事

＋

自然環境

旅のトレンド

• 現代湯治 新・湯治

・ひとり旅、ひとり温泉、おひとり様

・日本を旅する海外の人が増えて・・・。

長期滞在・連泊 泊食分離

体験による感動を求める

↓

テーマのある旅。

「日本ならではのウエルネス」

温泉旅は「美と健康」の素

【１】温泉・・・温泉・湧水・風呂に入る日本文化

【２】食事・・・その土地の食材、

摂取方法（時間・内容）

【３】宿・・・過ごし方、個性、心に響く体験

【４】アクティビティ・周辺環境

・・・自然（山・森・海）・温泉街（町・人）

旅スパ・トリートメント・指圧あんま

新潟県・栃尾又温泉 自在館
https://youtu.be/hOtwVOy3U3U

• 温泉＋体に優しい一汁四菜＋深い眠り

• 1泊2食→9300円～ （ひとり宿泊9300円～）

• トイレ付和室ベッドタイプでも14100円～

• いつでも365日ひとり宿泊歓迎

• 食事は日替わりで毎日食べても美味しくて体
に優しいのが湯治食

• 一汁六菜、一汁七菜などオプション可能

温泉旅の要素こそ

日本ウエルネス

温泉 食事

宿
アクティビティ

周辺環境

マッサージ

トリートメント

新・湯治は

非日常ではなく

本来自分が求めている日常

↓

こうありたいと願う時間を

暮らすように旅する

石井宏子
温泉ビューティ研究家・旅行作家

・年間200日を国内外の温泉を旅して執筆する。

• 温泉・食・自然環境を通じて美しくなるビューティツー
リズムを研究。温泉の美容力を研究。

• ドイツで自然療法を学び「気候療法士」となる。

• 温泉地・温泉宿のブランディングや研修をサポート。

• 日本温泉気候物理医学会、日本温泉科学会、

温泉入浴指導員。日本旅のペンクラブ理事など

• 著書「感動の温泉宿100」・文藝春秋

「全国ごほうびひとり旅温泉手帖 」世界文化社

11/16発売など

暮らすように旅をする

新・湯治プランの提案

温泉から考える

日本ならではのウェルネス

温泉ビューティ®研究家

トラベルジャーナリスト

石井 宏子

公式サイト「温泉ビューティ®」
http://www.onsenbeauty.com

ご清聴有り難うございました
この画像は表示できません。

温泉浴により収束傾向を示す検査値
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海浜砂湯は

温泉＋海洋浴＋

マッサージ作用

日本の温泉はこんなにおもしろい

多彩な泉質・多彩な温泉利用

温泉にゆっくり入る文化

温泉の楽しみ

「別府温泉郷」

16

＜硫酸塩・塩化物泉＞

温泉の三大美人要素 「補給」
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別府温泉郷でなければ

実現できない

「新・湯治」があるはず

↓

別府ならではの

温泉ウェルネスを！

♨ありが湯～ございました♨
温泉ビューティ研究家・旅行作家

石井宏子

別府でしか食べられない！地獄蒸しイタリアン
大分の食材＋温泉水＋温泉蒸気蒸し

温泉入浴＋飲泉＋温泉で調理！

温泉泥浴

足蒸し湯

地獄蒸しプリン

打たせ湯・温泉蒸気吸引・
温泉たまご・地獄蒸し料理
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シンポジウム新聞報道資料

大分合同新聞　2019年11月6日掲載
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今日新聞　2019年11月9日掲載
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シンポジウム新聞報道資料

大分合同新聞　2019年11月9日掲載
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大分合同新聞　2019年11月10日掲載










